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序

本県には、先人の遺産で、ある埋蔵文化財が数多く残されて

います。この埋蔵文化財を保護し、後世に伝えてゆくことは、

私たちの務めであります。

このたび、曲困地区農免農道整備事業で路線の一部が、家

ノ後遺跡を通過することになりました。このため本教育委員

会は、工事に先立って道路工事にかかる部分の遺跡の発掘調

を実施いたしました。

調査の結果、縄文時代の土墳墓や粘土採掘坑などを検出し、

捨て場からは多くの土器@石器などが出士ゐし、当時の生活の

一端を明らかにすることができました。

本報告書は、これらの調査成果をまとめたものであります。

本書が埋蔵文化財の保護のために広く活用され、同時に郷土

の歴史資料として役立てば幸いです。

最後になりましたが、本調査の実施ill2びに本報告書の子u
に当たり御援助有益IJ協力をいただきました秋田県農政部、北

秋田農林事務所、大館市教育委員会、比内町教育委員会をは

じめ関係各位に対し、厚く御礼申し上げます。

4士ド12月 1 E! 

顕ムネ橋長
出
向
け

ん
リ
入

者
守

秋



開

1.本報告書は、曲田地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財発揚調査報告書の 2冊目の報告

あるO

2.本報告書は平成 3年度に調査した大館市所在の家ノ後遺跡の調査結果を収めたものである。

3.本書の執筆は、第 4章第 l節基本層序、第 2節と第4節の土器 e 土製品、第 6章の土器 e

土製品は柴田陽一郎が、それ以外を谷地薫が行い、小山内透、藤岡光男、石川真ーの協力

を得た。

3.出土土器の胎土と土坑底面から採取した粘土の分析は秋田大学鉱山学部高島勲教授にお願

いし、結果について玉稿をいただいた。

4.発掘調査および遺物整理にあたって、下記の方々からご指導@ご、助言を賜った。記して感

謝の意を表する次第であるo (敬称略、五十音順)

秋本信夫板橋範芳及川良彦可児通宏上篠朝宏工藤利幸酒井重洋鈴鹿良一

高橋輿右衛門館野孝千田和文能登谷宣康林謙作藤井安正八木光員Ij

凡例

l‘各遺構に付している略記号は以下のとおりである O

S 1 (竪穴住居跡) S K(土坑) S D(溝状遺構) S N(焼土遺構) S X(性格不明遺構)

2.遺構の番号は検出)1国に通し番号とした。精査段階で欠番となったものもあるO

3.土色の表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 財団法人日本色彩研究所色票監

修 f新版標準土色帖Jに拠った。

4.挿図中の遺物実測図と拓本は土器 e土製品と石器類に分け、それぞれ通し番号とした。

器類の番号にはSを付した。図版中の遺物もそれにしたがった。

5. 石器観察表中の単位は、長さ、 I~語、厚さがcm、重さが g である 0

6.文章中および、表中の法量の推定値は( )で表示した。

7.石器実測図の 1点鎖線は、破断面を表している。

8.挿図中のスクリーン e トーン、シンボjレマークは以下のように使い分けた。これ以外の

スクリーン@トーン、シンボルマークは各図中に凡例を示した。

粘土 事七器

墜さヨベンガラ 回 A 石器

仁コアスフアルト 撹乱・石器の新しいキズ
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第 1節 発掘調査に至るまで

第 1章はじめに

第 1節発掘調査に至るまで

曲用地区農免震道は、大館市1*11回 e中山両地区の農業合理化を目的とした出回字沢口から中

山字兎沢に至る全長3.3kmの道路であるO

本農道の計画路線内には埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、県農政部北秋

田農林事務所は、文化財保護法に基づき秋田県教育委員会に遺跡調査の依頼を行った。秋田県

教育委員会はこれを受けて、平成元年度に計画路線内の遺跡分布調査を行い、路線内に係る周

知の遺跡を 1街所確認した。さらに平成 2年度に試掘調査可能な地点について分布諦査を行い、

新たに家ノ後遺跡と上聖遺跡の 2遺跡を発見した。

この遺跡分布調査の結果を受けて、平成 2年度には家ノ後遺跡と上堅遺跡の範囲確認調査を

実施し、同遺跡の範囲内を計画路線が通ることが明らかになった。これらの遺跡の保存につい

て、秋田県教育委員会は原国者と協議の結果、記録保存の措置をとることで合意し、平成 3年

5月13日"-'6月8日に上製造跡、同 6月10日，__11月15日に家ノ後遺跡、の発掘調査を実施した。

第 2節調査の組織と構成

秋田県大舘市出田字家ノ後96 2外

平成 3年 6月10日~平成 3年11月15日

2.800nf 

秋田県教育委員会

谷地 薫 (秋田県埋蔵文化財ーセンタ

柴田 陽一郎(秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主任)

(秋田県埋議文化財センター

(現秋田県立農業科学館主査)

皆川 清 (秋田県埋蔵文化財センタ

佐々木真 (秋田県埋蔵文化財センタ

調査協力機関 秋田県北秋田農林事務所

大館市教育委員会

比内町教育委員会

所 在 f也

調 期間

調 {fii 

調 主体

調 担当者

イ不f/E1E 23E7Zf 7 当
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第 2章遺跡の立地と環境

第 2章遺跡の立地

第 l節遺跡周辺の地形 e地質

家ノ後遺跡が存在する大館市は秋田県の北東部に位置し、東は鹿角郡小坂町と鹿角市、南は

北秋田郡比内町、南西は北秋田郡鷹巣町、西は北秋田郡田代町に接し、北縁は青森県との県境

となっているO 市域は大きくは標高200""'800m前後の山地と標高40---100mの盆地とから成る。

前者はいわゆる出羽山地の一部で、北西側に白神山地、東側に高森山地、南西側に摩当山地が

存在するO 後者は断層による陥没盆地で、内部には米代JIIe長木)11 ・下内)11 e犀川等の河川が

存在し、これらの河川の営力によって大館段丘地や低地が形成されているO

家ノ後遺跡は大館市南部の河岸段丘上にある。大館盆地局縁には米代jiiとその支流によって

形成された段丘が発達し、高位から第 l段丘~第 5段丘に区分されているO 遺跡は中位の第3

段丘上に立地する。この段丘面は関上段丘とも呼ばれ、構成層は鳥越軽石質火山灰層の河成二

次堆積物であるO 遺跡周辺の段丘や低地の基盤層は第4紀の未回結堆積物であるO 調査区内の

東側では、風化した花局岩の大!擦を主体とする磯層の上に、層厚20"'50cmの小磯層 e 粗砂層 e

粘土層が間に入るシルト層が 3--5m水平に堆積し、その上を厚さ 1---2mの黄褐色火山灰土

が覆う。 磯層とシノレト層は不整合で、著しい凹凸があるO シノレト層中の粘土震は不透水層で、

粘土層の上面には著しい鉄分の沈着がみられるO また、粘土層中にも鉄分の小粒が含まれてい

るO 調査区西側では磯層を覆う土の主体がシノレトではなく砂層となる O 間に薄い粘土層とシノレ

ト層をはさんで、粗砂層、細砂層の立!露が 3.-....4m堆積し、その上を黄褐色火山灰土が覆って

いる。

遺跡北方及び、南方の山地は主に新第 3紀の大滝層と大葛層及び火山性貫入岩類からなるo* 
片石器の原料となる頁岩が含まれるのは大滝層である。大滝層は油田地域の女)11}蓄に酷似し、

硬質泥岩と浮石凝灰岩との互層をなして遺跡、北方の高森山地に広く分布しているO

遺跡の西側では北方の鞍掛山(標高484.4m)東麓から高森山地を下刻して南流する数本の

侵食谷が、段丘を開析して南側の十二所先行谷低地へ流れ込んでいる。遺跡の占地する段丘面

は、この侵食谷によって西側を区切られ、西側の侵金谷にはさらに東西方向の小枝谷が入り、

西に向かつて張り出す舌状台地となっている。舌状台地は南北約70m、東西約250mで、中央

部の標高は91---92由、台地上と南側の段丘崖下の沖積地との比高差は約15mである。

遺跡の西側の侵食谷は、沖積地への出口でせき止められて溜池となっており、通称「ダイガ

クツツミ j と呼ばれているO この溜池をつくる擦の土取り跡が調査区西端部に残っている。舌

状台地の付け根にあたる東側は若干高い。調査区内の台地上はほぼ平坦である O 南側の段丘崖

-2 
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は急傾斜で、表 Lがあまり発i妻せず、斜面の下部では磯層が露出している地点もみられる。

参考文献

秋田県 『秋田県総合地質図幅 大館J 1973(昭和48年)

秋I:H県農政部農地整備課 『土地分類基本調査 大館J 1986(昭和61年)

第 2節歴史的環境

今回の家ノ後遺跡の調査では縄文時代前期、中期、後期、晩期の土器が出土し、縄文時代晩

期の竪穴住居跡と土坑、焼土遺構、溝状遺構などを検出した。ここでは、家ノ後遺跡の潤辺に

あって発掘調査され、類似した様相を呈する縄文時代の遺跡、を中心に概観するO 古代、中世の

遺跡については『大館市史J第一巻を参照されたし1。なお、文中( )内の数字@記号は第 l

図、第 1表と対応し、文献⑮に拠っているO

大館市と比内町には合計164箇所の遺跡が知られているO 家ノ後遺跡周辺の縄文時代の遺跡

は第 l図の範囲で25箇所で、家ノ後遺跡 (B)を含めて13箇所が発掘調査されているG いずれ

も米代)11と犀川が形成した河岸段丘や低丘陵地などの、沖積地を見下ろす高台に立地する O

縄文時代早期の土器は、家ノ後遺跡の北西3.8krnの山館上ノ山遺跡(4-71)、東1.4kmの鳶

ケ長根IV遺跡 (4-123)、南西2.3krnの横沢遺跡、(12-13)で出土している。いずれも貝殻沈線

文系の土器である。山館上ノ山遺跡は前期から中期の集落跡で、地点を換えながら円簡下層 a

式期から円筒上層b式期までの竪穴住居跡、が検出された。前期の捨て場からは膨大な量の造物

が出土したが、茂屋下岱式土器群の編年的位置付けが明確でないこともあって前期前葉の土器

の様相は不明な点が多い。円筒下層式土器群は、他の多くの遺跡からも出土しているが、それ

以前の前期前葉の土器は鳶ケ長根IV遺跡と上聖遺跡で、早期末から前期初頭らしい土器が少数

出土しているにすぎない。

中期前葉までは山館上ノ LLI遺跡や家ノ後遺跡の北西2.2krnの本道端遺跡(12-19) にみられ

るように集落が形成されたことがわかるが、中期中葉の住居跡は検出されていなし iO 円筒上層

c'"'-'e式土器の出土も比較的少ないが、このころから大木系土器の出土例が増加する。大木

8a式、 8b式土器は横沢遺跡、本道端遺跡などで出土している。横沢遺跡ではさらに中期後葉

の住居跡が検出されている。大木 9式土器、中の平亜式土器は本道端遺跡や山館上ノ山遺跡な

どでも出土しているG 家ノ後遺跡ではわずかながら大木印式並行期の土器が出土した。大木10

式並行期から後期初頭にかけての遺跡は隣接する上竪遺跡のほか、本道端遺跡があり、発掘調

査によって集器跡であることが明らかにされているO

後期前葉では、家ノ後遺跡の南3.5kmの大日堂前遺跡(12同 7)、東2.7kmの萩峠遺跡 (4ω81)、

- 3 -



第2卒遺跡の立地と環場

山館上ノ山遺跡、などがあり、発掘調査により集落跡であることが明らかにされているO これら

の遺跡や鳶ケ長根IV遺跡、上聖遺跡では袋状土坑を含む土坑群が検出されている。

家ノ後遺跡の遺構、遺物の主体は晩期であるO 発掘調査によって晩期の上器が出土し、

跡や土坑群が検出された遺跡、には鳶ケ長根E遺跡 (4-122)、出館上ノ山遺跡がある。家ノ後

遺跡では、これらの遺跡からの出土遺物量をはるかに上回る量の造物もし、

跡と比較して特に自立つ存在である。

ノ後遺跡調査区の主な性格は晩期の墓域と考えられる。米代川流域には、後@晩期の墓域

と考えられる著名な遺跡が多 ~ìO 上流域では、後期に罵する国の特別史跡大湯環状列石及び大

湯環状列石周辺遺跡(鹿角市)、高屋館跡(鹿角市)、小坂環状列石(小坂町)、晩期の玉内

遺跡(鹿角市)、中流域では晩期の山館上ノ山遺跡(大館市)、矢石館遺跡(田代町)、藤株

遺跡(鷹巣町)、下流域では晩期の拍子所貝塚(能代市)などがある。これらの他、前期~中

期の配石墓が数多く検出された狐岱遺跡(森吉町)もある。狐岱遺跡では、多数の竪穴住居跡

も検出され、墓域と集落が近接しているが、他の遺跡では集落と慕域が分離する傾向がうかが

えるO また、墓域の様相は後期においては大場環状夕日石にみられるように、配石を伴う

環状に配列され、墓域を共通する集団の強い規制を推測させる。晩期では、土墳墓が多くなり、

る墓壊も多 ~ìO

家ノ後遺跡調査区の土墳墓群は、

体の玉内遺跡、

塚が営まれており、家ノ

ら晩期前葉と考えられる O 同じ頃、

J-
'--

は後者の系列に含まれるO

ノ山遺跡、

と-土壌

¥地域による違い等を明らかにし、葬制の変遷をたとろうとするとき、今凶の家/後

遺跡調査区も晩期の墓域の代表的な例のひとつとして、研究の対象となろう c

ところで家ノ後遺跡とi隣接する ある ;土、東西1.5kr乱、南北約500

m、標高85m~~92m の台地が広がっている。この台地は、 る中山沢の沖積地へ

の出口付近から東に入る 3本の沢によって区切られ、東から西に延びる細長い舌状台地が 3列

連なる地形となっており、周知の 7遺跡が存在するO これらの遺跡はいずれも未発掘であるが、

内容が明らかになれば、十二百行から山館に至る米代)1

する遺跡が、地理的にほぼ連続して解明されることになり、当該地域の縄文時代の様相がより

明確になるものと考えられる。出

を通る計画であり、

も北側の舌状台地(冷水UJ根台地)

した対応が必要である。

註 山館一上ノ山遺跡は合計 7自の発掴調査が行われ、様々な遺跡名で報告されている(文献②③⑤⑪⑫⑬

⑭⑬)。本書は最近の大館市教育委員会による詳細分布調査(文献⑬)及び秋田県教育委員会作成の遺

跡地図(文献⑮)に拠った。
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地自番号 遺跡名 所 在 地 種別 現況 遺構骨造物 所蔵書 文献

ι121 鳶ヶ長根 E大館市軽井沢字鳶ヶ長棋 集議跡 道畑 地路 土坑、協文土器(晩期)、石滋 大教館育市委員会 ⑥⑬:ii!) 

ι122 鳶ヶ長根 E大館市軽井沢字鳶ヶ長根 集落跡
道路 縄文時代竪穴住居跡、土坑、

大教館育市委員会 ⑥⑬(忠)
草地 縄文土器(娩期)、石器

縄文時代竪穴住居跡、土)理弥器諜生( 炉
ι123 鳶ヶ長根町 大館市軽井沢字鳶ヶ長恨 集落跡 道路 埋殿設・前土I~器-、後土期坑e、晩縄期文 平土 ⑥⑬⑬ 

器

12-6 独 鈷比内町独鈷字大日堂前3-1外館 主主畑 地 郭、空挺(中級) ⑬ 

12-7 大日堂前 比内町独鈷字大日堂前10外 館 跡神社 竪穴住居跡、滞状 j~ 構片、土坑、
@⑬ 境内 縄文土器丹、土筋器

12司8十狐城 比内町独鈷字大日館関22外 館 跡山林・畑地 郭、空!~ (L⑬ 

12-9 数球揚 比内町数珠掛11外 遺物包吉地 畑地 縄文土器片(晩期)、土防器片 ⑬ 

12-10 味 a宮内 比内町味'tf内字下台38外 遺物 0~ 地 畑地 配石造機、純文土器片(後期)

12-11 宿内中岱 比内町宿内中岱8外 遺韓包含地 姻地 縄文土器14-(前期i・後鰐) ⑬ 

12-12 袖ノ沢 比内町宿内袖/iR67-2外 集落跡 山林 平安時、柱代穴竪様穴土住坑居、土跡師、土器坑片、j持状 県埋議文化財
⑬⑩ 

遺構 センター

縄文時代竪穴住居跡、平安状時文代土
12-13横 沢比内町扇密字横沢3外 集落跡 畑地 竪穴、坂住状居土跡偶、土、土坑師、フラスコ 県埋磁文化財

⑬⑩ 坑 器片、総土 センター

器片(早期・中j告)

12-14大 出比内町扇阻字南大岱59外 遺物告白地 焔地 縄文土器片(前期)、土師器
県埋蔵文化財

江ゆ
センター

12-15横 沢比内向扇回字横沢128-1外 遺骨量古地 ゴルフ場 土師器片 ⑬ 

12-16真 館比内町新館字真館i∞-1外 館 跡高知
竪穴自活跡、土坑、土続器具、 比内町

(工⑬須恵器 教育委員会

12回17長問城 比内町鼠回字長岡41外 館 跡焔地・宅地 腰郭、堀跡 d)⑬ 

12-18市 )11比内町扇回字本道端65外 遺物包含地 宅地・畑地 信b

霊穴住居跡、土坑、集石遺構期、
比内向12-19 本道端 比内向扇国字本道端44外 集落跡 宅地 縄文土器(早期・前期・中
教育委員会

@⑬ 
晩怒)

12-23小 堤比内町笹館字小堤18-1 遺昔話合出 山林 縄文土器片(前期) ⑬ 

竪穴住、(前須居期恵跡器・後、焼期土・娩遺郎構)、縄文12-24 谷地中舘 比内町谷地中字谷地中20、211舘 跡水底 土器 、土師 ④⑬ 
器片

12-26 l~ 館減 比内町筏館字笹館189-4外 館 跡熔地 ⑦⑬ 

B 家/後 大館市曲図字家/後96-2外 集落跡
道路 総焼期文土)、遺時石伏構器笠、縄穴文住土居器跡(、中土~坑晩、県埋蔵文化財

本書山林 センター

地調番号 遺跡名 所 在 地 積閉j 現況 遺構・遺物 所蔵者 文献

ι70 山 館大館市山舘字館の上 lii 
畑地

土鯨制Jt蜘蹴 ⑦⑬⑬ 跡神社地等

4-71 山館上ノ山 大館市山館字上!W 集議跡
館地

織fEフ哩t.対ラ後開噌ス司封コ盟矧状議U問BZZピK丑縄出十色た土拡、坦師平土夜由告t前~等-大館青市 ②⑫③⑬⑬⑤⑬ ⑬ 道路 教委員会

4-72 議毛岱 大館市中山字竜毛岱 遺包 含物地 果樹園 縄5頁文窓卦器号炉開・街1m 関村栄 ⑬⑩ 

4-73 兎 沢大館市中山字兎沢 週明担合唱 果樹菌 縄刻当官 関村栄 ⑬:)jjl 

4-74 寒 沢大館市中山字寒沢 遺包 含物地
畑地 縄式対)、鴎描制:t同官僚pj筒上j留d高橋昭悦 ⑬::t]1 果樹園

ι75 冷水山根 大館市劇団字冷水山根 遺包含物ltIl 菜援国
織対支訳詞倒・制羽・後駒、
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第1節遺跡の概観

第 3章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

ノ後遺跡 り出す舌状台地上にある。 された遺構の配置や地形から、遺跡の範

聞は舌状台地全体に及ぶものと推測されるO

今回の調査地点は舌状台地の南縁にあたる縁辺部の一部と南側の斜面で、調査面積は2，800

dである(第 2図、第 3図)。調査区の西側で幅約 3""'7m、深さ約 2，.._， 3mの沢の一部が検

出された。この沢は台地の南縁から南側の急崖を流れドり、南側の沖積地へ関口する。

発掘調査の結果、竪穴住居跡4軒、土坑112基、溝状遺構2基、焼土遺構 5基、性格不明遺

構 2笛所を検出し、縄文土器104，822点、石器類5，628点が出土した(第 4図)。

竪穴住居跡は、後期末葉が 1軒、晩期前葉が 3軒である。晩期前葉の 2軒は重複している。

土坑のうち45基は、ベンガラの散布 a形態.埋土の状態 e遺物出土状況から、縄文時代後期

ら晩主~前葉の土墳墓と考えられるものである。また、 4 基は粘土層を掘り込んでいること、

形態、 j霊土の状態、出土遺物から、縄文時代後期末の粘土採掘坑と考えられる。土壌墓は台地

南縁の張り出し部に 3~11基の若手を形成する。

台地縁辺は突出部と沢目が連なった波状を呈し、その沢目部分には特に遺物の多いところが

2詰所あり、縄文時代の捨て場と考えられるc 一方には 2J語、他方には 6層の造物包含層の重

なりがある。

は、後期末葉から晩WJljij葉が主で、 11ij期前葉、 '-IJJJjj末葉、弥生前期も少量ながらI:fjj--し

後期末葉(癌付上器)から晩期前葉(大洞BC式)の中でも主体となるのは大Y1PJB式であ

る円 の一括出上よ毒物や、

した。

ら、該期の器種のセット関係がある

l土、 石実iJ、 く出土した。

第 2節調査の方法

グ')ッド法を採用したc 調査区の設定まは、調査底内の任意の点 1箇所(国家

系X=23968.941、Y=-17278.602)を選定し、これをグリッドの起点MA50としたo

MA50から真北を求め、それから15度東へかたよった方向をグリッドの南北基線とした。この

南北基線及びそれと誼交する東西基線から、 4mx4mのグリッドを設定し、 25箇所の杭を仮

ハ1・
u



第3章発掘調官の概要

レベル原点とした。グリッド杭には、東から!現に向かつて東丙方向を表す LT.MAa

MTeNA. 0 .NT.OAo. .OD というアルファベットと、出から北に I~Jjかつて南j仁}j

向を表す460 47 e 0 0 0 の2桁の数字を組み合わせた記号を記入し、 4mx4mの}j眼杭の南

東簡をグリッドの名称とした(第 3凶) 0 MA50グリッドにおける磁北は南北基線から23度50

分東にかたよっている。グリッドはさらに中を 4分割し、 2mx2mの小i天を設定した。小I>Z

は北西小区をA、北東小区をお、南西小区をC、南東小じくをDと呼称した。

よ毒物は、遺構外出土のものは、出土グリッド e小区 Q /1\ 土層{立 e 造物番~} . 11 ¥ i-_年月トiを記

入し、遺構内出土のものは、出土遺構名.Ii\ ~l層位@遺物番号. tH土年月日を記入したラベル

とともに取り上げた。基本的に竪穴住居跡@性格不明遺構は卜字に土層観察用のべ、ルトを残し、

四分割して調査した。土坑@焼土遺構@溝状遺構は、長軸に沿って二分割して調査した。調査

の記録は、主に図面と写真によった。図面は、基本的には 1/20の縮尺で作図した。造物出土

状況図は1/10の縮尺で作図した。写真撮影は、 35mmのモノクロとリバーサルフィルムを使用

した。

室内における整理は、遺構は現場で取った平ー断面図より第 2原図を作成し、これをトレー

スした。造物は洗浄 e 注記の後に実測図@拓影図の作成、写真撮影を行った。

第 3節調査の経過

平成 4年 4月 9，..._ 10日に現況視察及び作業員手配依頼、 6月 6日にグリッド杭打設、 7，......， 8

日にプレハブ設置の後、 10日から11月15日まで発掘調査を行った。

6月10日 発掘機材の搬入魯整理を行った。
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6月24日

7月 1B 

7月4日

7月5日

7月15日

7月181ヨ

7月24日

調査法斜面}育部の躍土除去及び、現況地形の担IJ量を行った。

斜面下に土留柵を設置し、資材整備や周辺の安全確保等の作業を行った。

ML50グ1)"J 1"で l偲体の粗製土器が正立状態で入っている土坑 (SKOl)を検

出した。

遺構精査を開始した。

調査区東側 (MNラインより東)の粗掘完了。

北鹿新聞に記事が掲載され、 2名の見学者があった。

大館市中央公民館の佐藤氏が社会教育活動用ビデオの撮影のため来跡。

調査区東側完掘。完掘の全景写真を撮影した。

NOラインまで盛土の除去のため粗掘を開始、造物の水洗等、整理も行う。

NTラインまでの東側の表土除去を行ったところ、特にNF51・52グリッドの斜
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第 1節調査の経過

面で大量の遺物が検出された。捨て場の可能性が高い。

8月7日 イギリス a ロンドン大学大学院から研修中のorri V e' steinsson氏来跡。

8月19日 NE，..._.MRラインの第2層除去開始。

9月3B N G50グリッドを精査。多量の土器が 4• 5震から出土した。 SK67土坑を半裁

したところ、ベンガラを検出した。

9月9日 南斜面回寄りの造物捨て場 (NN.NM50)で多量の遺物が出土した。林謙作北

海道大学助教授が来跡し、 SK56 • 58土坑について粘土採掘坑の可能性を翻指摘

いただいた。また、出土遺物等に関しても貴重な御教示をいただいた。

9月24日 S K 66 • 67 • 71 • 89 • 92土坑の半裁を行った。全て、オーバーハング部分の高さ

が低く、つぶれたフラスコ状土坑の断面形を呈している。

2月26日 調査iZ南側、斜面下の水田部にトレンチ し、 の観察を行った。特に、

N048グリッド部分のトレンチでは多量の遺物が出土した。

9月初日 台風19号による突風で、プレハブ2賠建の事務所が完全倒壊。遺物@密面等の貴

重な資料や機材等が散乱してしまう。この後数日は、近辺に散逸する物品や、プ

レハブの残骸を片付けるのに費やされる。

10月3日 発掘調査の実質的な再開。斜面上部の遺構精査と水田部分のトレンチ掘下げとに

分かれて調査が進行する。

10月7日 S K71土坑より完形土器が数点検出されるO 土坑内の堆積土から、ベンガラ@炭

化物も検出された。

10月24B NN，.....，NQラインの 4-c層下部から 6-a層にかけて完形土器も含む、轄しい

数の遺物が出土した。

10月29日 S K56 • 57土j先の完掘間際、縄文土器が出土した。また、 S195竪穴住居跡の北

側の床面直上で、完Ji5土器 4個体と土偶の胴体部が出土した。

10月30日 NF51グリッドの精査で遺物が多量に出土した。第4

確認された。

11月 1日 NJライン以西で、柱穴様の土坑のプランが多数検出された。

は焼土の広がりが

11月6日 S KI09土坑より、ボール状の大型鉢の中 2個体、台付鉢 1個体が収

納されたような状態で出土した。いずれも完形品であった。また、これらの遺物

の下、床面近くの埋土中から厚さ 5'"""6 cm程のベンガラも検出された。

11月15日 遺構の調査を終了し、発掘機材を撤収、本日で発掘調査の現場作業をべて完了し

fこO

この後、埋蔵文化財センターで造物、図面等の整理作業を行い、報告書を作成した。
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第 3節調査の経過
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第 1節基本層序

第 4章調査の記録

第 1節基本層序

今回の調査地点は前述したように舌状台地の南側縁辺部の一部と南側の斜面であるが、地点

により異なる様相を呈する場合もあるO 表土から地山まで 7層に分層したが、1fIJえば、縁辺部

のSK105土坑の周辺(第 5図)には基本層序の第 2e 4層がなく、斜面上部で検出した SN

129焼土遺構で、は基本層序の 4e 5 • 6層が焼土の下に40----46cmと厚く堆積している場合もあ

る。

基本層序は南側縁辺部では大略以下のとおりである。

第 1-a属盛土

第 1-b層黒褐色(10YR2 3)土-表土ーで、層厚10，...，，__15cmである。

第 2層 黒色(10YR2/1)土で、大湯浮石粒子混入し、層厚10，.....，23cmである O

第3層 明黄褐色 (2.5Y7 // 6)の大湯浮石!習であるO 層厚 3'"'"5 cmほどであるが、

層を成していない所が多 ~ìO 斜面の田地や沢部では部分的に厚く堆積している

所もある。

第4層 黒色(10YR2/1)土で、地山粒子をわずかに含み、層厚は 8"'"'10cmであ

る。

第 5層 階褐色(10YR3/4)土で、地山粒子をわずかに含み、層厚は13"'"'22cmで

ある。部分的に堆積しており、山林側には顕著である。

第6層 黄褐色(10YR5/'4)士で、地山ブロックを含み、粘性が強い。地山漸移層

である。

第7層 黄褐色(10YR5/8)土で、地山であるO 鳥越軽石質火山灰層の河成二次堆

積物である。

南側斜面はNOラインを中心とした捨て場(以下「捨て場 2Jと呼称する)で、段丘崖の縁

辺部に形成された自然の深い沢目を含む斜面とその下の沖積地に遺物包含!習が形成されている。

造物包含層は 4-a層から 6-c層まで 6枚あり、表土からの深さは最大で284cmに達する。

このうち斜面下部の 4-c層と 6-a層は厚く、遺物出土量も大変多い。第 1-a • 1 b層、

第6-c層は、南側縁辺部の基本層序と対応する。捨て場 2の基本膳序の詳細は基本属序図

(第 6図)にゆずることにして、ここでは遺物包合層の大略を上位から記すこととし、その広
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第ιtl主ぷiJ:-rttのぷ鉢

がりについては別節で後述する。

4 a層黒褐色(10YR4 3) 

や含む。

しまりあり。 は68~86仁田mである。造物をや

4 b層 (10YR 2 2) しまりあり。層厚20----84cmで、あるO 遺物をやや

4 -c層 黒褐色(10YR2 3)土。しまり@粘性とも強。!酉岸34"-'108cmであるO

物を大変多く

5 J爵 ややしまりあり。属序28，..，._，72cmで、ある。 造物を黒褐色(10YR2 3) 

わずかに含む。

第 6 a層 黒色(10YR1.7//1)土。粘性 e しまりとも大変強い。層j享82，-...，104cmであ

るo t.部に遺物を大変多く含む。

第 6-c層 黄補色士。しまりやゃあり。地山漸移屑で遺物をわず刀ユ !語厚18'"'-'28cm

である。

さらに、同じ捨て場 2下部の沖積地で作成した土層断面図 (NMライン)によれば、ここで

は第 1層~第 9層まであり、シラスの二次堆積物@砂層 e 泥炭層などが認められる。このうち、

遺物包含層は第 6層の暗青灰色土層(層厚12"-'31cm)、第 8層

-----94cm)の2J蓄がある(第 6図)。 沖植地のため土色は斜面の属とは違うものの、土層の混

入物@造物の出土状況@周辺の同一層の広がり具合などの観察から、第 6層は斜面の第 4 c 

層に、第 8層は第 6-a層に相当することがわかった。

ρ
hリ

1
i
 



第 i節基本層11:

ND52 B 

1 -a.果渇色土(lOYR2/2)議土。

1 -b.黒色土(luYR2/1)ややしまりあり。

2. 黒褐色土(lOYR2/1)しまりあり、地山粒を少量含む0

:3 . 明黄褐色土 (2.5Y7/6) 大湯浮石層-

5 • II奇話色土(lOYR3/4)しまりあり地LU粒を少量含む9

6‘ によいむ路上(lOYRS/4)しま 1)あり品性ややあi)，l¥!l出ブロ

第5国遺跡基本土層断盟国

門

i
a

マ
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第 4'1主調査の記録

捨場NOライン

2 

3 
4 -a 

4-b 
4 -c 

5 

6 -a 

6-b 
6 -c 

7 

8 

9 

10 
間に二層入 i

1一日

子舎tjるNMライン

1 .B音掲色土(lOYR3/3)(水田の耕作土)
l' .撹苦し層
1 -b範囲確認調査時の盛土
2 .黒色土(1uYRl.7/l)しまりなくサラサラしている。地111中粒少量含むc -~ g わ
3 .灰褐色土(lOYR4/1)きわめてしまりあり、シラスが二次堆積して陪まったものの 7 

4.灰白色土(10YR7/1)粗砂層。 ‘ 

5 .黒褐色土(10YR3/1)泥炭層。
6 .暗青灰色土(5BG4/1)上部に2-3c聞の細砂層あり。同じ捨て場のNOライン(N048-50

グIhド)4-c震に相当。 遺物包含層-

7.灰白色土(lOYR7/1)細砂層。
7'.灰白色土(10YR8/1)粗砂層。
8.黒色土(lOYR2/1)混成費拡土層。クルミの殻、トチのま多(出土。時じ捨て場のNOラ

イン(N048-50グ1)ッド)の6-a患に相当。-上部遺物a合層-
9 .地山混じりの掲色砂層。

捨場NMライン

一一-H =83.000m 

NM47グ I}''/ド杭

木

第8阻捨て場2土層断盟国

百1

oo 
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第2節遺物の分知)1=!5i1f，

第 2節造物の分類基準

i士:出.1上:製J

l山iれ¥I上:した|上:器はコンテナで約30∞O箱にのぼり、遺構外の捨て場、特に南側斜面の捨て場 2か

ら111!-.したものがn:倒的に多い。この他、舌状台地の縁辺部で検出した竪穴住居跡 e

どの造構内からも完形@復元土器が多く出土している。このため、土器の分類にあたってはこ

れらの u;;~ も含めて分類した。出 I~ した土器は縄文時代前期 e 中期@後期後半~晩期後半、弥

il:Jj?j代に属するが、このうち後期末~晩期中葉の土器が圧倒的に多く、他は極めて少なし ¥0

後期末~晩期j後半の t器は、従来の知見からみて、型式学的な断絶は認められず、また、

Jf5 ・復lJ;i1-_器も多いことから、一括して器形で分類した。器形については、深鉢形土器@鉢形

L器@浅鉢形i-_器@血形士器@壷形土器・注口形土器@香炉形土器@ミニチュア土器に分類し

た(以下、深鉢@鉢@浅鉢@肌@壷@注口@香炉@ミニチュアと略す)。鉢と皿は口径と高さ

の比率によって区分した。すなわち、器高が口径以上のものを深鉢、器高が口径の1/1以下~

2/3以上のものを鉢、器高が口径の2/3以下----1/3以上のものを浅鉢とし、さらに器高が口径

の1/3以下のものを血として区分した。台付@脚付土器については深鉢 a 鉢@浅鉢に多くみら

れたが、深鉢は点数が大変少ないことなどから、台部の付かない深鉢に含めて分類した。

I群土器縄文時代前期の土器である。遺構内から 2点出土した。

A類 不整撚糸文を施文している口縁部付近の土器であるO 胎土に繊維を含む。 SK117か

らの出土である。

B類 地文が多軸絡条体で縦位に綾絡文を施文している土器である。 ND52グリッドの SX

107からの出土で、ある。

立群土器縄文時代中期の土器である(第100図)。

A類 全体に縄文を施文した小型の深鉢形土器である (378)。口縁部が折返し口縁風lこ肥厚

するO

B類 口縁部で、縄文原体の側面圧痕による爪形文を施文している土器である (379)。

C類 波状口縁の波頂部で、地文が縄文で 3----4条の細くて浅い平行沈綜を、横は曲緑的に、

縦は直線的に施文している (380)。

D類 浅鉢形土器で、口縁部及び隆線に沿うように縄文を押圧している土器である (381)0

E類 口縁部に平行な山形と直線の隆線を施文している土器である (382)。

F類 無文の口縁部で、横に降線を施文している土器である (383)。

現群土器 縄文時代後期後半から晩期後半の土器であるO

深鉢

ハ可
U

T
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第4章調査の記鈷

A類 長胴で、腕は内寄気味に立ち上がり、口縁端部が内側に屈曲するG 底部は上底で外縁

は、わずかに外に張り出す。

B議長銅で、口縁部が内傾するG

B 1 上底である。

B 2 平底で、底部外縁がわずかに張り出す。

C類 蹄張りの強い器形で、口縁部が内寄する。縄文の他、斜縄文(羽状縄文)を施文して

いる土器もある。

C 1 平口縁で、底部は上底である。

C2 波状口縁で、底部は上底であるO

D類 胴上部~口縁部がほぼまっすぐないしは、わずかに内傾する。

Dl 平成で底部外縁がやや張り出す。地文は縄文が多いが、まれに条痕文が施文される。

D2 平底で底部外縁に張り出しをもたない。地文は縄文が多いが口唇部に刻目か、口縁

部に文様帯をもつものもある。

E類 円筒形で縄文を施文し、平底である。

E 1 口唇部がわずかに肥厚し、底部外縁は外に張り出す。

E2 口唇部上半がわずかに内傾気味に立ち上がる O 口縁部上端に 1条ないし 2条の沈線

が巡り、口唇部には刻目、もしくは iBJ突起と刻自をもつものがある O

F類腕上部~口頭部が iSJ字状に大きく外反する。台が付く。

G類 胴上半でくびれ、口縁部が外反するO 台が付く o

H類 樹上半でくびれ、短かい口縁部が大きく「く J字状に外反するo

I類 胴上半でくびれ、短かい口縁部がまっすぐに立ち上がるO

J類 柄上半でくびれ、ごく短かい口縁部が「く」字状にわずかに外反する。

X類 器形は分かるが、破片のため全体の形状が不明で上記のどの分類に入るか不明のもの

を一括した。

鉢

A頚 艇が丸時:をもち担部上半~口縁部会三強く内需する。

E類 胴上半~仁i緩部がほぼまっすぐ、ないしはわずかに内傾気味に立ち上がるO

B 1 口縁はわずかに波状となり、胴部は無文であるO

B 2 口縁部文樺帯には l列の刻日帯をもち、小波状となり、服部は無文であるG

C類 胴部は丸味をもち、口縁部がほぼまっすぐ立ち上がる O

D類 腕部から口縁部にかけてゆるやかに外反するO

D 1 平日縁である O 地文が縄文か、無文のものもある。

ハけ)
つ
/
ハ
}



第2節遺物の分類基準

D2 i波状口縁で、波頂部下に弧線文を施文するO

E類 胴中央部~口頭部が rSJ字状に屈山して外反するO 底部は上底であるO

F類 !阿部はメL~去をもち、J]!iÌj上半でくびれ口縁部が外反する O 小波状口縁で、底部は丸底で

ある。

G類 腕部は丸味をもち、腕上半でくびれ口縁部が「く J字状に外反するO

H額胴上部~仁!縁部が外反する。

1類 口頭部が rSJ字状にj面白してわずかに外反する。

X類 器形は分かるが、破片のため全体の形状が不明で上記のどの分類に入るか不明のもの

を一括した。

台付鉢

A類 波状u縁を呈し、服部が丸味をもって立ち上がるもの。

A 1 ゆるやかに外反するもので、胴部~口縁部に施文するもの、無文のものがあるO

A2 ゆるやかに内傾するもので、無文である。

B類 胴部が外傾、口縁部がほぼまっすぐ立ち上がるO

C類腕部がゆるやかに立ち上がるO

D類 制下半部が丸i床をもち、胴上半~口縁部がまっすぐ立ち上がるO

E類 小波状口縁で、胴部上半~口縁部がほぼまっすぐに立ち上がる。

F類 腕下半部が丸昧をもち、服部上半~口縁部が rSJ字状に外皮する。

G類 胴上半部が丸味をもち、胸部上半~口縁部が rSJ字状に外反するO

H類 胴部が丸l沫をもち、口頭部が rSJ字状に毘曲して外反する。

日 1 腕部のメ←し味と口頭部の屈曲度が強い。台が付く。

H2 口頚部がゆるやかに屈曲するO 台が付く o

H3 口縁部の文様帯が比較的狭い。高台が付く。

I類服部上半~口縁部が強く内傾し、口唇部が内側に間曲するO

J類 口頭部が rs 字状に短かく屈曲して外反するO

口縁部が属性1，気味に内傾する口

L類腕部が丸味をもち、ゆるやかに内傾するO

X類 器形は分かるが、破片のため全体の形状が不明で上記のどの分類に入るか不明のもの

を一括した。

浅鉢

A類腕部が丸味をもち、 [J縁部が強く内傾するO

B類 胴部が丸味をもち、口縁部がまっすぐ立ち上がる丸底の土器で、あるG

円
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第 4君主 調査の記鉢

C類 服部が丸昧をもち、口縁部がわずかに内傾気味に立ち上がるO

D類 腕部がゆるやかにやや内傾気味に立ち上がり、口縁部がわずかに外反する。

E類 胸部が内{頃気味に立ち上がり、口縁部がわずかに内傾、又はほぼまっすぐ立ち上がる。

E 1 口縁部がわずかに内領する。

E2 口縁部がほぼまっすぐに立ち上がり、底部は丸底風である。

F類 丸味をもっ胴部が上半~口援部にかけて rSJ字状にゆるく外反する G

G類腕下半部で大きく屈曲し、直線的に外反する。

X類 器形は分かるが、破片のため全体の形状が不明で上記のどの分類に入るか不明のもの

を一括した。

台付浅鉢

A類 嗣部の立ち上がりはゆるやかで、口縁部やや誼線的に外に開いて立ち上がるo

B類 胴部は内傾気味でやや急に外に開いて立ち上がる。

C類 胴部は内傾気味で、口縁部はまっすぐ立ち上がる。

D類 丸味をもっ胴部は内傾気味でゆるやかに立ち上がり、口縁部は外に開く。

E類 口頭部が屈曲し、短かい口縁部がわずかに外反する。高台が付くものもあるO

X類 器形は分かるが、破片のため全体の形状が不明で上記のどの分類に入るか不明のもの

を一括した。

皿

A類 嗣部~口縁部がゆるやかに内傾し、胸部上半で口縁部がわずかに外反する。底部は丸

底風であるO

B類 胴上半で急に内傾し、口緩部がまっすぐに立ち上がる。無文で、底部は丸底である。

C類 網下半で急に内傾し、口縁部がわずかに内側に屈曲する。

D類 底部外縁~口縁部が直線的に大きく外に開く。

E類 柄下半部が屈曲し、口縁部にかけて直線的に大きく外反する。

E 1 胴下半部が内傾し、外反する。平底である。

E2 胴下半部が強く「く J字状に内傾し、外反ーする。丸底であるc

F類胸部~口縁部が直線的に外に開く。

G類胴部~口縁部が曲線的に外に開く。丸底である。

日類 胸部~口縁部がわずかに内傾気味に外に開く。四足付であるo

l類胸部~口縁部が内傾する。

J類胴部~口縁部が直線的に立ち上がる。

X類 器形は分かるが、破片のため全体の形状が不明で上記のどの分類に入るか不明のもの

つ山
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第 2節遺物の分頬基準

を一括した。

t土"

室主

A類 胴部のほぼ中央に最大径のある球形腕で、比較的長い口頚部をもっO

Al 頚部~口縁部がまっすぐに立ち上がるO

A2 頚部~口縁部がわずかに内傾する。

B類 嗣のほぼ中央部が強く張り出し、口縁部がまっすぐに立ち上がる。

C類胴下半部に最大径があり、頚部~口縁部が外に関心

C 1 頚部~口縁部がゆるやかに rSJ学状に聞く。

C2 頚部~口縁部が「く」字状に屈曲して外反する。

D類 胴のほぼ中央部に最大径のある球形胴で、口頚部が外皮、又はまっすぐに立ち上がる。

Dl 頚部が「く J字状に屈曲して口縁部が外反するO

D2 口頭部がほぼまっすぐに立ち上がる。

E類胴上半部に最大径があり、口縁部が外反する。

E 1 頚部がほぼまっすぐに立ち上がり、口縁部で短かく外反する 0

E2 頚部が「く j字状に屈曲して口縁部が外反するO

F類 胴のほぼ中央部に最大径があり強く張り出す球形胴で、口径が大きく口縁部が外反す

。口

F 1 頚部で「く」字状に屈曲して口縁部がゆるやかに外反するO

F 2 頭部からほぼまっすぐ立ち上がり、口縁部が短かく外反するo

G類 つぶれた球形胴で、口径が大きく口縁部が短かく外反するO

Gl 頚部が内傾気味に立ち上がり外反するO

G2 頚部が直線的に立ち上がり外反する。

G3 頚部半ばまで内傾し、 「く」字状に屈曲して外反する。

日類胴のほぼ中央部に最大径のある球形胴で、口径が広く、口頭部が短かい。

I類 直線的に立ち上がる胴中央部付近に最大俸があり、霊長部が細長い。底部は丸底で、あるO

J類 胴中央部か網下半部に最大径をもっ球形腕で、頭部が細長く直線的に内傾し、[]縁部

短かく外反する O

K類 胴下半部に最大径をもっ球形腕で、頚部は細長し )0 胴部から頚部まで屈曲せず、

的に内傾し、口縁部は短かく外反する。

L類長腕で、口縁部はわずかに外反する。

M類 円筒形に近い長腕で、底部が強く外に張り出す。

X類 器形は分かるが、破片のため全体の形状が不明で上記のどの分類に入るか不明のもの

つり
内
ノ

ω



第4章調査の記録

を一括した。

j主口

A類 胸中央部付近に最大径があるつぶれた球形胴で、丸底風の底部に小さな台が付く。頚

部が内傾し、口縁部が外反する。

B類 胸中央部付近に最大径があるつぶれた球形網で、丸底風の底部に小さな台が付く。口

類部は長く遮線的にわずかに外反するO

C類 胴中央部付近に最大径があるつぶれた球形胴で、丸底であるO 短かい口頚部が直立も

しくは外反する。

D類 胴中央部付近に最大径があるつぶれた算盤玉状で、底部は丸底であるO 口縁部が直線

的に長く内傾する。

E類 胴中央部付近に最大筏があるつぶれた算盤玉状で、丸誌であるC 頚部が内傾し、口縁

部が大きく椀状となる。

F類 底部~胴部が半球状となり、底部は丸底であるO 頚部は外湾気味に内傾し、短かい口

縁部は直立するO

X類 器形は分かるが、破片のため全体の形状が不明で上記のどの分類に入るか不明のもの

しfこO

その他、大変数は少ないが、香炉@ミニチュア土器が出土した。

香炉

l点の出土である。

体部 i二半は刻自と 2笛 1対の大円孔、体部下半lこは縄文を施文するものであるO

ミニチュア

A類 上下は欠失しているが、胸部中央が張り出し、上に小孔を穿つ無文の土器であるO

日類 底部が丸底)Alで、波状口縁を呈する無文の鉢形土器である。

C類 口縁部が欠失しているが、丸誌で無文の鉢形土器である。

百群土器 弥生時代の土器である。

A類 変形工字文 e 貼痛を結文している小波状口縁を呈する深鉢形土器である。口縁部内面

には 1条の沈線がめぐる(1012)01014は4条の沈線のみであるが1013と同じ土器であ

ろうか。

日類 4条の沈線が巡る小波状口縁を果する深鉢形土器である。口縁部内面には 1条の沈線

がめぐり、 rI縁部はわずかに外反する(1013)。

C類 変形工字文 e 貼癌を施文している平日縁を呈する鉢形土器であるO 口縁部内閣

には 1条の沈線がめぐる(1015)。

24 -
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~~ 2節遺物の分類碁;11';

D類 1 ，.._ 2条の沈線が口縁に対して平行に巡り、沈線開は無文となる円縁部で語形土器で

ある(1017• 1016)0 1017の口縁部内面には l条の沈線がめぐる。

E類 2'""-'3条の平行沈線が巡る高杯形土器の脚部である(1018リ 019)。同一個体と忠われ

。。
F類 LJ縁部上半音Isを 3条の沈線が対をなし口縁に対して平行に巡り、沈線開は無文となる

鉢Jr~ 上器で、下半部には縄文を施文している(1011) 。

F実f{ 口縁部の上半を 2~3 条の沈線が対をなして口縁に平行に巡り、沈線開は無文となる

浅鉢形 L器で、 ド半部には縄文を施文しているぐ1020)。

2 石器類

{-i器類は、次の33種の器種に分類した。さらに、石鎖、石槍、石錐、箆状五器、ピエス e エ

スキーユ、縦型石匙、不定形石器、磨製石斧、石皿、岩版、二次加工のある孝IJ片、石核は、そ

れぞれ分類基準を設定して細分類し、挿図観察表中の「分類」の頃に記載した。

1.石鎌 2.石槍 3.石錐 4.箆状石器 5.トランシェ様石器

6.ピエス e エスキーユ 7.縦型石匙 8.横型石匙 9.不定形石器

10.微小手IJ離痕のある剥片

14.半円状扇平打製石器

11.石錘

15.機器

18.磨石

22.石剣

19.山石

23.石棒

20.敵打痕のある擦

24.独鈷石 25.刻線操

27.有孔石製品 28.円盤状石製品

31.二次加工のある剥片 32.孝IJ片

石鍛

。形態による分額。

a 凹基無茎

b 平基有茎

c 円基有茎

d 円基無茎

e 尖基

f 凸基有茎

石槍

@長さによる分類。

a "'-'4.0cm 

b 4.1"'-'6.0cm 

12.磨製石斧

16.砥石

13.打製石斧

17.擦石

2.1.石皿

26.岩版

30.出みのある石製品29.石冠

33.石核

ウ
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第 4主主 調査の記銭

c 6.0"'" cm 

。形態及び錐部の断面形による分類。

a 基部と錐部が連続する形態で、錐部の断面形が菱形になるもの

b 基部と錐部が明瞭に区別される形態で、錐部の断面JI~が三角形になるもの

箆状若器

(Q)刃部の形態、

刃部の形状

断面形、調整加工の臆される部位による

A 凸丸刃

B 直刃

調整加工の施される部位

ア 表面のみ全面

イ 表裏両面全面

ウ 表面の全面と裏面の両側縁(I打面調整担l離技法J) 

AeBとア~ウの組み合わせで表記する。

註 「打面調整孝IJ離技法Jの用語は、奏昭繁「特殊な争Ij離技法を持つ東日本の石匙…松原型石匙の分布

と製作時期について-J r考古撃雑誌J第76巻第 4号 1991 (平成3年)による。

ピエス a ヱスキーユ

。両極剥離痕の数による分鎖。

a 対になる両極剥離痕が 1組のもの

b 両極剥離痕が誼交する方向に 2組あるもの

縦型若匙

。刃部の作出方法及び、全体の調整のしかたによる

a I打面調整孝IJ離技法Jによって表面全面に調整が施され、刃部も作出されるもの

b I打iii調整剥離技法Jを用いず、表面全面に調整剥離が施され、刃部も作tl:¥されるもの

c 周縁のみに二次加工を施して刃部を作出するもの

d て次加工がつまみ部を作出するノッチのみで、刃部は素材争Ij片の縁辺をそのまま利用す

るもの

。刃部の形態による分類。

a 直刃

b 凸丸刃(大)

28 -



ヨ~ :::節造物のうHFi基準

C 山iしよJC大)

d 凸丸刃(小)

e Pflh刃(小)

f 鋭体iメj

g s宇状メj

h 陸刃 a，...__gの複数の万部のあるものu I可一形態の刃部が複数簡所あるもの含む。

。残存部位による分類。

a 某部

b 中央部

c 刃部

a，..._， cの組み合わせで表記する。完形品は出土しなかった。

お盟

。周縁の!二手の有無、形態、作業面の恒!み具合、使用部位による分類。

a J二手が明i障にっくり出され、全体の形も整形されるもの

a' aのうち、土手が明らかに全周しないもの

b 土手は明瞭にっくり HJされず、作業面がわずかに凹むもので、全体の形は素材礁に近い

もの

b' 上手、作業面の状態は bであるが、全体の形は整形されて aに近いもの

c 素材礁の中央部のみが凹んでいるもの

d 作業面のIl!lみは明瞭でないが、使用の痕跡のあるもの

e
 

され凹んでいるもの

と思われる敏片で、 a~ε の識別ができないものOf 2l . __ "ど

g

版山一担

まれている面、文様による

文様の刻まれている出

a 

b 表面のみ

C 弄嬰f的ともなし

文様

ア 曲線文様のみ

ハげつω



第 4主主 調査の記録

イ 曲線文様+中心線+中心孔

ウ 曲線文様十中心線

エ 中心線十中心孔

オ 中心子しのみ

カ 細い刻線

a，.._， cとア~カの組み合わせで表記するO

二次加工のある剥片

。二次加工の施され方による分類。

a 周縁が表裏からの交互剥離によって整形されているもの

b 周縁に著しい敵打痕があるもの

c 細かい二次加工をほぼ全面に施し、尖頭形に整形されているが、先端は鋭利に作られて

いないもの

d 何らかの石器の基部と考えられるもの

e 石器の未製品と考えられるもの

f a，...__e以外のもので、周縁及び表 e裏面に不規則な剥離痕が認められるもの

g 周縁の一部にのみ二次的な剥離痕が認められるもの

右犠

。形態及び作業面の位置 e 数による分類。

B:板状の形態のもの

B a 周縁を打面とし、板状の素材の片面のみから剥片剥離を行うもの

B-b 潤縁を打面とし、板状の素材の南部から剥片剥離を行うもの

B-c 周縁を打顕とし、板状の素材の片面から剥片孝Ij離を行い、さらに側面からも孝Ij

片剥離を行うもの

B-d 板状の素材の片面を打面とし、側縁から孝IJ片辛Ij離を行うもの

B e 周縁を打面とし、板状の素材の両面から剥片剥離を行い、さらに側面からも剥

片奉1]離を行うもの

S:三角柱状の形態のもの

S-a 1面のみから剥片を剥ぎ取っているもの

S b 2面から孝Ij片を孝1]ぎ取っているもの

S-c 3面から剥片を奉Ijぎ取っているもの

K:角柱状の形態のもの

R:立方体状の形態のもの
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第 3節検出追構と遺物

第 3節検出遺構と遺物

竪穴住居跡

台地上の縁辺部で 4軒を検出した。このうち 2軒は重複する O 竪穴住居跡の規模は、第 8'"'-'

12留の表に掲載した。

S 195A竪穴住居跡(第 8• 9・13• 19園、図版 3) 

S 195B竪穴住居跡が埋没した後に、やや東側に位置を移して構築されている。

平面形は東西に長い楕円形プランと推定される。柱穴は確認できなかった。壁は東側で

さ10，...，15crnが残るが、南側と西端はほとんど残っていなし'0中央やや北寄りの床面に85crnx 55 

crnの楕円形に焼土があり、周囲には一部に熱を受けた石が散在しているO おそらく石組炉であっ

たと思われる。その南側には長さ40""'50crn、l幅15，...，20crnの角柱状の大磯 3個が八の字形に置か

れているO 床面、埋土中からは第13図 1，...， 8の大、招B式を主体する土器が出土しているO

S 1958竪穴住居跡(第10• 13，.....17 • 19 • 20図、図版 3) 

S K137土坑の埋没後に構築された住居跡である。 SK137土坑の関口部分に貼床等の施設は

ないが、 SK137土坑上面がきわめて固くしまっていることと、土層の堆積状況から S195B 

竪穴住居跡が新しいと判断した。

平面形は南北に長い楕円形フ。ランと推定されるO 柱穴は東撲の中央部に 1筒所、北西側床面

に1箇所円形の浅い出みがあるが、イ也は不明である。東側の壁は S195Aによって上部に破壊

を受け高さ10----12crn程度が残る O 西側の壁は高さ25'"'-'30 crnが残る O 北側は調査区外、南側は撹

乱を受けており不明である O 推定フ。ランの床面中央部に径20crnの地床炉がある。西壁際から北

側にかけての床面から、計10個体分の完形、復元土器と土偶の胴部が 1個出土した。

第16図33、36、41は床面に倒立して出土した。第15図32、第16図34、37、39、40、42は横倒

しで、 34の中に35が、 37の中に38が入っていた。第17[濁43の土偶胴部は胸からボタン状に貼り

付けられた臓まで隆帯が垂下する。

この他に埋土中から多量の土器が出土した。埋土は上層灯、 2"3 ，，10、11層)と下層 (4、

5、6、人 8、9，.12、13層)に大別されるが出土土器は類似しており、大きな時期差はない。

面出土土器の第16図33、40は後期末葉、埋土出土土器も注口土器(第15図28)の器形や21、第

14図11のように療の残る土器を含むことから、床面出土土器と大差ない時期であろう。

S I 104竪穴住居跡(第11• 17図)

調査区西端部で検出した。石組炉とピットを検出し、その周囲に平坦でややしまりのある

が連続しており、竪穴住民跡の一部と判断した。撹乱によって竪穴住居のプランは不明瞭であ

るO 石組炉とピットの周辺から土器が出土した。 お組炉は直方体ないし、扇平な三角錐形の磯

常

I
2
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第4章調査の記録
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S 195A 
1 .黒褐色土(lOYR2/3)

しまりあり、炭化物、地山粒少量含む。

2 .黒褐色土(10Y R2/2) 
しまりあり、炭化物きわめて

3 .黒色土(10YR2/1)
しまりあり、炭化物やや多く含む0

4.明褐色土(7.5YR5/8)
ややしまりあり、炭化物少量含む。

5 .黒褐色土(lOYR3/2) 1¥ 
きわめてしまりあり民間性、駈粒やり悼む SK137

6 .1培褐色土(lOYR3/3)
地山崩壊土を多量、白色粘土粒を少量含む。

7 .1培褐色土(10YR3/3)
しまりあり、地山土を多量に含む。

8.掲色土(10Y制/4)しまりあり、地出土をやや多〈含む。

号、黒掲色土(10YR3/2)ややしまりあり

10.黒福色土(10YR2/3)ややしまりなし段化物を少量含む。
11.黒褐色土(10YR3/2)ややしまりをしむ
12.黒福色土(10YR2/2)しまりあ1)、自色結土佐度化物を少量含む5

13収黄福急土(10YR4/2)きわめてしまりあり、白色結土投やや多〈
14.黒褐色土(lOYR2/2)きわめてしまりあ 1)、白創出上粒やや多く、境化物多量、

暁土粒少量含む。

15.黒椙色:!:(10YR3/2)しまりあり、白色粘土粒少量、炭lr物{設量、
16.黒掲色土(10YR2/2)しまりあり、白色結土結少量、度化物やや多(北IU校少量含む8

17.黒掲色土(lOYR2!2)しまりあ 1)、白色結土並少量、度化物散量、地山投やや多(

三日=山川 12

A 1-1=日()・5{){12

」ふと2ごベ~I乙..J 2u JT 

1721 lH 22 

D 

18.黒褐色土しまりあり、

地I11士多量、炭{ヒ物少量、

19.暗褐色土(lOYR3/3)しまりあり、炭化物少量、

地LL!少量含む。

20.掲 色 土 し ま り あ i人炭化物少量、

地山粒少量含む。

21. tこぶし3黄褐色土(lOYR4/3)地山土多量含むO

22.褐色土(10Y関川ややしまりあり、地山土多量含む。

1m 

第8国 SI95A竪穴住居跡
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第 3節検出遺構と造物

'" @ 

同
村

「
h
@

※iヌ1'11の寄号は仲間の遺物番号と士、JJ;ちする。
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§呂田部長翠宍金麗跡遺物出土合有国

をつきさすようにな.て並べて円形に囲んでいるO 中に 炭化物が堆積していた。炉にi鉾

接してピットがあり、その上から第17図50、51の粗製深鉢が出土した。その他には晩期前葉の

45、48) している G

S I i13竪穴住麗跡(第11.12.18-21図、図版 3)

や西側の、土坑が多数検出された区域で検出した。 S1113竪穴住居跡は SK

157リ58• 159 • 160土坑によって切られており、竪穴住居跡が古い。また、竪穴状の SK131 

1二坑の埋没後に S1 113竪穴住居跡が構築されている。すぐ東側に隣接する SK155土坑内

とS1 113竪穴住居跡出土土器には、接合するものや同一昭体のものがあり、両者は河時

期に埋没した遺構である。したがって前後関係は SK131→ S 1 113 • S K155→ S K157 • 158 • 

円
4
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円
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第4主主 調査の記録
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Ic調査区外
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お

S K137 
1 . 黒高色土(10YR3/2)しまりあり、地ilJ最壊土をやや多し

成化物を少量含む。

2 . 黒褐色土(10YR2/3) しまりない J~山土をきわめて多量に含む。
.'3.黒色土(10YR2/1)しまりあり、炭化物を微量含む。 A n_~ハハハ-
4.鴇色土(10YR3/引きわめてしまりあり、地山断少量、枇附散量的。 一一vv.t.JU ¥J山

5 .黒褐色土(10YR3/2)しまりをし地山粒を少量、炭化物を散量含む。

6. 黒掲色士(lOYR3/1)きわめてしまりあり、炭化物を徴量含むc

S 195B 

1 .黒掲色土(lOYR3/2)きわめてしまりあり、地山粒やや多〈含む。

2 . 黒福色土(lOYR3/2)きわめてしまりあ')、地山粒やや多(、地山崩壊土やや多〈含む。
3 . 暗褐色土(lOYR3/3)しまりあり、地ILI崩壊土きわめて多量含む。

4.黒褐色土(10YR2/3)きわめてしまりあり、地山粒やや多く、炭化物少量含む。

5.暗掲色土(10YR3/4)しまりあり、地山崩壊土多量含む。
6 .黒褐色土(10YR2/2)きわめてしまりあり、地山粒少量、炭化物少量含む。

7 .掲色土(10YR4/4)しまりあり、地山崩壊土多量含む。
8.黒福色(10YR2/1)しまりあり、地山粒少量、地11J崩壊土ブロック少量含む0

9 .にぶい黄褐色土(lOYR4/3)ややしまりあり、地山崩壊土きわめて多量含む。

10.黒褐色土(10Y R3/2)しまりあり、炭化物を徴量含む。
11.黒褐色土(lOYR3/2)ややしまりあり、地山粒・炭化物を少量含む。
12.暗褐色土(10YR3/3)しまりあり、地iJJ崩壊土をやや多く、炭化物を少量含む。

13.黒掲色土(lOYR2/3)ややしまりあり、地山崩壊土を少量;含む。

5195詮

B 

1m 

第10図 51958竪穴住農跡、 SK137土坑
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調査毘外
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第 3節検出遺構と遺物

S I104 

1 .黒色土(10YR2/1)ややしまりなし、炭化物を少量含む0

2. 褐色士(7.5YR4/6)焼土。
3. によい賀高色土(10Y国13)ややしまりあり、地山崩壊土、黒色土多量含む0

4. によい黄褐色土(10Y脳/3)ややしまりなし、地山崩壊土、黒色土多量含む。
5 .黒色土(lOYR2/1)しまりあり、地LlJ粒少量含む。
6 .明黄褐色土(lOYR7/6)ややしまりなし、地山崩壊土。
7.黒褐色土(lOYR2/3)ややしまりなし。

B 

S K157 
1 .暗褐色土(10YR3川しまりあり、地山粒やや多〈含む。
2.暗褐色土(lOYR3/4)しまりあり、地山粒少量含む。
3 .褐色土(lOYR4/4)しまりあり、地山土多量含む。
4.褐色土(10YR4/4)しまりあり。
5 .褐色土(10YR4/4)しまりあり、地山粒少量含む。
6 .暗褐色土(10YR3/3)しまりあり、地山粒少量、炭化物少量含む。
7 .黒褐色土(lOYR3/2)しまりあり、地山粒多量含む。

へ/へ
グ¥

ハり
I
1
4
・・

第11図 51 104 e i 13竪穴住居跡、 5K 157 • 158 • 159 • 160土坑

に
d

q
4
1
U
 



む3
Cコ

G 

A 

ーロミS;:-;iS=:::::~s::;;~:::s..:..=:-缶忍1

E P2 

百
ラ、
J

〉

n

y
ι
i
ハ
げハV1

 

ハH
v

n川
υ一一-

G
一 丘町

」ニヱjニニコ|

B 

S 1 113 
1 .黒褐色土(lOYR2/3)しまりあり、地山粒微量、炭化物少量含む。
2 .黒掲色土'oOYR3/2)きわめてしまりあり、地山粒数量、炭化物、焼土粒少量含む0

3 .黒鵠色土(lOYR2/3)しまりあり、地山粒少量、炭化物、慌土粒少量含む。
4. 暗掲色土(lOYR3/3)しまりあり、地山粒徴量、炭化物、焼i::.粒微量含む。
5 . 1暗椙生土(10YR¥3/4)しまりあり、地山粒少量、炭化物少量、地111上やや多〈含む。
6 .褐色土(lOYR4/4)しまりあり、地山土多量、炭化物少量含む。
7 .黒掲色土(lOYR3/2)しまりあり、地山土やや多〈含む。
8. I告掲色土(lOYR3/3)ややしまりあり、地山土多量含むo

S 1 113 P 1 

1 .黒掲色土(lOYR2/2)しまりあり、地山崩壊土多量、炭化物少量含む。
2 .時掲色土(lOYR3/3)しまりあり、地山崩壊土きわめて多量、黒間色土やや多〈含む0

3 .によい貰控色土(lOYR6/4)きわめてしまりあり、暗弼色土多量含む。
4. 明黄楊色土(lOYR6/6)きわめてしまりあり、地iJJ土の再堆積土。
5 . 明黄楊色土(lOYR6/6)しまりあり、地出土の再堆積土。

S 1113P2 

.黒鵠色土(lOYR3/2)しまりあり、地山粒やや多く、
2 . ;~，~話j邑土(lOYR2/3) しまりあリ
:3 .によい黄褐色土(lOYR4/3)ややしまりなし、

4 . tf.-)色土(lOYR4/4)しまりなし、
5 . によい黄褐色土(lOYR5/りややしまりなし、

S 1 11:3 
8. (こぶい黄偶色_:-1二(lOYRザ3)きわめてしまりあ 1)、

9. 11在禍色土(10YR3/3)しまりあり、地山粒やや多く
10. I明貨褐色土(lOYR6/6)きわめてしまりあり、
11.褐色土(lOYR4/6)しまりあり、

S 1 113 P 4 
1 .黒褐色土(lOYR2/3)しまりあり、地山粒少量含む。
2 .によい貰褐色土(lOYR5/4)しまりあり、地山崩壊土多量含む0

:3 .黒格色土(lOYR2/3)しまりあり、地LLJ崩壊土やや多く
4.3実褐色土(lOYR5/6)しまりあり、地ILJ損壊土きわめて
5 .時掲色土(lOYR'3/4)しまりあり、地山崩壊土やや多く
6 .字詰色二t(lOYR4/4)しまりあり、地IlJ崩壊土多量合む。
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第3節検出遺構と遺物

州ハハハ川
つ

/ヂミ、
番号 出土地点 !爵 器形 分類 ロ筏 底径 ~Î弓 文 様 制京体 腕方向 調。櫨 十繭勾 f播納

1 I SI95A E示直 鉢 林正弐文? LR 横 ナデ スス スス

2 I SI95A 床痘 11 入品配ま文つ LR 横 ナデ スス

3 I SI95A 思土中 11 者7出糊こキザミ日充填 ナデ

4 I SI95A 淫土中 |上下lこ蝉紋抄出した地上文文 LR 横 ヨコナデ スス

5 I SI95A 立宣土中 宜zと豆 言語放7噛出正絹十縄文 LR 横 ナデ

6 I SI95A 床箆 深鉢 縄文 LR 機 ヨコナデ スス スス

7 I SI95A 埋土中 5.1 縄文 LR 横 ナデ スス

8 I SI95A 主主二七中 (11.0) 

9 I SI95B M霞 鉢 6.2 事官文 RL 績 ナデ スス スス

10 SI95B 日議 匙形土器 器量櫛 ナ土」

第13図 SI95A• 51958竪穴住居跡出土土器(1) 

門
J
S

円
、
リ



第 4京調査の記録

11 

霊2J鰹調て霊安一

12 

堅持一一一

定食主ごβ::ヘ

桂信品J21官官

τ五五査定7
官寵貯プ

ち吋ZZ
13 

トて乙

20 

。

番号 出土地点 j霞 令出官主再ハノノ 分類 口径 底径 器尚 X 様 総排l本 自転方向 i噛伐纏 備制J {撒f*t

11 SI95B 上層 鉢 平行儲紋?+貼癒 LR 様 ヨコナデ

12 SI95B 上層 11 平行沈線内縄文充填+区画文 LR 横 ヨコナデ スス スス

13 SI95B 1:二層 11 '1弓T投獄+浅い車腕充填 ヨコナデ スス

14 SI95B 必議 11 人組三叉文? LR 横 ヨコナデ スス

15 SI95B M醤 11 入車E三文文

16 SI95B 上層 深鉢 縄文 LR 横 ナデ スス

17 SI95B 上局 11 縄文(上部には閉端部回転圧露。 LR 横 ナデ スス

18 SI95B 上層 ぷ口晶、 5.1 スス スス

19 SI95B 上層 (7.0) スス

20 SI95B M畜 鉢 (5.8) 縄文 LR 織・鈴 ケズリ スス

第14図 5195A・51958竪穴住居跡出土土器(2)
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第3節検出遺構と造物
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1 とゴ32

番号 出土地点、 }爵 器形 分類 口径 底筏 器高 文 様 経域事本 回転方向 戸郵袋離 1機紗む 幡野争

21 8195Jヨ 下層 平行沈線+2鶴一対の日調 ヨコナデ

22 SI95B F層 縄文 LR 議 ヨコナデ スス スス

23 S195B 下層 平行d鍛 ヨコナデ

24 8195B 下層 浅鉢 雲形文内線文充壌 LR 議事斜 ミガキ ベンガラ

25 8195B 下層 (土偶) 足 膝を曲げた形で前記に検位抗議

26 8195B 下層 宝古宣 7.1 ミガキ

27 8195B 下j醤 11 ヨコナデ

28 8195B 下層 注口 (2.2) 上下ヨコナデ ベンガラ ベンガラ
ケズリ

29 8195B 下層 台付深鉢 18.7 入*Ji三文文 LR 横 スス スス

30 8195B 下層 重量 D2 9.0 ナデ

31 8195B 埋土中 深鉢 26.8 縄文 LR 検 ナデ スス

32 8195B 床直 鉢 (9.4) 縄文 LR 検 ナテf スス スス

第拓国 51 95A • 51958竪穴住居跡出土土器(3)



第 4主主 調査の記録

42 
10cm 

番号 出土地点 j嘗 器形 分類 口径 底径 器局 文 様 制時 回転方向 噸u1認整 (櫛伶 H蹴|内

33 SI95B 床直 台付総本 G 23.4 6.0 23.8 t!錯守」す.b6肱ム J凶 a帝Jι人組二a二w一'I'占正支文十者7抗議F占lこ LR 楼 ヨコナデ スス

34 SI95B 床蜜 深鉢 E 1 12.0 6.0 16.3 縄文 RL 不整 ナデ スス

35 S195B 床直 11 E 1 11.2 5.5 15.0 縄文 LR 不整 ナデ スス スス

36 SI95B 床霞 11 C 1 19.2 8.6 20.4 縄文 LR 1黄 ナデ スス

37 SI95B 床夜 /1 Dl (18，4) 7.4 23.8 縄文 LR 横 ナデ スス

38 S195B 床箆 ! 鉢 A1 13.3 6.5 13.4 縄文 LR 不整 ナテ スス スス

39 SI95B 床霞 鉢 日 (10.7) 4.4 10.1 縄文 LR 不整 ヨコナデ スス スス

40 SI95B 床直 鉢 D 11.1 sp行沈線路に短い苦言沈線を充填 ミカ、キ

41 SI95B 床臨 鉢 C 15.3 8.0 8.0 (外面ミガキ) ミtiキ

42 SI95B 床直 鉢 B 1 12.4 7.6 11.5 (外ilnケズリ) ナデ スス

第16留 5195A " 5195器竪穴住藤跡出土土器(ヰ)

-40 -



乙〉

番号 出土地点 厨 お形 分類 口径 底径 器I号 又 様 制琳 密転方向 内欝慈雲霊 憎脚色 t-議制

43 Sl95B 床痘 (土偶) l向 後需とボタン状の貼り付け

44 8]]04 埋土中 m SjZ千子沈線+~ガキ

45 81104 埋土中 llJl 雲形文 LR 検 ミす1キ ベンガラ

46 8I104 捜ニiニ中 d胤十縄文 LR 議 ミカaキ

47 8I104 思土中 鉢 口鶴部車!侠+縦訪朝長状沈害事 ヨコナデ

48 81104 炉内 ぷ口品、 合都下端に縄文帯 LR 横 ヨコずデ

49 81104 炉内 4口A ミカ'キ

50 81104 床盛 深鉢 (10.9) 縄文 RL 斜 ヨコナデ スス

51 81104 床夜 深鉢 8.7 縄文 LR 横・斜 ヨコナデ

第17図 51958 • 51104竪穴住居蹟)i出土土器(5)

-41 -



第 4章調査の記録

。 5cm 
56 

番号 出土地点 題 器形 分類 口径 底径 器高 文 様 線刻琳 自転方向 rJ画保雄 惨事事均 1繍納

52 8I113 JJE叉文つ十斜位キザミ蹴壌 ナデ スス スス

53 81113 宝で市E 横位キザミ B交簿+入車社三叉文内事故充填 LR 横 ナデ

54 8Il13 入級三叉文? LR 横 ナデ

55 8I113 山jf:焼起の先端iこ2偲の判ミ ミカーキ

56 8I113 山首演起の先端iこ1個のキザミ ミガキ

57 81113 鉢 C 6.4 ヨコナデ スス

58 8I113 重量 A 2.3 ナデ

59 8I113 深鉢 C 1 23.4 非結束現状縄文(同源体による) RL 横・縦 ナデ スス スス

第18関 51 113竪穴稔居跡出土土器
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第:3部検出遺構と遺物

く二:::::::"0 5cm 

く二二〉
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ζこ〉

。 5cm 

日
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番号 出土地点 層 器形 分類 長さ 橋 厚さ E重さ

81 8195A 七量産 f 2.7 1.3 0.4 0.9 

82 8195A 円盤状石製品 4.5 4.4 l白5 45白8

83 8195B 上!議 回石 I 12.4 7.7 6.1 824.0 

84 8195B 上層 七錐 a i 4.5 3.8 1.0 11.9 

85 8195B 上層 不定Jf5石器 a 4.4 3.0 1.3 12.6 

86 8195B 上層 二耐用工のある斜j片 e 5.8 6.2 2.4 81.3 

87 8195B 下層 微小剥隊痕のある斜片 4.4 5.3 0.8 16.8 

88 8195B 下層 石核 B b 4.0 6.6 2.0 29.9 

8195B I 下層 勝製石器 a b c (10.9) 4.4 2.4 (1~4.8)1 

第19函 SI95A& 95詰竪穴住騎跡出土石器(1)
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第4l主調査の記録
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第 3首i 検出遺構と造物

S14 

S12 

。 5cm 

盟主ii i 

159 e 160となる。

平面形はほぼ円形で、中央部に地床炉があるO 壁は南側を除いて高さ10""'15cmが残存する。

柱穴は北側半分で 4笛所検出したが、南側半分では検出できなかった。南西側の壁際の床面で

した。この粘土塊は SK問、 57、58"む土坑 や底面で

ものである。 S

(58) 

も検出されている O

出土土器の特徴か

0
 

1
レ

、

ザ

匂
¥

ノ

ネ

山

田

で

(S 14) 

ら打面調整争rj離技法によって作られfこ箆状石器(第21図S12)小

した。 S14ほ折れ面にアスフアルトが付着しており、補修して使

用していたことをうかがわせるc

'1 
L 

土坑は112基を検出した。個々 形態、

Lt;こC

断面形は、次の 7 にはそ しfこC

A 口径より底径が広い三角フラスコ形の形態で、

との境界は明瞭であるO

ら鋭角 上がり、底面と

B 口径より底径が広し フラスコ形の形態で、監と底面の境界は丸味を帯びて連続するO

45 



第 4章調査の記録

C 口径より底窪が広い形態で、壁と底面の境界は丸味を帯びて連続するが、大きく内傾し、

底面と天井部の高さは底窪に対して極端に低い。壁は内傾した後、上方に立ち上がり関口す

る。

D 口径より底径が広い袋状の形態で、壁と底面の境界は丸く連続し不明瞭である。口径と底

径の差はあまり大きくない。

E 平坦な底面から壁が直立し、底面と壁に明瞭な境界があるO

F 平喝な底面から壁が立ち上がるが、底面と援は丸味を菩びて連続し境界は不明瞭である。

G 底面から壌にかけて全体に丸く連続し、境界は不明瞭である O

土坑は、形態、大きさ、埋土の状態、粘土層の掘り込みから次の 7類に分類されるO

A類 (31基)

平面形は楕円形で、断面形はEまたはF。埋土は、ブロック状や粒状に地山土を多量に含む

人為堆積であるO 底面や壊土の下部でベンガラが検出された土坑も 4基あるO

SK04、o8、o9、 14、 16、 22、 23、 28、 29、 30 (ベンガラ)、

3 2 (ベンガラ)、 35、 36、 37、 38、 39、 40、 41 (ベンガラ)、

4 4、 49、 51、 52、 53、 54、 55 (ベンガラ)、 69、 80、 81、 82、

103、121

8類 (14碁)

平面形は円形もしくは不整円形で、断面形はBまたはC。壌土は、 A類と同様にブロック状

や粒状に地山土を多量に含む。底面や埋土下部でベンガラが検出された土坑も 3基あるO

SKOl、 60、 63、 64、 65、 66、 67 (ベンガラ)、 68、 71 (ベンガラ)、

7 2、 89、 99、 10 9 (ベンガラ)

(喜

平面形は円形もしくは不整円形で、断面形はA、B、Do埋土は、士吉山土の粒子を含む黒搭J

色系の土が流入する自然堆積で、壁の崩搭による地山土の属がその間に入り

S K 1 5、 34、 123、 132、 137、 151

5類作

なす。

平面形は不整形、底部は凹凸が著しく、上端よりも実に入り込んで袋状になっている部分も

ある。粘土層を掘り込んでおり、埋土中には粘土やシノレトのブロックが多く含まれる。

自然堆積で、壁の崩落による地LlI土の層がある場合もあるG

SK56、 58、 59、 61 

£類 (26碁)

平面形は円形で、断面形はE、F。径の小さい柱穴状のピットである O 埋土は次の 5種に細

46 



第:3節 検出遺構と造物

分できるO

(a) 地山土の粒子を含む黒褐色系の土が流入する自然堆積のものO

(b) 中央部に縦長の黒補色系の土が入り、黒褐色~褐色系の土がその周回を囲み、柱の痕

跡のようにみえるものO

(c) 埋土のよ部に地山のシラス震がうすく入る。自然堆積のものO

(d) 底面直上に固くしまった薄い黒褐色土層があり、その上に地山のシラ 令。

上部の埋土l立、 J戸

'- なす自然堆積のものO

(e) 下部の埋土は (d) と同じであるが、上部には地山の粒子を多く含む黒掲邑系の土が

ブロック状に入る人為堆積のものO

SKl14 (c)、 115 (a)、 118 (e)、 11 9 (d)、 12 2 (d)、

124 (e)、 12 5 (b)、 12 6 (b)、 12 7 (b)、 128 (d)、

130 (a)、 13 6 (d)、 140、 141 (a)、 142、 143、 144、

146、 147 (e)、 148 (b)、 149、 153、 157 (a)、 158、

、.
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S

に大湯浮石粒を含まず、縄文時代の土坑と られるもので

8 5、98、 100、 101、 105、 107、 108、 110、 116、 11 7" 

1 2 0、 13 1、 14 5、 15 4、 15 5 

5類 (3基)

A ，..._~D類以外の土坑で、

である。

S K 1 2、25、84 

これらのうち、 A.B.C.DeE類について、配置、長軸方位、遺物出土状況等の特徴を

J-
'- られるもの

まとめ、

[配置]

A類、 B類、 C類、 E類は台地上の平垣部と下り際の比較的緩傾斜の斜面に分布し、 D類は

斜面中腹に分布する。 A.B.D.E各類l土、調査区内の分布にそれぞれ著しいかたよりがあ

してみる円

る(第22図)0 

A類:8笹所のまとまりがある。台地南縁には波状の出入りがあるが、A類土坑はその突出部に

多数が集中し、沢自に少数がまとまって存在する。多数のまとまりは東側 (ME'"'-'MGグ

門

J
'

A
斗

A



:お ιiヰ'，: rll~J íi子の !Ü_:Î~~t二

リッド)に 9議、西側 (MlvI~ IvI 0グリッド)に10基であるO それをはさむようにMI

ラインに 3基、 MQラインに 4基のまとまりがある。これらの他はND51グリッド、 N

B51グリッ人 NN53グリッ人 OA50グリッドで単独に各 1基がある。単独の 4基以

外は調査区の東半に集中しており、 B類、五類が分布する区域とはほとんど重ならないO

B類:調査区中央部の最も広い突出部にお基のまとまりがある。特lこIVIT"-NBグリッドに11

る。地には]基が離れて単独でお'1L50グリッドにある。 A類、 D類、 E穎が

分布する区域とはほとんど重ならない。

C類:3箇所に分散し、台地上の平坦部及び斜面上部のやや急斜面にあるO 東側のIVIIVI.MN

ラインは、 A類の最も集中する区域内にあり、中央部のNE、NGラインはB類阪域と

E類区域の中間、西側のNM53グリッドは、 E類の集中区域内であるO

D類:斜面中腹の比較的急斜面に占地する。表土が未発達で段丘堆積物が露出しやすい部分で

ある。調査区東側に 3基、西側に 1基あるO

E類:調査広西側の台地上に26基すべてがまとまるO 台地南縁の山部に面する。斜面下部は捨

て場 2の範囲である。この区域にはB額は全くな l'o

楕円形の

とめたの

ま

ついて、 8

ある。

らI1慣に a，__， h群とし、長軸方伎を群毎にま

北-南に集中する傾向が認められ、その他に単独で東北
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、、，ノ
卓/白、、 まれる長軸方向のまとまりが 3方向、 b、

dグループのみのまとまりが 2 向認められる。(以下、北側180度の、引な内における長軸方佼

。)前者は、ウ N-280 
- W'" N -360 

- W、-1N-450-W""_'N-570 W、才 N-240
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は、二 I¥J-17己 -E~N-59-W、7N-70
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-VJ-----N 790 - Wで£

る。さらにカ N-670-Eのものが単独で、ある。

2 

らは、

、わずかに SK37土坑で有孔石製品が 2

したのみである。

S K53土坑から縄

ち した。出土状況を大別すれば次の 4種が

あるG
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第 4-~町 ，11/;J査の記$4、

ンb

ヰiに64が入れ子状に重なり、さらにその中に小引台付鉢の62と

扇平な離が入る。 64e 66はいずれも粗製深鉢で腕部下半から大きく 2つに折れたように上半

部が横倒しになって底面に接するO 下半部はほぼjf立の状態で底面との間に薄い間が入る。

この他に土器の小破片が埋土中に含まれるO

S K60 遺物なし

SK63 漬物出土ノマターン C

第60図154、155が多数の破片となって士坑の北側半分を覆う。J-.坑!良市との間には約10----

l2cm間震が明瞭に入る O この他に土器の小破片が底面や埋土中に含まれる。

SK64 遺物出土パターン b
土坑の中央部で第60図162の中に重なって161が入った状態で横倒しになっているO 隣接し

て160も横倒しに入るO これらはいずれも小型粗製深鉢であるO 土器は、底面から10'""12cm 

程度上にあり、その間には地山ブロックを多量に合む暗褐色土と黒褐色土が互層に入る。

SK65 遺物出土パターン d
埋土中から少量の土器片@石器が出土した。

SK66 遺物出土パターン be C 

第61図169、170等の大破片が土坑北西側を覆うように分布するo 172は横倒しの状態でそ

れに隣接する。これらの土器と士坑底面の間には12'"'-'14cmの地山:士を多量に含む間層が入るO

さらに埋土中には土器の小破片が含まれる。

SK67 遺物出土パターン b

第61図173の粗製深鉢が土坑北東側に横倒しになり、その反対領IJ土坑南西側には底面にベ

ンガラの散布する範簡が認められたG さらに、埋土中には土器の小破片が少量含まれるG

SK68 遺物出土パターン d

埋土中から縄文のみが施文された土器の小破片が少量出土したo

SK71 遺物出土パターン a

第62図174"-'179が土坑底面に接して出土したO 士坑j底面の北側はベンガうが散布されてあ

り、土器はその上から横倒しの状態で出土し

iSK72 遺物出土パターン d

ら縄文のみが施文された士器の小破片が l点出土したo

SK89 遺物出土パターン a
第63図184--187が、土坑底面に接して出土したo 183は薄い間層をはさんで底面からやや

上で出土した。 186----187の大型粗製深鉢は土;坑底面の中央やや北寄りに折り重なって横倒し

なっており、その南側に隣接する185の上部の破片は土の南側にも広がっていたo 184の小

と183の小型鉢は土坑底面の周縁に近い所があった。

9 9 遺物出土パターン C

第64図195の粗製深鉢の破片が土坑忠由ーとの間に約 8'"" 10cmの間!喜をはさんで土坑を覆う

うな状態で出土した。復元した結果残存していたのは土器の%謹であるO この他に埋ニヒ中

埋土中から第64図192'""194等、少数の土器破片が出土したo

S K 1 0 9 遺物出土パターン ae C 

ベンガラの混じる土が、土坑の北西側で底面との間に 8，___ 14cmの間層をはさんで検出され

た。第69図238の粗製深鉢はベンガラの範囲にやや重なってその南側に土坑を覆うように破

片が広がっている。また、内部に注口土器(235)と台付浅鉢(237)の入った第69図241の大型

の鉢と236の注口土器はベンガラのさらに北側に、 235は土坑の東側にいずれも誌面と壁の境

に接するように置かれていた。

第2表 8鎮土坑遺物出土状況一覧表

ハ
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西 東

南

第23図 A類土坑長軸方イ立国

SKOl N 300 
- W SK68 つ

SK60 N -700 
- W SK71 N -500 

- W 

SK63 N-650 E SK72 つ

SK64 N -150 
- E SK89 N -00

- ¥/11 

SK65 つ SK99 N 。0_w 
SK66 N -300 W SKI06 N -700 W 

SK67 N-1700 
- W SKI09 N -750 

W 

第3表 器讃土坑の推定額イ立方向一覧表

a.土坑の底面や壁に接して完形土器が置かれているO

b.土坑底面と完形土器の簡には間層が入り、土器は埋土の下位~中位に置かれているO

c原形をとどめない多数の破片となって土器が埋土中位に土坑を覆うように広がって

いる。

d.埋土中に少量の土器破片が合まれるのみであるO

4
l
l
-

F
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第 4章調査の記録

完形土器の中には、 2個体、または 3個体が入れ子状になって重ねられているもの

もある。

このような出土状況は極期または長期の士坑埋没過程で、自然に流入または混入した

結果ではなく、意識的に土坑内に埋納したものと考えられる。各土坑の出土状況をまと

めたものが第 2表であるO

C類:ほとんど遺物が出土しない。

D類:S K56土坑の底面から大型粗製深鉢の胸部と底部が出土し(第51図位、 83)、理士の下位

から波状口縁で刻目文帯が横位にめぐる小型深鉢(86)が出土した。埋土の上位では、晩

期前葉の精製土器が出土した(85)0 S K58土坑は埋土全体に多量の土器片を包含してい

るO 埋土中位に炭化物を多量に含む層が入り、この面には焼土も形成されており、埋没

過程で一度人為的な面が形成されたようであるO この炭化物層をはさんで埋土は上位と

下位に大別され、上位は晩期前葉の土器が、下位には後期末の土器が主体であるo S K 

59土坑内からは土坑の下部を覆うよう

14cm、幅約24cmの炭化材が出土した。

E類:埋土中から縄文土器の小破片が出土する土坑と、全く遺物が出土しない土坑がある O 総

さ2，....._， 3 cm、長さ35cm、幅約11cmと長さ約

じて遺物は少な ~)o

[土坑の帰属時期と性格]

A類

形態的特徴、埋土の状況、ベンガラが検出されること等から、縄文時代の土壌墓と考えられ

る。能代市柏子所貝毒、鷹巣町藤株遺品、秋田市地方遺跡、上新城中学校遺跡、強崎A遺跡、、

東由利町湯出野遺跡、青森県青森市三内丸山遺跡、浪岡町源常平遺跡等同操の遺構が検出され

ている。他遺跡の類例を参考にすれば後期末~晩期中葉の幅に収まるものと思われる。

この形態の土壌塞は副葬品として完形土器が入っている例や被葬者の装身呉類が出土する例

があるo S K37土坑出土の有孔石製品 2点はこのような副葬品もしくは被葬者の装身呉であろ

つ。

調査区内におけるA類上坑の分布は 8箇所に分かれるが、これらのうち単独で検出された a

群、 fm、g群、 h群はさらに調査区の北側に連続して群をなすものの一部とであるとも考え

られ、群を形成せず単独で存在すると言い切れない。

群を形成して検出された b群、 c群、 d群、 e群については主軸方位に一定の傾向を認める

ことができる。すなわち、 b----e群には第23図に示す長軸方位のまとまりイ、ウ、オの方向の

土坑が必ず 1----2基含まれる。また多数の土坑による群である b群、 d群には、長軸方位のま

とまりイ、ウ、オ以外の土坑が多くあるが、それらは概ね長軸方位のまとまりがア、エに集中

行
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第3節険出遺構と造物

する傾向がある O 従来から言われているように長軸方位に縄文時代人の何らかの観念的意味が

あるとすれば、長軸方向のまとまりは背後に共通する観念、の存在を想定できるO

一方、 b"， e群においては、土坑が重複したりきわめて近接しながらも各区域に分かれて群

を形成してしており、それらの場所に対する執着は背後に何らかの規制があったことを暗示し

ている O これら相互の関係は、調査区内から得られた情報だけでは明らかにできなし」しかし、

あえて推測すれば、土坑の占地は、縄文時代人の相互の人間関係、(例えば血縁関係、出自等)

を、長粒方向の違いは埋葬する際に集団全体に及んでいたであろう頭位方向に関する規制(頭

位と方位に関する観念、埋葬する季節、集団内に占める自然発生的分業に基づく死者の地位、

性別等)を考えることができょう。結論は保留し、他遺跡での人骨の残っている例を中心とし

た今後の分析と資料の蓄積を待ちたい。

B類

人為的堆積を示す理土の状態、ベンガラが散平ちされるものがあること、遺物の出土状況から、

A類土坑と同様に土墳墓の可能性が高いと考えるO 土坑内から出土した完形土器は副葬された

ものであろう。土坑の帰属時期は出土土器から、縄文時代後期末から晩期初頭と考えられる。

先に遺物出土状況を a"-'dに大別したが、出土状況 aの土器は遺骸とともに土坑に副葬した

もの、出土状況bの土器は、土坑に遺骸を埋葬し、土である軽度覆った後にその上に安置され

たもの、出土状況cはbと同様に遺骸をある程度土で覆った後、土器を割って得た破片でその

上を覆ったものと推測されるO さらに推測を重ねれば、 A類土坑ではベンガラが遺骸の頭部あ

るいは胸部の位置を表しているのと同様に、出土状況cの土器片も遺骸の頭部や絢部を覆う行

為とも考えられる。とすれば、 SKl09土坑の遺物出土状況は、遺骸の頭部にベンガラをふり

かけ、上半身を粗製深鉢を割った破片で覆い、他の 5点の土器をその周囲の壁際に副葬して埋

葬したものとも解釈できる。

このように遺物の出土場所やベンガラから頭位を推定できそうなものの方向を第3表にまと

めてみた。 A類土坑と比較してみると、 A類土坑において認、められた長軸方位のまとまりア~

オ以外の角度に入.るという特徴がある。

また、 lつの土坑群を形成している土坑の中にも副葬品の入りノヴや種類、量に大きな違いが

あってA類土坑とは大きく異なっている O

形態的違いも含め、 B類土坑とA類土坑の違いを時期差とすることは、出土造物からは決定

し難い。類例を求めると大館市山館上ノ山遺跡では断面形がフラスコ形や袋状になる土坑群が

検出された。完形土器や浅鉢形の木製品が出土し、ベンガラが散布されていた土坑もあり、家

ノ後遺跡B類土坑と類似する。帰属時期は晩期前葉から中葉であるO 晩期前半の円形の土墳墓

として河辺町松木台車遺跡例もある O 松木台盟遺跡の土壌墓は埋土中に断田形がフラスコ形な

っ、Uに
d



第4J11~ ri問責の記録

るものはなく、円磯を多く含むものや標識的立石を伴うものがあるO

青森県むつ市大湊近川遺跡仔iJは、家ノ後遺跡よりやや古い時期の土墳群で¥土坑の形態、埋

土の状態、遺物出土状況は類似するO 岩手県安代町水神遺跡炉IJは、報告書では土壌墓ではなく

貯蔵穴であるとしているが、後期末から晩期中葉までの土坑が数多く検出され、家ノ後遺跡B

類土坑と類似する土坑もある。九戸村)11向車遺跡例は、家ノ後遺跡、とほぼ同時期と考えられる

が、雫石町繋亜遺品例とともに貯蔵穴としており、土坑内から出土する完形土器は貯蔵用に使

用された土器がそのまま遺棄されものと解釈している。盛岡市蒋内遺跡例ではきわめて多数の

土坑が検出され、人骨の遺存土墳があることもあって、円形のニヒ坑、楕円形の土坑のいずれも

土壌墓としているO

このような例から、北東北にあってはB類土坑は、家ノ後遺跡例より少し古い時期から晩期

中葉まで認められるO

しかし、これらの遺跡でもA類土坑と B類土坑の時期差を明瞭に示す例はなく、また、 l明ら

かに同時期に存在するバラエティーと言い切れるのものもな~¥。したがって家ノ後遺跡調査区

内のA類土坑と B類土坑が同時期における埋葬様式の違いなのか、 A類から B類へ推移する時

期差を表すものなのかを決めることは現時点では困難である。もし前者であれば家ノ後遺跡を

墓域としていた集団内には埋葬様式や土墳墓の占地に反映される軍属的で護雑な組織原理が存

在したことになるであろう。後者であれば、 A類土坑と B類土坑の特徴に現れている葬送様式

の変化の背後には、集団内における人間関係の質的変化が後期末から晩期前葉にかけて生起し、

縄文時代の一小画期となることが想像されるO 今後それが判明するような類例の調査が行われ

れば、家ノ後遺跡の土壌墓群に対する理解も深めることができるであう。

C類

埋土の状態、遺物がほとんど入らないことから、貯蔵穴と考えられる O 時期は不明である o

D類

D類土坑のうち最大規模の SK56土坑は、平面形が不整形で、整った形のA=B=C=E類

土坑とは異なる。底面は径 1---2mの不整形土坑のような山部が多数重複し、凹凸が著しし ¥0

この間部の底面は灰白色の粘土層を掘り込み、粘土属の下詰まで達しているが、それより下に

は掘り下げられていなし可。土坑の埋土中、特に斜面下部側にはこ上坑内から掻き出されたような

粘土ブロックを多量に含んだ埋土が堆積している(図版 7)。このような状況から、 SK56土

坑は粘土層の粘土を掘り出すことを日的とした縄文時代後期末~晩期初頭の粘土採掘坑と考え

るo S K59土坑、 SK61土坑も小規模ながら、 SK56土坑に隣接し、形態が不整形であること、

粘土層を掘り込んでいることから同様の自的で掘られた土坑と考えられるo S K58土坑も不整

形で、土坑壁面の上部にある粘土層を掘り込んでいること、埋土中に多量の粘土ブロックを含
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むことから粘土採掘坑と考えられるが、粘土層自体は薄く、採掘された粘土の量もあまり多く

ないようである。 土坑の下部では均質な細砂層を掘り込んでおり、素地に混ぜ合わせる砂を採

取していた可能性もある。

S K56 • 59 • 61土坑の、埋土の状態からは、地表面から到達するに至る掘削の過程がある程

度推測できるO まず斜面中腹の粘土層が露頭している所を横に所謂「たぬき掘りJ状に掘り込み、

しだいに入口を広げてしぺ。次に掘削坑の天井部分をも掘りくずし、斜面中腹にテラス状の平

場をつくりながら、さらに粘土層に沿って奥へ掘り進んでし 1く。 SK56土坑はこのようにして

形成された後、オーバーハングした天井が大規模に崩落(港盤)して、下部が一度に埋没した

ものであろう。底面近くから出土した第51図82の土器は、粘土採取時期に最も近い時期のもの

である。

縄文時代粘土採掘坑とされる土坑はこれまでに岩手県雫石町塩ケ森E遺跡、福島県羽白C遺

跡、茨城県東大橋原遺跡、東京都多摩ニュ}タウンNo.248遺跡の 4例が報告されている。 SK

56土坑の形態は、塩ケ森H遺跡例、羽白C遺跡例に類似するO しかし、粘土層まで到達するに

至る掘り込み方はこれらの遺跡では地表面から下に掘り進んでいるのに対し、 SK56は斜面を

横から掘り進み、オーバーハングする天井をもっており、やや異なる。また大規模な掘削が行

われた多摩ニュータウンNo.248違跡例では、地表面から垂直に竪穴を掘り、粘土層にあたった

ところで横にトンネル状に掘り進んでいるO 粘土層を横方向に追って掘り進んでいくやり方は

S K56土坑と共通する。粘土採掘の規模(採掘粘土の量)は、多摩ニュータウンNo.248遺跡外

は家ノ後も含め小規模で、重複も多くない。規模の小さい SK59 e 61土坑は粘土層を探りあて

るための試掘坑かもしれなし ¥0 縄文時代の粘土採掘坑はまだ類例も少なく資料蓄積の段階であ

るO 家ノ後遺跡のD類土坑もそのー資料として提示しておく。今後の詳細な研究をまちたい。

E類

埋土状態de eの最下部にみられる黒補色土とシラスの薄くしまった互層は、土坑上部の埋

土状態とは関係なく同じ堆積状況を示すこと、きわめて画くしまっていること、埋土がすべて

自然堆積である埋土状態aの土坑とは明確に区別できることから、人為的に入れて囲められた

もでのあると考える。このような埋土の状態及び規模 e 形態から、何らかの建物の柱穴と推測

される。帰属時期は出土遺物からみて後期末~晩期前葉頃と推定される。土坑群のほぼ中央に

ある SK125リ 263 127ぺ48土坑は埋土状態bで、柱の痕跡らしき土色の違いが観察され、柱

の最下部が残蒋した状態で埋没したと想像されるO この 4土坑を東西からはさむようにSK124 .. 

147り 28.. 118土坑があり、これらは人為的堆積を示す埋土状態eであるO これらの 4土坑は

上端部が不整形に広がっており、柱が抜き取られた可能性がある。埋土状態eと何様に土坑下

部にシラスがうすく入る埋土状態dの土坑は、埋土状態aの土坑と混在する形で土坑群の東側

に
d

に
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と西側に多い。

調査した範囲はE類土坑群の南端部で調査区の北側にはさらに多数の土坑があると推定され

る。調査区内の柱穴だけでは柱穴配置や建物の配置は困難である。後期@晩期の墓域に付属す

る柱穴群としては、鹿角市大湯環状列石周辺遺跡、高屋館跡、秋田市地方遺跡がある。前 2者

は後期前半の配石墓群の外側をとりまいて建物群域があり、さらに外側に造物が多量に出土す

る区域がある O 地方遺跡は逆に柱穴群をはさんで東西 2筒所に晩期前半の墓域が形成され、柱

穴群の南側から多量の遺物が出土した。これらの例は、墓域と建物群と捨て場がセットとなっ

て、葬送と祭紀が行われていたことを示すものであるO 家ノ後遺跡の状況もこれと類似する。

すなわち、土壌墓であるA類土坑、 B類土坑とは分布域を異にして、土壌墓群の西側に建物群

の柱穴である E類土坑が配置されるO その東側と南側の斜面には捨て場が形成されているO た

だ、前記3遺跡との相違点もある。大湯環状列右周辺遺跡と高屋館跡では、六角形または五角

形の建物が墓域を放射状に取り囲むが、家ノ後遺跡では、墓域を放射状に取り臨むのではなく、

墓域の外側に隣接するO 地方遺跡でも墓域を放射状に取り閉まず慕域に隣接するが、地方遺跡

ではさらに建物群をはさんだ反対側にも墓域があるO 家ノ後遺跡調査区の西側は地形的に墓域

が分布する余地はなし'0また、捨て場は上記 3遺跡、では平地あるいは緩斜面にに形成されるが、

家ノ後遺跡では急斜面と斜面下の沖積地に形成されている O さらに家ノ後遺跡での土壌墓には

A類土坑と B類土坑があるが上記3遺跡には形態の異なる土壌墓が異なる地点で群を形成する

ことはない。

このように家ノ後遺跡と土記 3遺跡は墓域、建物群、捨て場というセット関係において共通

し、簡々の遺構群のあり方は異なるO これを仮に以下のように解釈しておく。墓域の周辺では、

掘立柱建物群を用い、多量の土器@石器等を使用する葬送儀礼及び祭紀が行われる。そして祭

紀参加者に共通の観念的背景をもった祭紀行為の一環としてそれらの集中廃棄も行われるO こ

のような葬送儀礼及び祭紀の基本構造は、後期前葉の大湯環状列石や高屋館跡、後期末~晩期

前葉の家ノ後遺跡、晩期前半の地方遺跡とも共通いさかのぼれば中期の岩手県水沢市西国遺
E由

跡例までたどれそうである。一方個々の遺構群の配置では、空間の中心に墓域がある後期の 2

例と、中心に建物群や捨て場のある地方遺跡例の違いは、葬送議礼及び祭最日を行う主体者達の

精神生活において墓の占める位置及び重要度の違いを表わす。後期の 2例にあっては個々の死

者は所属する集団全体の葬送儀礼及び祭紀と不可分に結び、っき一体化している。死者は集団全

体によって集団の聖域の中心に埋葬される。晩期の地方遺跡例では、後期 2伊!とは逆に祭紀空

間である建物群と捨て場が埋葬空間にとり固まれ、祭紀と埋葬は逆転している。さらに楕円形

土墳慕群の中にいくつかの支群があり、支群の中では著しい重複がある O これは、全体の墓域

の中にあって、小集団の墓域が回定化しつつあることを示すもので、全体の集団から相対的に
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独立の度合いを高めた小集団の存在が顕在化しつつある状況が想定できるO それ故に全体で行

う葬送儀礼もしくは祭杷が集間全体に対する帰属意識の再確認及び強化の機会として重要性を

増し、その場が墓域の中心lこ設定されることになる O

娩期の遺跡には、青森県亀ケ岡遺跡や是)11追:跡に代表されるように、完形土器等が大量に出

土する遺跡が多く知られ、その中には必ずしも墓域と隣接しない例もあるO これを葬送儀礼と

祭記の分化と考えれば、かつて葬送と一体化していた祭紀が分離し、独自の発達をすることの

背後には、集団に対する帰属意識の再確認と強化の要請がさらに強まったという事情があった

と考えられるO これは、裏返しにみれば結び、つきが相対的に強l¥/J¥集団が全体の中で顕在化し

てくる傾向があったことを意味するO このような後期前葉から晩期前半に至る流れを想定すれ

ば家ノ後遺跡A類土坑、 B類土坑の分布、 E類土坑群や捨て場の配置は、その中間的様相を示

している。
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SK52 一一』日- VI 

S K01 

1 .黒色土(lOYR2/1)ややしまりあり、地山崩壊土を均等に少量含む0

2 .黒補色土(10YR2/3)ややしまりなし、地山崩壊士を多量に含む。
3.黒福色土(10YR2/2)しまりあり、粘性やゃあり。

S K02 

1 .暗褐色土(10YR3/4)しまりあり。

2 .褐色土(lOYR4/4)しまりあり、地山フロックをきわめて多量に含む。
3 .暗褐色土(10YR3/3)しまりない地山崩壊土を多量に含む。
S KIO 

1 .黒色土(lOYR2/1)しまりあり、浮石粒を少量含む。
2 .黒褐色土(lOYR2/3)きわめてしまりあり、地山粒を多量に含む0

3 .黒褐色土(lOYR2/2)しまりあり、焼土粒e炭化物粒を少量含む0

4 .黒褐色土(10YR2/3)きわめてしまりあり。
5 .褐色土(10YR4/4)きわめてしまりあり、地山ブロックを多量含む。
S K52 

1 .黒褐色土(10YR2/2)しまりあり、浮石粒を少量含む0

2 .黒掲色土(10YR2/2)しまりあり。

3 .黒褐色土(10Y立2/3)しまりあり、暗褐色土をきわめて多量に含む0

4.黒褐色土(10YR3/2)しまりあり。
5 .黒褐色土(lOYR2/2)ややしまりなし。
6.暗褐色土(10YR3/3)しまりあり。
7 .暗褐色土(lOYR3/4)しまりなし、地山崩壊土を多量に含む。
8.時掲色土(lOYR3/引きわめてしまりあり、粘性あり、地山粒岐化物を数量含む。

第 4主主 調査の記録
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土坑 検出グリッド 機踊 平面形 断面形 上端吉s径(m) 下端部径(m) 深さ(m) 嬰ことの状態 重複関係 i!物持図

SKOl ML50'51 VI 内形 8 1.26 x 1.20 1.16 x 1.11 0.45 人為堆積 49・73
SK02 MM50 VI (円形) F 1.19 x (0.95) (1.00) XO.80 0.23 

SK04 MM51・52 V (楕円形) F XO.9 X0.45 0.27 SK52→SK04 

SK52 MM51・52 V (楕円形) F XO.96 XO.65 0.19 人為土佐磁 SK52→SK04 

SKI0 MM51 vn 不繋円形 E 0.65 X 0.25 0.58 X 0.49 51 

B
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A 

SKll 
ib=91loom 

1 .黒掲色土(lOYR2/3)しまりあり、地山粒をやや多く含む0

2 .黒褐色土(lOYR2/3)ややしまりあり、地山粒を少量含む0

3 .黒褐色土(10YR2/3)ややしまりあり。

4.黒褐色土(10YR2/3)しまりなく軟らかい。

S K08 • 09 .24 
1 .黒出色土(lOYR2l3Jややしまりあ r)J占性あ i!j世111ブロ 'yクをやや多く
2 .1清算j色士(lOYR3/3)きわめてしまりあ 1)、JID山粒を少量含む。

3 .黒褐色士(lOYR3!2)ややしまりあり、ゃゃあり G

4.褐色土ややしまりあり、粘性ゃゃあり、地山相粒を均震に含む。

5 .黒福色土(10YR3/2)しまりあり、地山ブロックをきわめて多量に含む0

6 .黒掲色土(lOYR3/2)しまりあり、地ilJ小粒を少量含む。
7.時掲色土(lOYR3/4)しま i)あ1)、地i1J崩壊

8.黒掲色土(10YR3/引きわめてしまりあり、地山小粒をきわめて
9 .明黄褐色土(10YRザ討しまりあり、地山土に暗詣色土(7層)が多量にiE入するc

10盆 i清濡色土(10YR3!3)しまりあり、地山粒を少量含む。

11.暗福13土(lOYR3iりややしまりあり、地11J崩壊j二をやや多く
12.前色土(luYR4川地山崩壊士を多量に含む。

S K14 
1 .黒福色七(lOYR3/2)ややしまりな
2φ11奇褐色土ややしまりありJ車山ブロックを

3 .褐色土りややしまりあり、地出ブロックを

4.時前色土(10Y R3/3)ややしまりなし、地山粒を

5 .褐色土(10YR4/4)ややしまりなし。

6.黒褐色土(lOYR3/2)ややしまりなし。

第25図 SK08 0 09 • 11 • 1ヰ・ 24土坑
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サブトレンチ

A 目立89.7∞

S K12 8 

1 .黒褐色(10Y Rl. 7/1)ややしまりなし、浮石粒が混じる。
2 .黒褐色土(lOYR2/2)ややしまりあり、浮石粒をき
3.黒褐色土(札lOYR2;じ/川/

4.黒褐急土(10YR21引ややしまりなし、粘性ややあ iり)0

5 .黒福色土(lOYR2/2)ややしまりをし、暗高生~掲色土がきわめて多量に混入するG

6 .黒色土(10YR2/1)しまりあり、シラスをきわめて多量に含む。
7.黒色土(lOYR2/1)しまりあり。

8.黒色土(lOYR2!1)しまりあり品性やゃありJ地IU崩壊土をやや多(含む0

9.黒色土(10YR2!1)しまりなし、地IU土をやや多〈
S K15 
1 .黒色土(lOYR2/1)しまりなし、孔際多。

2 .黒色土)しまり為ワ。

3場黒色土(10YR2/りしまりあり。
4.黒褐色土(10YR2!2)しまりあ 1)、地IlJ崩壊土をやや多〈

5 .黒色土(lOYR2/1)きわめてしまりあり o

6 .黒褐色土(lOYR2/2)しまつあり。
7.黒褐色土(lOYR3/2)しまりあり、地山崩壊土をやや多〈

8.黒褐色土(10YR2!3)ややしまりなし、地IlJ崩壊土を多量に含むG

9.暗褐色土(l910YR3/3)しまりをし、地IJJ崩壊土をきわめて
10.黒掲色土(luYR2/2)ややしまりあ 1)、地111崩壊土を多量に含むc

11.黒掲色土(lOYR2!2)きわめてしまりあり、地出土をブロック状にやや多(含む。
12.暗褐色土(lOYR3/3)しまりあり、粘性やゃあり。
13.黒褐色土(lOYR2/3)しまりあり。

SK5 

1 .黒褐色土(10Y ややしまりあり 0

2 .黒掲色土(10YR2i2)ややしまりあリ北山投をきわめて

3 .黒褐色ニヒしまりあり 0

4.黒褐 色土 しま りあ り 0

5 .黒椙色土(lOYR2/2)しまりなし、地山粒をやや
多く

S.黒掲色土110Y R2/3)しまりをし、地山場壊土をやや多〈

黒掲色土(lOYR2/2)ややしま 1)なし北山崩壊土を多量
に含む。
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第3節検出遺構と遺物

A 
1 2 

B 
H =90.200m…一回

SK18 

SK22 

S K18 
1 .暗褐色土(10YR3/3iしまりあ9、地山粒をやや多く含む。
2 .暗福色土(lOYR3/4)ややしまりあ 1)、地出世をやや多(含む。

SK16 -¥5 
1 .暗褐色土(lOYR3/3)ややしまりあり。

2 .黒褐色土(10YR3/2)しまりあり。

3.黒褐色土(lOYR3/2)しまりあり、地山崩壊土をきわめて多量に含むo

S K22 

1 . H音褐色土(lOYR3/3)ややしまりあり。
2 .H音搭色土(10YR3/3)しまりあり j也山粒をやや$く

3 .褐色土(lOYR4/叫しまりあり。
S K23 

1盆黒福色土しまりあ ILj車山崩壊土

2 .黒褐色土(lOYR2/2)きわめてしまりあり。

3 .黒褐色土(lOYR3/2)しまりあり、地山粒をやや多く含む0

4 .時褐色土(10YR3/3)ややしまりなし。

5 .掲e土(10YRι抑)しまりなし、地山崩壊土をきわめて多量に含む。
6 .時福fる土(10Y しまりあり、地UJブロックを多量に含む。 H =90.500m 

S K2l 

主 f B ややしまりなし。

ややしまりあり、

S K25 

SK21 1 . )しまりあり、粘性あり、

IA 1 B 
地山崩壊土少量含む。

H =S9.900m 

土坑 検出グリッド 総櫨 王手函形 i断面形 ーと端部径Cm) 下端部径(m) 深さ (m) 理士の状態 i議複関係 遼物挿図

SK16 MM50・51、MN5・51 vn 積円形 F 1.13xO.72 0.90 X0.49 0.24 人為堆積 SK16→SK22→SK23 

SK22 MM51、MN51 vn 楕円形 F (1.15) x (0.58) (0.99) x 0.32 人為堆積 SK16→SK22→SK23 

SK23 MN51 vn 楕円形 F (1.00) X (0.56) 0.86 X 0.21 人為土佐穣 SK16→SK22→SK23 

SK18 MN50・51 vn (楕円形) G (1.15) X (0.81) (0.95) X0.40 0.19 50 

SK21 !v1L51 V百 円形 G 0.83 x (0.70) 0.54 X0.48 0.27 自然土佐穏

SK25 MA50 VI 楕円形 E 1.08XO.81 1.12 X 0.73 0.48 人為堆積

SK16" 18窃 21" 22 • 23 • 25土坑

4
2，ょ

ρ
hり



第 4立調査の記銭

H =90.900m 

S K26.27 

1 .黒福色土(lOYR3/2)ややしまりあり 0

2.暗掲色土(10Y R3/3)ややしまリなし。

3 .褐色土(10YR4/4)しまりなし、地僻立を

S K28 
黒福色土(打10げYR3/引ややしま lり)あiり)0

2.暗話色t(lOYR:3/:3)ややしまりありJ自IJIブロックを
:3 .黒掲色土しま i)なし、地山粒をやや多〈

しまりあ 1)，tl~性やや島 1)

S K29 
1 .黒海色土(lOYR3/2)池山ブoロックを

S K30 
1 . 

2 

3ゐ

5 

6 .3 

SK32 

H =91.300m 

1 .椙色土(10YR4/4)ややしまりあり、
2 ~時あ褐色土 (5YR3/3) ややしま 1) な

B 

l-I =91.900m 

32黒鴇色.5YR3/2)ややしまりあり、地1117ロック

- 62 -

SK29 

H =91.500m 

~ 

B 

ガラが少量混じるc



事3節 十全日!j遺構と造物

S K:1:1 

1 .黒福色 iト除{ι(仕10仇yアR2え乙U//J/引/

2 .1にこよしい、寅褐色」土~(仕10YR4/3幻)しまりあ iり仏)人、地山フブ前ロ yクを

3.明黄禍色土(lOYRo/o)ややしまりあり、地山プロックをきわめて

B A H =91.10Um 

ち祉~
S K34 

1 . r培掲色土(10YR2/3)しまりあり、地iJJ粒少量含む。^
2 .11暗j清音閥褐色色土山上(10げYR3/ν仙山/片川4叫)しま リあレ削リ)、j地虫仙山大ブ河ロ IツソJク少姐量、J地由山削仙i仕山附11凶l地粒少姐量合針もむ'0 ふ斗ふ H=叫:

3.褐色土(仕10Y主剥4ν/川川6引)ややしま iリ)あり、j地自l出II粒やや多〈含むo

B 

A 

A 
-H 日1.100m 

B 

A Ei41.800m B
 

S K35 

1 .黒掲色上(]OY fW2)ややしまリあ i人1l!!山ブロヴク3わめて
2 .暗前色 UIOYR3!:3Jしまうあ i)Jllilllブロック

(16)財団法人岩手県埋設文化財センタ-御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書 雫石町塩ケ森豆遺

跡、』 岩手県埋蔵文化財センタ一文化財調査報告書第31集 1982(昭和57年)

(17)福島県教育委員会他 『真野川流域総合開発事業 真野ダム関連追跡発掘調査報告XIIJ 福島県文

化財調査報告書第191集 1988(昭和田年)

福島県教育委員会他 『真野)11流域総合開発事業 真野夕刊ム関連遺跡発掘調査報告X亙j 福島県

1989(平成元年)

(18)石岡市教育委員会 f石両市東大橋原造跡 第2次調査報告 J 1979(昭和J54年)

石岡市教育委員会 F石岡市東大橋原遺跡一第 3次調査報告 1980(間和田年) (-T P. 94) 
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S K37 、
1 .芸品色上(lOYR3:21ややしまりあり、地をやや多く台む0

2 .:}.¥間色上(lOYR2;'2)しまりあり、地山ブロックを

S K:38 
1 .黒褐e土(lOYR2/2)ややしまりなし。
2 .黒沼色土りややしまりあ 1)、地LLJブロックをやや多く含むC

3 ~間色i:( lOYR3 / 2) しまりあり、地1I1 ブロヴクを

4 .時前色上(lOYR:V:31ややしまりあり、地LLJブロヴクをやや多く

5 .に .ì~'い黄尚色土 (lOYR4/3) ややしま 1) なし、!Ih ILI 崩壊 t を

6.出色土(lOYR4/4)ややしまりあり、地山崩壊土をやや多く含む5

7 .1埼稿色土(10 Y R:3I:i 1ややしまりなし、地山ブロックをやや多く

8.間色上(10YR4/討しまりあり、地LUブロソクをきわめて

S K39 
1 .黒侶色士 (10YR2/2)しまりあり、地山

2 .黒沼色士(10YR2/3)しまりあり、地ILl

第4";'，: 調査の記銘

m
N
C
 

/ 

l司

S K54 

1 .黒~~色土(lOYR:3 /2) ややしまりあり。

2 .黒前色上しまりあ 1))世ILJブロヴクを多泣に含む0

3 .~!Hij色L( lOYR2i2) しまりま)1) 、池山ブロックを多量に含む0

4 .1I ~~j色 L(10 Y R:)i:3)しまりま)1) ，J車111崩壊Lをやや多く

5 5 黒部色上(10YR2/21ややしまりなし地IU崩壊 1:を

(-) .11古前色 ]:(lOYR:11:))ややしまりなし、地ILJfl7.を

7 .椙色 1:(ゴ(1叩OYRt'川/

8皐暗褐色土(口10YR3i3計)しま iり)あ iリ)0

^ 5K38 
i三ー H=リl.liOOm，

2 日 i

51(54 

でε

ι噌

υ| 

1m 

ムザ

第30函 SK36 0 37 • 38 • 39 e 54土坑
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検出逮捕と造物第九節

B 

日A-H =H2.200rn 

叫習会中
S K40 
1 掲色土(10YR3/3)しまりあり、粘性やゃあり、j仙崩壊土をやや多(含む。
2 .黒掲色土(lOYR2/2)しまりあり、地111粒をやや多く含む。

VI 

S K42 
1.果関色土(]OYR3/2)しまりありη

2.講生土(]OY即14)しまりあ 1)、地山崩壊土を3わめて

3.黒掲急土(10YR3!引きわめてしまりあi)、地山粒を

S K41 
1 . H者褐色土(10YR3/4)しまりあり、地L1Jブロックを多量に含む。
2 .黒掲色土(10YR3/2)ややしまりあり、地山ブロックを多量に含む0

:3 .黒褐色 L(10YR2/討しまりあり。
4 .掲色土(7.5YR4/6)しまりあり、粘性ゃゃあり、ベンガラが混じる。
5.褐色土(7.5YR4/4lしまりあ I)，M'I主やゃあり、3層にベンがラが混じる。

B
 

H 向。OrnIiここ日l.(;()()rn

S 1¥.44 
1 .暗褐色土しまりあ i)j自由ブロック

2.黒揺色土(lOYR:V2)しまりあ 1)、地出粒をやや多く含む9

:3 .黒揺色1: しまりあり、地111粒を多量に含む0

4 .I!~褐色土(10YR3/4) ややしまりあり、地 IlJブロック
5告 IIg-出色 L(l 0 Y R.3/3)しまりみ i)、粘性ややあっ
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第 4主調査の記録

B 
1-1 =H9.900m 

S K53 

1 .虫色 I:(10 Y R2/1)しまりあり、河石締本立を少最合む。

2 .!}主的色 i二 (10YR2/おしまりあり、 ~:j王子 i未IIJ粒を少量:青む。

3 .黒褐色 i二(lOYR3/おしまりあり、地I[Jブロックを少詰:??む。

4.il岳雨色士(10YR.3/3)やふやしまりなしJ也11I崩 i実上をやや多く合む0

5 . fl奇前色土(lOYR3/4)しまりあり、地11Iブ口ックを多量に含む。

6 .fl者補色 j-_(10YR3/3)ややしまりあり。

7.黒尚色十ー(lOYR2/:i)しまりあり、地山粒をやや多く合む。

8. 黒字~~色 i二 (10Y R3/2)しまりあり J也1Ll崩 i裏 i二をやや多く合む。

9‘によ、L、主主体j色土(lOYR4/3)しまりあり、地111ブロックをきわめて多景に合む。

10.黒色十‘(10YR1.7/1)しまりあり、粘性やゃあり。

11.時制色:上(lOYR3/3)きわめてしまりあり、地11I崩土真 Lを多世に合む。

12.褐色 j_(lOYR4/りやふやしまりなし、字削生やゃあり， :tt包山崩j実仁をやや多く台む。

S K55 

1 . fl音r<}.j{主 1-_(10YR3/4)ややしまりなし、地L[J粒をやや多く含む。

2 .1培地色 i二(10YH_:3/4)ペコペコしまりなし。

:J . H音補色土(lOYR3/りしまりあり、地山崩J衷-1二を多量に合む 0

4.県福色土(10YR2/3)しまりあり。

;) .11音尚色七(lOYR:i/三}しまりあり、ベンカ、、ラを合む。

6.H音掲色 iて(10YR:3/4)しまりあり、手11i性やゃあり、地111ブロックを多量に青む。

ア.11計局色 t_(10YR3/3)しまりあり、粘性やゃあり、地山崩壊土を少鼠:合む。ベンガラを多註に含む 0

8.黒拐色 L(10YR2/めしまりあり、地IL!ブロックを少量含む。

S 1三60

1 .黒褐色土(lOYR2/わしまりあり。

2畳一議褐色ゴニ (lOYR31わややしまりあり 0

.") .黒褐色 i二(10YR2/3)ややしまりあり。

4.黒禍住土(10YR2/3)ややしまりあり、地LLJ粒を少量合む。

5 .黒褐色士二(10YR2/3)ややしまりなし、地LlI粒を少量含む。

6‘字詰往土 (10YR4/りややしまりあり、地111粒をやや多く含む。

ア.によい黄褐色上位OYR4/3)しまりあり、地LL!崩j要土を多没に含む。

8.黒褐色j二(lOYR3/2)しまりあり、地LlJ崩壊土をきわめて多量に合む。

第32図 SK53 e 55 e 60土坑
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検出遺構と造物

-67・68-
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第 3節

S K56 SP. E -F 
1 -a、1-b、2、3、4は基本層住と同じ。
5 .黒褐色-:t.(10 Y R2/2)にぷい黄掲色t:(10YR5/4) 
5r黒1%色土(10YR2/2)しまりあり、地LlJ小~
6 .黒掲色土(lOYR2/2)と灰白色(2.5Y8/2)粘土の混土層。
7 .褐色上(lOYR4!6)粘土。Jill山に11音補色士を粒状もしくはl:tHkにき
8 .(こぶし E 黄桔色土(lOrァ R6!4) シルト。7~8の黄掲色土(lOYR5/6) の斑状に互!書をなす0
9.明黄褐色土(10Y R7/6)シルト。ややしまりあり。
10. 褐色 1~ (l OYR4/4) 明黄褐色土(lOYR6/6) シルト、多量含む0
11.黄褐色::1:(10YR5/6)しまりあり。
12.黄褐色土(lOYR5/6)ややしまりあり、黒鴇色土(lOYR2!2)
13. 地山の浅黄肢色土と灰白色土大ブロヴク，Ø5~lOcmを主体に黒鵠色土(lOYR2/2)

含む。 この遺構の埋土中~一下位にかけて特徴的に見られる。
14.によし 1黄褐色土(10YR5/4)
15.地山の浅黄位色土主{本で黒掲色土(10YR2/2)やや多く含む。
16.地1I1のによい寅位色土(lOYR6/4)粘土で、水分を合み軟らかい。
17.黒褐色土(10Y R2/2)しまりなし、地LlJの浅黄Hf色土大ブロック少量含む。
18.地山の浅黄位色土にによい黄偶色土(10YR5/ 4)が少量含む。
19.浅黄陪色土(10YR8/1)シルト一地山一

、‘，，ft
、l
i
l
l

~，i~色 1'.

三日==88.200m

第33関
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S K61 
1 .黒掲色土(10Y 引きわめてしまりあり、青灰小傑粒少量、賞褐浮石少量含む0

2 .暗拐色土(lOYR3/4)しまりあり、灰白浮石少量、黄褐浮石少量含む0
:3 .黒色土(10Y )しまりあり、貨褐浮石微量含む。
4.黒色土(仕lOYR2iリl

5 .暗掲色土(は10YR3/3計)きわめてしまリあリ、黄段褐jよ地也山粒少量含むO

6 .に.'){い黄褐色土(lOYR!j/3)ややしまりあり、青灰小樹立少量、黄問地山1主主主含むc

7.黒掲色ニヒ(10Y R2i2)しまりなし、黄拠地山際ノト粒少量727む。
8.黒褐色土(10YR2/3)きわめてしまりあり、青灰小隊粒微量含む、ネパネパの粘土。
9 .灰椙色土(lOYR4/l)しまりあり、陪色小牒粒少量、全体にムラなく炭化物粒きわめて

SK56 SP. A-B(l-18は SP.E -Fとi司じ)
19.地山と暗褐色士(10YR3/3)の混合土。
20.黒褐色土(10YR2/2)に地山小~中粒多量含む。
21.黒褐色+.(10YR2/2)に地111小~中粒やや多く含む0
22.黒褐色士(lOYR2/2)地山極ノト~小粒多量合む。
23.:t也ILJと暗褐色土(10YR3!3)の混合
24.:t也山主体の層。褐色土多量含む012層と似る。
25.0音被J色土(10YR3/3)きわめてしまりあり、地山
26.明黄褐色土(10YR7/6)主体で褐色土やや多く含む。
27.地JJJ(明黄褐色士lOYR6!6ーシルト質)()とおの境(上)に5mmほどの褐色土含む0
28.偶色土(lOYR4!4)地山きわめて多量含む。
29. 地山(によL 、黄位色土lOYR6/4) ーシルト質 o上下に2~3mmの薄い褐色土層が入る。
30.地山(によい黄符色土lOYR7/4)ーシルトー。この層より縄文土器(大破片)
31.地山(によい茸持仏土lOYR7/3)一粘土ーに灰黄褐色土
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了Ti
SK58 

O 

S K58 
1 .間色士(lOYR3!2)しまりあ 1)jVlllJ組少量、民化物少量含むa

2 .暗福色土(lOYR3/3lしまりあ 1)、地111ブロ 'iクやや多く、成ft物少量含む。
3.黒掲色土(lOYR2/3)ややしまりなしJlsl1J崩壊土多量、炭化物徴量含む0

4.に..... Jlい黄掲色土ややしまりあ 1)、地山崩壊土きわめて

5 .黒掲色土(lOYR2川しまりあ 1)、炭化物きわめて多量、規土粒少量含む0

6 .，こぶい黄褐色土(10YR7/4)しまりあり、時掲色土やや多〈含む。

7.によい賞褐色土(10YR4/3)しまりあり、地UJ崩壊土多量、炭化物やや多く

8 .rr音問色士(lOYR3/4lしまりあ 1)、地山崩壊土、粘土ブロック多量、聞と物やや多く

9 .，こJJい葉鴇色土(lOYR5/4)しまりあり、地山崩壊土、粘土ブロックき

10.にぶぃ;主将色土(lO'iアR7/4)ややしま 1)なし、時褐色土やや多く

11.黄福色土(10Y 中砂層。

12.細砂層。

13. 
S K59 
1 .黒間色土(lOYR2I3lややしまりあ1)、時前色土をやや多(

2.黒色:l".(lOYR2!1)しまりをし民ft材をき
3 .暗掲色土(10YR3/3)しまりあり、小離を少量、地11J粒をやや多く

4.貰間色L(10YRS/6)しま 1)為1)、成白色地以ブロックをき

黄掲色地LLt粒を少量含む。
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第三i章部!衰の記録
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S K64 
1.黒掲色土ややしまりあれ
2 &黒褐色土(10YR2/3)しまりあれ
3.黒褐色土(lOYR3/2)ややしまりあり、地山崩壊土を
4.黒褐色土(lOYR2/2)しまりあり、地山崩壊土を少量含む。
5.によい賞福色土(10YR4/3)しまりあり、地山崩壊土を小フ冶ッ
6 &時掲色土(lOYR3/3)ややしまりなし地!lJ崩壊土を多量に含むG

7 .黒掲色土(lOYR3/引きわめてしまりあり、地UJ崩壊土を少量含むO

8.褐色土(luYR4/4)しまりなし、地111粒を少量含む。
9.によい葉搭色土ややしまりなし、地LlJ崩壊土を
10，黒褐色土(lOYR3/1)しまりあり、地山崩壊土を少量含む。
11， によい黄褐色土(lOYR5/3)しまりあり、地山崩壊士告
12唇によい黄褐色土(lOYR4/3)しまりあり、地出崩壊土をきわめて
13，明黄褐色土のややしまりをし、地山ブロ yクG

14.黒褐色土(10YR2/2)しまりなし、地山粒を少量含む。サラサラしている。
①黒福色土(lOYR3/2)ややしまりあり。

B
 

。 1m 

ハひ
門

i



S K66 VlI 

1 .褐色土(10YR4/4)しまりあり、j也山崩壊土をきわめて多量に含む。
2 .暗褐色土(10YR3/3)ややしまりあり。
3 .fl青褐色土(10YR3/4)ややしまりあり、地山崩壊士を
4.にぶい寅掲色土(10Y ややしまりあり、地U-'粒を

S K67 
1 .黒掲色土(lOYR3/引きわめてしまりあり、明黄褐色土をやや多く含む。
2 .時褐色土(lOYR3/4)しまりありJ塩山土をやや多く含む。
:3 .によい黄褐色土(lOYR4j;3)しまりあり、地1I1崩壊土を多量に F含む0

4.福色土(]OYR4/りしまりあり。
5 .黒褐色土(10YR3/2)ややしまりあ i人

6 .黒褐色土(lOYR3/2)しまりあり、地ILJ粒をやや多く

7宗明言福fb.土(10YR6/8)ややしまりあ f)、地ILJ崩壊土に掲色土が少量混じる。

B
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A

一~
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主 立

SK68 

A Hニ日o.SO() 

第 3節検出逮捕と造物

A 
- H=90.700m 

B 

S K68 

1 .時掲色土(10YR3/引きわめてしまりあり。
2.にぷい貰褐怠土(10YR4/3)しま f)あり、小般をきわめて
3 .1密褐色士(lOYR3/4)しまりあり、地山粒をきわめて

4 . t(t色土(引きわめてしまりあり、

5 .褐色土(10YR4/りしまりあり、地ilJ土き

1m 
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調査の記録第 4主主

A 

SK70 

-~ダ「
ムH=90.3仰 n1 B 

℃ご公で三ブw

S K69 
1 .1こぶし E黄祷色土(10YR4/3)しまりなし、日月実揚色土(lOYRG/S)のブロックをやや多く含む。
2 .補色土(lOYR4/4)しまりなし、明寅褐色土(10YR6/8)小ブロックをきわめて多量含む。

S K70 

1 .暗褐色土(10YR3/4)しまりあり、地山粒を多量、炭化物を少量含む。
2 .賞褐色土(10YR5/8)ややしまりあり、暗褐色土(10YR3/4)を多量に均質に含む。

S K71 
1 .1清福色土(lOYR3/4)ややしまりあり、地山崩壊土をやや多〈含む。
2 .黄褐色土(lOYR5!6Jしまりあリ，tmUJ崩壊土を多量に含む。
3 .貰褐色土(10YR5/6)しま f)なし、地山崩壊土を
4.黄褐色土(lOYR5/8)しまりあり、i情褐色土を多量に含む。
5 .黄給色土(lOYR7/8)しまりあり、黒褐色土・暗褐色土をやや多〈含む0

6 .黒褐色土(10YR3/2)しまりあ f)，Jm山崩壊土を多量、炭化物を徴量含む。
7.暗福色土(10YR3/3)ややしまりあり、地山粒 B 炭化物を少量含む。 遺物む含層。
8.黒褐色土(10YR2/2)ややしまりあり、炭化物をやや多〈
9 .n音鴇色土(10YR3川しまりあ 1)，J自111崩壊土を多量、炭化物を少量含むO

B 10.黒褐色土(10YR3/2)しまりあ f)，rml11崩壊土をき
-11.鴇色土(lOYR4/6)ややはりなし、地山崩壊H

12.鴇色土(lOYR1/4)しまりあり、地山崩壊土を多量に含むG

13.福色土(10YR4/4)しまりあり、地LLJ崩壊土をやや多く
によい黄補色土(10YR5/4)きわめてしまりあ 1)、地IlJ崩壊:

16.時褐色土(lOYR3/3)しまりあり、地山崩壊土を
SK71 

17.賞褐色土(lOYR5/6)ややしまりあり、地山崩壊土を

ち

1m 。
ロハU
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第 3節検出遺構と遺物

ー
立

SK79 

日=90.500m1 

-
ViI r:1ヰミ~4/~

4f 

ム H=90.500m 
B 

1 .黒褐色土(lOYR2/2)ややしまりあり、炭化物を少量含む、地山粒を少量含む0

2 .黒褐色土(10Y R3/2)ややしまりあり、地山粒を少量含む。
3.黒偶色土(10YR2/3)ややしまりなし、地山崩壊土を多量に含む、炭化物を少量含む0

4.暗褐色土(10YR3/3)しまりあり、地山崩壊士をきわめて
S K78 
1 .黒掲色土(10YR2/2)しまりあり。
2 .黒褐色士(lOYR3/2)しまりあり。
3 .掲色土(lOYR4/4)しまりあり。
4 .H者掲色ゴ二(10YR3/4)ややしまりなし、地山崩壊土をやや多く含む。
5 .黒褐色土(lOYR3/2)ややしまりなし、地山崩壊土を多量に含む。

S K79 
1 .黒褐色土(lOYR3/2)しまりあり。

2.黒渇色土(10YR2/3)ややしまりあり、明賞嵩色土を多量に含む。
3 .黒褐色土(lOYR2/2)ややしまりあり。

4 .1清掃色土(lOYR3/4)しまりなし、地山粒をきわめて多量に含む。
S K84 
1 .暗揺色土(10YR3/4)しまりなし、浮石を多量に合む。
2 .褐色土(luYR4/引きわめてしまりあり。

S K85 
1 .黒褐色土(lOYR2/3)ややしま f)あり、地山較を少量含む0

2.時掲色土(10YR3/4)しまりあり、地出土を多量に含む。
:3 .罷色土(10YR4/6)しまりあり。

hu 
Au 

a
 A H =90.400m B 

Rヲ/ 1ミ早ケー
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第 4主主 調査の記録

S K80.81.82 

1 .褐色土(10YR4/4)ややしまりあり、地山粒をきわめて多量に含t'o
2 .ll吾褐色土(10YR3/3)しまりなし、地1]]ブロックを多量に含む。

:3.黒掲色土(10YR2/3)しまりあり、黄褐色土粒多量含むO

B 

A H =90.400 

B V  ZD ミ

士冨々 p/dY p 

ii A [il け B

S K89 
1.暗弱主土(i.5YR3/3)しまりあり、地山粒をやや多〈
2 .極時掲色土(i.5YR2/3)しまりあり、地山粒を少量含む0

3.時掲色土(lOYR3/4)しまりあり、地山粒を少量含む。

ヰ立高色土(lOYR5/引きわめてしまりあ 1)，結性あり、地出土を多量に含む。
5色明電色土(7.5YR51引きわめてしまりあり、やや粘性あ l)j仙粒をタ量含む0

6 .1暗福色土(10YR3!4)しまりあり品性あI)J!lID誌を少量含む。
明黄詰急:上(lOYR6却しまりあり、福色土(lOYR4i討をきわめて

8 明黄掲色土(I0YR6/6)しまりあ 1)お色土(lOYR4/4)を
9.黒福色土(1uYR2/3)きわめてしまりあり。
10.黒題色土(lOYR2!2)しまつあ1)、粘性あり、地山討をやや多(品化物を撤量含む0

11.福色土(10YR4/4)きわめてしまりあ1)、地山粒味ft物を散量含む。

。 1m 

A 

S K98 

1 .黒褐邑土(10YR3/2)しまりあり、地iJJ粒を少量含むG

2 .に~;'い童福色土ややしまっあ 1) 、地 111 ブロッ
!1 
/ 

S K99 

A B 1.黒褐色土(lOYR2i2)しまりあり。
=89.200m 2 .黒福色土(lOYR3/2)ややしまりをし池山損壊叶

3 ~黒福色土 (l OY[{3/2) しまりあり

1 ~P../ 4 によしミ黄福色土(lOYR4/3)ややしまりあり、地山崩壊土を

l{と~ゼ謀議 5 .黒褐色土(lOYR3/2)しまりあり、地ILJ崩壊土を多量、炭{闘を少量含む。
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土坑i検出クリ y ド 設緬 回形 街r[亙形 i端部箆(m)1下制限(m; 深さ (m)I !i!ij二の状態!重複関係 遺物持 ~I

問。---仏MR51 v1i (椅円形) E XO.67 xO.50 0.28 人為域;積 SK82→SK8]→SKoO 

SK81 i MQ51、MR51 VIi (楕円形) F xO.71 XO.59 。76 人為土佐積 SK82→SK81→SK80 

SK82 MQ51 VIi (楕円形) F 1.11 XO.83 0.94xO.60 0.36 人為堆積 SK82→SK81→SK80 

S玄関 ・52 VIi 円形 C 1.64x 1.42 1.53X1.31 0.46 人為土問責 63 

SK98 ND50、NE50 VIi 指円形 F 0.87XO.66 0.72xO.50 0.32 人為上金積

ND50 Vs 円形 F 0.76XO.67 0.30 i人為堆積 64 
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ムト90.100m SKI00 

第 3節検!l'.遺構と造物

S KI0l 

1 .黒掲色土(10YR3/2)しまりあり。

2.暗褐色土(10YR3/4)しまりあり、地山粒，炭化物を少量含む0

3 .褐色土(lOYR4/6)しまりあり、地山崩壊土をやや多く含む0

4 .明黄褐色土(10YR6/引きわめてしまりありS KI00 
1 .黒褐色上(10YR3/2)しまりあり、地111崩壊土多量含む。
2 .黒褐色土(10YR2/2)ややしまりあ 1)。

3.黒福色土(lOYR3/2)しまりおり、地山粒やや多〈含む0

4.暗褐色土(10YR3/3)しまりあり、地山粒少量

5 .黒福生土(lOYR2/2)しまりあり、地山粒少量含む0

6 .福色土(lOYR4川しまりあり、地山崩壊土多量含む。
7.黄福色土(10YR5/6)きわめてしまりあり
8.暗褐色士(7.5YR3/3)ややしまつあり、現土粒少量、法化物数量含むつ

S N91 
1 .掲色土(打7.5YR4ιJ川f

2 .ι黒掲急土(打7‘.5YRZ!2計)ややしま iり)あり、怯規土が多量(に:7ロIツyク技に入るo地出崩壊土をやや多〈
3 .明掲色土(7.5YR5/S)しまりあり、地山崩壊土を多量に含む。下部より多く含んでいる 0

4.明掲色土(lOYR7.5¥アお/8)しまりあ i人地山が漸静的に非変した部分である。

5 . a月福色土(7 引きわめてしまりあり、粘性大。

6 .によい黄褐色土(10YR4/3)しまりあり、地111崩壊土き
7.によい黄褐色土(10YR4川きわめてしまりあり、地IL!崩壊土やや多〈含むo

S KI03 

1 .褐色土(lOYR4/4)ややしまりなし、地山崩壊土をやや多く

2 .暗鴇色土(10YR3/3)しまり為り、地山粒をやや多く

3謂福色土(10YR4/4)ややしまりあり。

S~く ?53

H=89.IOOm 
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第 4掌 調査の記録
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S K106 
1 .黒褐色土(lOYR2/3)しまりあり、地山粒やや多く含む。

2 .黒褐色土(lOYR3/Z)しまりあり、地山粒やや多く含む。

3 .暗褐色土(10YR3/3)しまりあり、地山粒やや多く含む0

4.掲色土(lOYR4/4)しまりあり

S K105 
1.黒高生土(10YR2/2)しまりあI}、最{問少量、暁土較徴量含む。

2.黒補色土(lOYR3/2)しまりあり、境土(7.5YR5/6明掲色土)きわめて多量、度化物少量含む。
3 .黒福色土(10YR2!2)しまりあり、地IlJ救少量含む。
4 .黒福色土(lOYR2/2)しま 1)あ1)、地出世少量、法化物少量含む。

5 .によい黄福色土(lOYR6/4)しまりあり、長化物散量、黒掲色土多量含むs

6.黒掲色土(lOYR2/2)しまりあり、地山並少量、度化物徴量、協土投融量含む。

7.黒掲色土(10YR2/2)しまりあり、地山崩壊土多量に含むg

8.黒福急土(lOYR3/2)しまりあり、地ID極少量、境士投少量、やや多(
吉.黒福色土(10YR2/2)しまりあI}、地ID崩壊土少量、民北物少量含むG

10.黒掲在土(lOYR3/2)しまりあIUtll山粒少量、地出プロック
11.暗福色土(10YR3/3)きわめてしまりあI}北山崩壊土きわめて多量含む。

12.黒補色土(lOYR31引きわめてしまりあ1)、地山崩壊土多量、法化物少量含む。

13.暗福色土(lOYR3/4)しまりあI)jhlll崩壊土きわめて多量、地出ブロックやや多〈

14.暗補色土(lOYR3!引きわめてしまりあ 1)、地山崩壊上きわめて

¥ι/ 

ーとJ-
A 
- H =91.600m 

B 

S K108 
1 .黒褐色土(10YR2I3)しまりあり。

2 .時掲色土(10YR3I3)しまりあり、地山崩壊-士やや多く合む0

3.黒褐色土(lOYR2I2)しまりあり、地IlJ崩壊土多量含む。

4.蓄儲}tt，土(10YR5I引きわめてしまりあり。

第4Î~ S K 1 05 • 1 06 • i08土坑
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第3節織出遺構と遺物

B 

2:-19 

SK110 

B 

A 
一一向 H=9J.OOOm

7手Z 恕

B 

Z:iK 
m
i
s
-

-i 

S KI09 

1 .黒褐色土(lOYR3/2)しまりあり、地山粒を少量合む。

2 .暗褐色土(10YR3/3)しまりあり、地山粒を微量含む。

3 .黒褐色土(10YR2/3)しまりあり、地山崩壊土をやや多く、炭化物を微量含む。ベンガラが混じる 0

4 .掲色土(10YR4/4)ややしまりなし、地山崩壊土を多量に含む。

5 .黒褐色土(10YR2/3)しまりあり、炭化物を少量含む。

6 .褐色土(10YR4/4)しまりあり、地山土をきわめて多量に含む。

7 .寅褐色土(10YR5/8)しまりあり、暗褐色土を少量含む。

S Kll0 

1 .暗褐色土(lOYR3/~) しまりあり、地出ブロックやや多〈含む0
2 .明黄褐忽士(10YR6/6)しまりあり、地山ブロックやや多〈含む。
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西部土坑群

r~1A1 ~ e~r~ i;l撃
Qb21 

o 5lTI 

I :::;抗~~~ ~ . ，_____~ ，.，. ." L'， ，_， ， u.，，.，_， -'--I'c. ^ ~ iてふ
1 :fi者補色土(lOYR3/4)しまりあり、地山崩壊土多量合む。 陀輔
2.黒褐色土(lOYRZ/3)しまりあり、炭化物微量、焼土粒微量含む。入¥γ-
3 .黒褐色土(lOYR3/2)きわめてしまりあり、地山粒少量合む。 ζミ》

...... 4.禍色土(lOYR4/4)しまりあり、地山崩壊土多量含むo /I司
、¥ 調査区外 5 .黒褐色土(10YR3/2)ややしまりあり、地山崩壊土やや多く含む。 三三¥¥.

土、ご"-....ヘ 6.時陥土(10YR3/3)ややしまりあり。 t¥
「 て九加とど 司、'"ι一 7 .によい黄褐色土(10YR4/3)きわめてしまりあ 9、地山崩壊土きわめて多量含む。

¥同閣で"-.，8糊色土(10YR3/4)きわめてしまりあり、地山崩壊土多量含む。
1¥ ¥一 ¥ I3!9.黒褐色土(lOYR2/3)しまりあり、地山粒やや多く含む。
/ j¥心ニプ SK114 A / I に~日J 叩一一 日=90.5" 一一 1 .黒褐色土(lOYR3/2)しまりあり。

2 .明黄褐色土 (10YR6/6) しまりあり。 ~i 手SK 130 ~. ~~~;;~ ~-/: ~~;~O~;~/\ '~:;: ~ _;_ ~I~ ;.  U~ ， !=!:!.ILdJ.k #1 ，_EL~4-~ ~ '-1-r-斗h3 .黒南色土(lOYR2/2)ややしまりあり炭化物少量含む。 七己主ヨ司、 -
SK114 ゎ 4暗褐色土(川町/3)しまりあり、地山崩壊土やや多く含む。 γ守点~i ? 

J二 5.にJJい黄褐色土(lOY畏4/3)しまりあり、地山崩壊土多量含む。 リ .__，__叩己申

6.黒鵠色土(10YR3/2)しまりあり jlHLIJ崩壊-士多量含む。
S K130 
1 .黒褐色土(lOYR2/3)しまりあり、地LIJ粒少量含む。
2 .暗褐邑土(lOYR3/3)しまりあり、地山崩壊土多量含む、炭化物徴量含む。
3 .黒鵠色土(lOYR3/2)しまりあり、地山崩壊土やや多く含む。
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A 

!2_ I! =!Hl.:l川

A 

A H=H9川 1

土抗; 検出グリッド 樹11萄
SKl17 NH52 VIl 

SK118 NJ52・53 VIl 

SKl19 NJ52・53 VIl 

SK121 NM52・53 VIl 

Slζ120 NN52 VI 

SK136 NN52・53 VI 

B 

B 

第 3節検出遺構と遺物

A 

A H =.90.200m 、込〉
S K118 
1 .黒褐色土(lOYR3/2)ややしまりあり。
2 .補色1:(10YR4/4)しまりあり、地lLJ粒多量、炭化物少量含む。
3 .暗描色土(10YR3/4)しまりあり、地山粒多〈、炭化物やや多〈含む。
4.暗褐色土(10YR3/4)しまりあり、地山崩壊土きわめて多量、炭化物少量含む。
5 .暗禍色土(10YR3/3)しまりあり、地山粒やや多〈、炭化物少量含む。
6 .褐色土(10YR4/4)しまりあり、地山崩壊土やや多〈含む。

B 7 .淡黄色土(2.5YS/3)きわめてしまりあり、黒褐色土が薄〈層状に入る。
- 8.鞘色土(lOYR2/2)しまりあり北山崩壊土やや多く針。

S K117 
1 .黒褐色土(10YR3/2)ややしまりありの
2 .日音褐色土(10YR3/3)しまりあり、地山土多量含む。
S K1I9 

SK120 ~ 1 .時褐色土 (10YR3/3)しまりあり、地山粒やや多く含む。
2 .掲色土(lOYR4!4)しまりあり、地山粒多量含む。
3 . D音補色土(10YR3/ 4)しまりあり、地山崩壊土少量含む0

4.黒褐色土(10YR2/3)しまりあり、炭化物微量含む。
5 .淡黄色土(2.5Y8/3)きわめてしまりあり、黒褐色土が薄く層状に入る。
6 .明黄褐色土(10YR6/8)しまりあり、地山ブロック。
7 .黒褐色土(10YR2/2)しまりあり、地山崩壊土をやや多く含む。
S K120 
1 .黒色土(10YR2/1)ややしまりなし、浮石粒やや多く含むO

B 2.黒褐色土 (10YR2/3)しまりあ fJ.j患山粒少量含む。
S K136 
1 .暗褐色土(10YR3/4)しまりあり、地山崩壊土多量に含むo

SK121 2 .掲色土(10YR3/4)しまりあり、地山崩壊土やや多く含む。

平面形

j11Jf; 

不整楕円形

円形

務円形

不整円形

円形

3 .明貰掲色土(lOYR7/6)きわめてしまりあり、掲色土多量含む。
4 .明黄掲色土(1uYR6/8)きわめてしまi)あt)、褐色土きわめて多量含む0

5 .黄褐色土(1uYR5/6)しまりなし、褐色土多量含む。
6 .時掲色土(10YR3/3)しまりあり、地IlJ粒やや多く含む。

1m S K121 
1 .黒褐色土(lOYR3/2)しまりあ 1)、地山粒やや多く含む。
2 .によい貰掲色土(1uYR5/4)ややしまりなし、地山崩壊土きわめて多量含む。

断面形 上端部筏(m)下端部径(m) 深さ (m) 理土の状態 震複関係 遺物持関

F 1.16X1.02 。白85x 0.67 。白40 自然堆穣 70 

E (1.19) x1.11 0.69 x 0.58 0.79 人為土佐穣 70 

E 0.90XO.75 0.64 x0.44 0.50 自然土佐穣

F 1.08 x 0.72 0.89 x 0.57 0.21 人為堆積

G 1.26 x (1.10) 1.15 x 0.98 0.27 自然、堆積 SK136→SK120 

F 0.57 XO.51 0.42 X 0.31 0.37 自然堆積 SK136→SK120 

第44臨 SK117 e 118・119• 120 • 121 0 136土坑
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第どi章調査の記録

A B A f調査区外

!2_ H =89.900m 
B 

A H=90.0仙 11
B 

13 12 

S K122 S K124 

.h:_ H =89.900m ~ 

一 6

寸一一γ

1 .掲色土(lOYR4/4)しまりあり、地山粒やや多く含む。 1.1硝色土(lOYR3/3)ややしまりない
2 .諸色土(lOYR4/りややしまりあり、地山粒やや多〈含む。 2.福色土(lOYR4/りややしまりあり、地山崩壊土をきわめて多量に含む。
3.福色土(lOYR4/6)しまりあり、地山投多量、炭化物少量含むo 3 .福色土(lOYR4/4)しまりあ1)、地山崩壊土多量含む。
4 .暗褐色土(lOYR3/3)ややしまりあり、地山崩壊土やや多く含む。 4.黒福色土(lOYR3/2)しまりあり。

5 .暗褐~土 (lOYR3/4) ややしまりあり、地山粒多量に含む。 5 .暗掲色土(lOYR3/3)ややしまりあり、地山崩壊土、民化物をやや多(含む。
6.黒褐色土(lOYR3/2)Lまりあり、地山崩壊土やや多〈含む。 6.によい黄福急土(lOYR4/3)しまりあり、地山崩壊土をやや多(含む。
7 .黒諸色土(lOYR3/2)しま t)あり、地山崩壊土やや多く含む。 7.暗褐色土(lOYR3/4)しまりあり、地山崩壊土をやや多〈含む。

8.にぷい葉福色土(lOYR4/3)きわめてしまりあ1)、地山崩壊土きわめて多量含む。 8. ß~黄福色土(10YR7/引きわめてしまりあり、暗掲色土が多量に退じる。
9.黒掲色土(lOYR3/2)きわめてしまりあり、地山崩壊土少量含む。

10.暗褐色土(lOYR3/引きわめてしまりあり、地山崩壊土やや多く含む。

S K123 
1 .黒褐色土(10YR3/2)しまりあり。
2 .黒褐色土(lOYR2/3)しまりあり、地山崩壊土やや多く含む。
3.黒褐色土(10YR3/2)しまりあり、地山崩壊土やや多く含む0

4.暗褐色土(10YR3/4)しまりあり、地山崩壊土やや多く含む0

5 .黄褐色土(10YR5/6)しまりあり、地山崩壊土多量含む。
6.黒褐色土(lOYR2/3)しまりあり。
7.明賞渇色土(10YR6/6)しまりあり、黒掲色土やや多く含む。
8 .黒掲色土(10YR2/2)しまりあり、地山粒やや多く含む。
9.培掲色土(10YR3/3)しまりあり、地山崩壊土多量含む。

10.明黄褐色土(lOYR7/6)きわめてしまりあり、黒掲色土きわめて多く含む0

11.黒褐色土(10YR2/2)きわめてしまりあり、地山粒やや多く含む。
12.黒褐色土(10YR2/2)きわめてしまりあり。

13.黒褐色土(lOYR3/2)きわめてしまりあり。

第45図 SK122・123・124土坑

-80 -

打1

重複関係



S K125 

1 .暗褐色土(10YR3/3)しまりあり、地山崩壊土多量合む。

2.褐色土(lOYR4/4)ややしまりあり、地山崩壊土多量含む。

3.褐色土(lOYR4/4)しまりあり。

4.によい黄褐色土(lOYR4/3)きわめてしまりあり、地山粒やや多く
5.暗褐色土(10YR3/ 4)きわめてしまりあり。 含む。

S K126 

1 .褐色土(lOYR4/りややしまりあり。

2 .によい黄褐色土(lOYR5/引きわめてしまりあり、地山崩壊土きわめて多量含む0

3.褐色土(10YR4/りしまりあり。

B 4.褐色土(10YR4/4)きわめてしまりあり、地山崩壊土多量合む。

5 .にぶい黄褐色土(lOYR4/3)ややしまりあり。

S K127 

1 .によい黄褐色土(10YR4/3)しまりあり、地山粒やや多く含む。

2 .褐色士 (10YR4/6)しまりあり、地111崩壊土多量含む。

B 3.掲色土(10YR4/4)しまりあり、地山粒やや多く含む。

4.掲色土(10YR4/4)しまりあり、地山崩壊土やや多く含む。

S K128 

1 .0音褐色土(10YR3/4)しまりあり、地111粒少量含む。

2 .褐色土(10YR4/りしまりあり。
3 . iこぶい黄褐色土(lOYR5/りきわめてしまりあり、暗褐色土を多量に含む0

4.黄褐色土(10YR5/8)きわめてしまりあり、暗褐色土をやや多く含む。

5 .によい賞椙色土(10YR7/引きわめてしまりあり、暗褐色土やや多く含む。

6.黄燈色土(10YR7/8)きわめてしまりあり。

7.黒掲色土(10YR2/2)きわめてしまりあり。

1 8.明貰褐色土(10YR6/6)しまりなし、地山崩壊土をきわめて多量に

「 含む。
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第 3節検出遺構と造物

A /(卒、 B

¥九~日/"SK127 

SK140 

SK153 

AHニ川OOm
B 主日 =90.000m

B 

い 11_z / 
LI / 3 I VII 

¥ 4 " _ノ

土坑 検出グリ y ド 制i話 司王面形 断面形 上端部径(m)下端部径(m) 深さ(m) 埋土の状態 E震複関係 i遺物 jjjisl

SK125 NK52・53、NL52 VII 不袋内形 E 1.13x1.06 0.78 x 0.59 0.60 人為堆積

SK126 NK52・53 VII 不整円形 E 0.97 x 0.75 0.71 x 0.59 0.58 人為堆積 SK140→SK126→SK153 

SK140 NK53 VII 円形 E 0.61 x (0.38) 0.26XO.25 0.63 SK140→SK126 

SK153 NK52・53 W 円形 E 0.58 X (0.57) 0.46 x (0.36) 0.85 SK126→SK153 

SK127 NK52・53 VlI 円形 E 0.80XO.75 0.65 x 0.58 0.51 人為堆積

I SK128 NJ52・53、NK52 VlI 円形 E 0.80 x 0.76 0.75XO.65 0.51 自然土佐穣

第46罰 5 K 125 • 126 • 127 • 128 • 140. 153土坑
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第4求訴J1工の記鉢

AH 川 ()()m

S K131 

1 .暗補色土(10YR3/3)しまりあり。

2 .暗褐色土(lOYR3/めしまりあり、地山崩壊土やや多(含む。

3 .黒褐色士(lOYR2/3)きわめてしまりあり、地IU粒少量、炭化物少量含む0

4.黒褐色土(lOYR3/引きわめてしまりあり、地ILJ粒少量、炭化物少量含むO

5 .によい黄褐色士(lOYR4川ややしまりあり、地IIJ崩壊上多量含む。
6 .黄禍色t(10YR5/6)しまりあり、暗前色士きわめて多量含む。

SK131 

B 

ノ
⑨
 A 

ら
P 
ζ') 

B c与

〈与

aミ¥
SK142、J

A 1-1ニ 89.700m B 

ミ2r

SK145 

三生三ZB⑨ 
/ ~ペ\ S K 145 

A喝。C誌比唱よy戸時附前酎む削叩:ゴ1川(日山l叩山0

SKlは44 九』戸~ -一一甲

B @ 
六へJ

;制45AGふ
S K141 
1 .黒褐色土(10YR2/3)ややしまりあり、地山粒やや多く含む。

2 .黒褐色土(10YR2/2)しまりあり、地山粒やや多く含む。

S K148 
1 .暗褐色土(lOYR3/4)しまりあり、地山崩壊土やや多く含む0

2 .褐色土(10YR4/4)しまりあり、地出崩壊土やや多く含む。

3 .褐色土(10YR4/6)しまりあり、地山崩壊土きわめて多量含む0

4.褐色土(lOYR4/6)しまりあり、地山崩壊土やや多く含む。

5 .黄褐色土(1OYR5/6)しまりあり、地山崩壊土やや多く含む。

A R 
-H=89.4()()m一一

A R 
-H 日O.OO()m二二

4 5 
vll 

。 1m 

土坑 検出グリッド 機踊 平面形 断面形 上端部径(m) 下端部径(m) 深さ (m) 埋土の状態 重複関係 遺物挿図

SK131 NI52 vll (不整円形) F x 1.70 x1.45 0.26 自然堆積 SK131、→、5511〈111535→SK159 

SK141 子JM53、NN53 vll 円形 F 0.61 x 0.50 0.49 X0.42 0.24 自然続税

SK142 NN53 vll 円形 F 0.46 X0.42 0.32 XO.29 0.16 

SK143 NN53 vn 円形 E 0.49 X0.49 0.30 XO.26 0.37 

SK144 NN53 V百 不整円形 E 0.29 XO.21 0.21 x 0.12 0.20 

SK146 NN53 vn 不整阿形 H 0.60XO.38 0.18X0.13 0.64 

SK145 NN53 vn (円形) E x1.01 xO.91 0.22 

SK148 NK53、NL53 vn 円形 E 0.44 x0.43 0.20X0.17 0.50 人為堆積

第47図 SKi31・141・142・143・144・145・146・148土坑
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S D138 

第3節検出遺構と遺物

S K147 
1 .褐色土(lOYR4/4)ややしまりあり、地山崩壊士やや多く含む0

2 .によい黄褐色土(10YR4/3)しまりあり、地山崩壊土きわめて多量含む。

3 .褐色土(10YR4/4)しまりあり、地山崩壊土やや多く、炭化物少量含む0

4.によい黄褐色土(10YR6/4)しまりあり。

5 .福色土(lOYR4/6)しまりあり。

6 .黄燈色二七(lOYR8/6)きわめてしまりあり、黒色土やや多く含む。
7 .褐色土(10YR4/4)しまりあり、地山崩壊土やや多く合む。
8.によい黄位色土(10YR7/4)しまりあり。

9 .黒掲色土(lOYR3/2)しまりあり。

10.時褐色土(lOYR3/4)ややしまりあり、炭化物少量合む。

ニミd
¥ i D 

¥ 

、-・-・
A B 
一 -H=90.300m 

¥1 SK154 

A B 
一一日 =90.200m

1m 

可|
50152 
0 2m 

1 .時掲色士(10YR3/，l)ややしまりありJ自IlJ崩壊土多量含む。 S D152 
2 .によい黄褐色土(10YR5/4)しまりあり、地山崩壊土多量含む。
3 .明賞掲色土(10YR6/8)しまりあり。

土坑 検出グリッド 樹踊 ifi.図形 断 固 形 上端部筏(m)

SK147 NL52・53 vn 不整円形 E 0.93 x 0.73 

SK149 NK53 V百 円形 E 0.48 X0.43 

SK154 NF52 vn (椅円形) E (1.48) X 1.11 

SK155 N152、NH52 VlI 円形 (1.35) X 1.17 

SD152 NN52、N052 vn 不務権問形 G X1.74 

SD138 NM51・52、NN52 W 不整楕円形 F (4.28) X 1.94 

1 .暗掲色土(10YR3/3)しまりあり、地山粒少量含む。
2.褐色土(lOYR4/4)地山崩壊土多量に含む。

下端部筏(m) 深さ (m) 埋土の状態 車複関係 透物持 ~I

0.50 x0.40 0.65 人為堆積

0.29 X 0.26 0.63 

XO.97 0.39 72 

(1.18) X 0.99 0.54 72 

X1.45 0.43 自然、堆穏 72 

(3.70) X 1.77 0.87 自然、堆積 72 

第48図 SK147・149・154・155土坑、 SD138・152溝状遺構
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第 4業調査の記鉢

。 5cm 

日
川

υ何

m
 

nし
1
1
4
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に
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=
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l
L
L

o lOcm 
64 b一一一一~

o 10cm 66 ~ 

番号 出土地点 !選 器種 分類 口径 底径 滋高 文 様 総均株 回転方向 i欄似糠 情聴(外) It務付Ji

60 SKOl 宜~ 変Jf~工字文? ナデ ベンガラ ベンガラ

61 SK01 二重没錦による区画文 ナデ

62 SK01 64の中 台付鉢 B (12.2) 6.4 10.3 山腕腿噛位キザミ呂文帯 ヨコナデ

63 SK01 深鉢 縄文 LR 横 ナデ スス

64 SK01 下層 深鉢 B 1 26.6 9.1 34.5 縄文 LR 不整 ナデ スス

65 SK01 深鉢 縄文 LR 横 機ケズリ スス

66 SKOl 下層 深鉢 A 33.0 10.6 40.0 縄文 LR 横・斜 ヨコナデ スス スス

第49図 SKOl土坑出土土器
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第4I主調査の記鉢
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第 :3im検出遺構と造物

(喧γ)

¥〆

¥ トー

|関 社H:tt批点 !醤 器)伝 分額 口径 底径 否~6ロ吋1主力 ノマ、 様 事故病本 密主方向 段奇特麓 H若者(持j 付着告げli
89 SK56 注口 A 2.2 | ナデ

目。 SK56 深鉢 B (6.6) 縄文 LE 不事実 ナデ スス スス

91 lr--:'rt:~トォ ーγ ，
不眠Ij川"ノJ'_'"ニ〉

92 SK56 仕立主翌 ヨ 7ナデ スス

吋3 SK56 合付鉢 (8.2) l ヨコナデ

94 SK56 鉢 (8.3) ヨコナテ

事5 SI三58 上 m 八 11.8 2.1 3.4 口径部突起十3ド行北線内慶治 LE 績 ミガキ

日6 8K58 と ;ニナ 4.2 2.0 3.8 ナデ

97 SK58 k :ニチュ7 IC 6.7) |口融突起 スス

SK56 • 58土坑出土土器(1) 
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第 41主調会:の記誌

90 

/ク
対二二二二~1
。 5cm



京 3 節検出遺構と .~ïk物

，，，"定~~開

o 5cm 
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第 4主主 調査の記録

134 
136 

137 

。

番号 出土地点 扇 器形 分類 口径 )丘後 器，ii'IJ 文 議
|l 謎L郊R淋 !回転斜方向 || ij語ナ版デ麟 (t着物(持) ii 結納)

131 SK58 下 人組三又文(要説鵡〉

132 SK58 下 i山楼鵠函支第弓 七ザミ日三指 L 右差 アァ スス

133 SK58 ド LD 主筆§縦 スス

134 SK58 下 l口開限諮問ト人組語、文? づえス

135 SK58 下

1凶
B実包-j一三支文+司王子放線 ミガキ スス スス

136 SK58 下 ヰ弓子没線什勾爵髭並桟泉 ナデ

137 SK58 下 深鉢 事紋 LR 横 ナデ

138 SK58 下 深鉢 要繁務手jねこよる1寺!燦童文+縄文: 日!日 横・横 ナヂ スス

139 SK58 下 深鉢 知良文

92 



第3im 検出遺構と遺物

ワ
μ

A
守

口
H
H
H
M
M
M
M
M
M

1.4 

01Ocm  

|番号 出土地点、 !蕗 器形 分類 口径 民径 器局 文 様 線対京体 回転方向 ド通α離 持者韓(丹) H鞠(内)
140 31(，58 下 深鉢 i 29，3 9，5 37，9 縄文 LR 不整 ナデ スス

SE.58 下 深鉢 1(30，8) 縄文 不整14J LR ナデ スス スス

1142 SK58 下 深鉢 (18，5) 事故 LR 不整 ナデ スス

143 SK58 下 深鉢 D (25，2) 事故 LR 横 ナデ スス スス

144 SK58 F 深鉢 (30，0) 縄文 LR 不整 ナデ スス

145 SK58 下 深鉢 (23，2) 縄文 LR 犠 ナデ スス

!同ISK58 I 下 I i架鉢 I D 2 I I 8，1 I l縄文 I RL I t黄| ナデ スス i スス

58図 SK58土坑出土土器(7)
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っ‘Uに
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F縄文時代中期の粘土採掘坑群の調査 多摩ニュータウ

本考古学協会第57@]総会研究発表要旨 1鉛l(平成3年〉

f東北新幹鰻興需県議文化財調査報宍書理J者手県文化財調査報告書第.51
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第4章調査の記録

常盤J4;ム長" 日

165・

。 5cm 

o 10cm 
し一一一一一ー一一一一一_J

番号 出土地点 麗 器形 分類 口径 底径 器用1 文 様 事紋原体 自転方向 !極u..w護 指輪(~，ì 儲鉱山

163 SK65 縄文 LR 横 ヨコナデ! スス スス

164 SK66 縄文 LR 議 ヨコナデ

165 SK67 人組三叉文? LR 横 ナデ スス スス

166 SK66 条痕文; ヨコナデ|

167 SK69 縄文 LR 多} ヨコナデ スス スス

168 SK68 横位王将'itti)j! ミカキ | 

169 SK66 深鉢 D 28.8 縄文 LR 横 ヨコナデ| スス

170 SK67 鉢 7.9 ケズリ

171 SK66 壷 8.4 縄文+上部は一部ケズワ LR 幸A ナデ スス スス

172 SK66 深鉢 C2 18.5 日，8 20.0 縄文 LR 横 スス | 

173 SK67 深鉢 D 1 i 31.7 9.6 40.9 縄文 LR 不整

第61図 SK65 G 66 • 6i • 68 • 69土坑出土土器
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床直 !深鉢

鉢

鉢

台f梯 IF 

第3節検出遺構と造物

第62図 SK71土坑出土土器
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第41主調査の記録

。

10Cl11 

文

ナテ ! スス

人組三叉文つ

8.0 I軽量位沈線十ミ灯キ
l縄文(騎百も会節

縄文

。 -廿子暗 T-T

第63図 SK78.89土坑出土土器
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第4章調査の記録

201 

200 

202 

5em 

番号|出土地点 層 | 器形 分類 口径 if.ま径 荷qu1snコ1_1 ¥[ 様 線対版本 滋方向 ド:鋭正記嘘 H重苦 H議f内)

2001 S1¥.105 I 上部 12偲一対のB突起十王f包三ヌ二>c 不整ガキ ベンガラ ベンガラ

201 SKI05 上部 ]資部が波状の山Jfj突起 LR ナテ

202 SK1051 上部 i 山形突起ゃ=t=l抱弧1大文 ミカAキ スス 7、7、

203 S1¥.105 t部 山形突起+人組二三文;文; LR 横 ヨコナデ スス スス

204 SKI05 j二部 山形突起ト尖起に沿う縄文ffと祭文信 LR 手~~ ミガキ スス スス

205 SKI05 上部 鉢 主主tk口縁仏率五三叉文 LR 滋 十ヂ スス

206 SK105 上部 鉢 波状口縁十人中正又文 LR 1黄 ナテ スス スス

207 SK105 上部 鉢 人組三叉文 LR 不務 ナデ スス スス

208 SK105 宜ム"

縄三文叉文
LR 機 ミカキ

209! SK105 不盤 カ刊キ ベンガラ

2101 SK105 k部 日展都中1]突+総文 LR 横 ヨコナデ スス

第65函 SK105土坑出土土器(1)
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第3節 l';Jtl!'，;立捕と遺物
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第 4主主 i調査の記誌

/ I ¥ 

。

第67国 SIく105土坑出土土器(3)

この上面も使用されたようであるO

S 0152溝状選議(第48@ 72簡)

S D138溝状遺構の約 2m西側にある。埋士aの状態、長軸方向はよく似ている。遺構検出面

の地山商で、は SD138とは途切れているが、地山より 1 もしまりのある詣では、連続
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第 3節 検lH遺構と造物

229 U 

有
日
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喜3号 出土池点L 扇 器形 分類 口径 底径 器高 文 様 線対幹 蹴方向 |噛場設 十i務(外j 付着脅(内)

226 81壬105 下部 宝二廿毘 翻 3文内こ突起十縄文議 LR 十黄 ミカーキ

227 81壬105 下部 波状口縁+人組三叉文 LR 様 ヨコナテ' yヴ、マ，、

228 81壬105 一下部 開[V;i2傍一宮、1(i)!陪誕となるd路捷 LR 横 ミガキ スス スス

229 8K105 下部 宜t主 平行崩事 LR 横 ケズリ

230 8K105 下部 入組三叉文つ LR 機 ミガキ

231 SKI05 下部 機位三!弓す沈線+無反落 LR 横 ナデ スス

232 8K105 

下下下部部郎

縄文帯+無え帯 LR 告量 ヨコ十ヂ ベンガラ

1233 8K105 |波状口縁+縄文 LR 議 ヨ1ナデ スス

81く105 η7，5 ケズ 1)

〆

1 ド三34

第68箇 SK105土坑出土土器(ヰ)

していた可能性もある。これらの溝状遺構は立地や形態、埋土の状態からみて水流のある溝、

区画施設を建てる際の掘り方とは考えられない。あえて推測すれば斜面上部と台地上をつなぐ

道路遺構の可能性もある。道路遺構とすれば、 SK58土坑に付属して粘土や細粒砂を運識する

ための通路だったのかもしれない。
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第 4章調査の記録
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第4章調査の記鋒
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第71図 SK124ぺ30• 132・133• 137 • 149 • 151土坑出土土器
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第3節険，'H遺構と造物

273 

番弓ト 出土I也点、 層 務形 分類 口径成筏 器高 又 様 縄瀞jf，j; 自転方向 I噛fTJiJ縫 好著脅(丹j N蓄積約j

SK153 ミ刀ニF ミガキ ベン方ラ

SK154 じ字状降線見ltt→一三文文 ミガキ

270 SK154 キザミ回文様十法線文 ナデ スス

271 8}王154 条痕文

272 SK155 頂部にキザミ討のある山際起 ミカeキ

273 S1¥155 波状口縁+縄文義+無文帯 フーフ勾

274 SK155 鮒謝， I 8.3 ミガキ ナデ

275 SK152 4.5 ミガキ ナデ

276 SK155 ~!\文帯十縄文 LR 横 ナデ

277 SD138 吉本 B突起+無文帯+一郎に縄文 LR 横 ナデ フ、 7、 ノ、ノ、

2781 8D152 1 (ナデ) ヨコナデ! スス | スス

第72図 S K 152 • 153 • 154 " 155土坑、 SD138" 152溝状遺構出土土器

ヰ 焼土遺講

5筒所で検出した。

SN03焼土遺犠(第77jgj)

調査区東側で検出した。撹乱によってほとんど原形をとどめておらず詳細は不明であるO
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第4章調査の記鉢
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o 5cm 

第73図 SKOl • 37 • 56土坑出土話器

。δハ
U

1
t
i
 



。

「ーフ
し/

苦3号 出土地主、 層 器jf;

S22 SK56 |磁器

823 8J王56 凹石

S2.1 SK58 上 石様

S25 SK58 炭化物損 重軽器

S26 SK58 上 石様

827 SK56 石錐

3281 31て58 ト 凡川叩

第74図 SK56 0 58土坑出土石器
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第 :iぽj 検出遺構と遺物

。 10cm 

。 ::>cm 

分類 長さ 申話 !享さ 重さ

11.0 10.1 

9.7 10.1 6.4 901.4 

(l O.O)! (12.1) C1l.1)!C 1710.7 

3.1 I 831.3 

(22.8) 14.9 12.9 (6390) 

a 4.6 2.6 1.4 13.1 

c 5.2 4丹 22 24.8 



第 4章調査の記録

tcζ二~

く二二二戸
〈ご二二フ

: 

S:30 

S:31 

番号 出土地点、 }薗 器形 分類長さ 幅「雇王室長
829 8K58 下 1黄主主石匙 7 9 8.4 1.3 77.5 

830 8K60 埋土仁11 縦型.b匙 c 4.6 1.8 0.9 6.3 

831 8K66 転車型石匙 5.0 4.3 0.9 9.3 

832 SKI05 不定形石器 a :H 6.4 15 27.5 

833 8KI05 不定形石器 b 3.3 6.9 3.3 45.5 

834 8KI05 思土中 石核 K 5.0 6.0 

! 8351 8KI05 埋土中:二次加工のある剥片 g 7.1 8.3 2.5 

第75函 SK58 e 60 • 66 e 105土坑出土石器
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S36 
ζご込

事3節検出遺構と遺物

S37 4議一時三ミ
/~ 

くこ〉 ω

q
L
 

A
せ

に
U

ζこ〉
S41 

ζ三:::>S43 

番号 出土地点、 層 器形 分類 長さ キ言 j事さ 重さ

S初 18K105 j二部 主ゴ貴日 (11.4) (2.5) (0.6) 1(25.2) 

83'7 8K106 境土中 不定Jf5n器 b 8.1 5.5 1.6 61.4 

838 8KI06 埋土中 不定形石器 d 22 3.7 0.8 6.1 

839 8K114 埋土tj1 石冠 6.1 5.4 3.7 78.0 

840 8K151 埋土中 微IN~IJ開眼のある最Jj片 4.7 3.5 1.0 15.5 

841 SK151 埋土中 一次加工のある者11片 f 4.4 3.8 1.4 24.9 

842 、I129 焼土中 不定形石器 h 3.9 2.8 LO 9.2 

8431 8N129 焼土中不定形石器 h 3.5 日 8 0.9 10.7 

第76図 SK 105 • 106ぺ14.151土坑、 SN129焼土遺構出土石器
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第4章調査の記録

S N13!壌土遷掻(第26国)

浮石混じりの土に形成されておりギ安時代以降のものである。斜IAiド方に弧状に広がってい

るのは地形的要因による流出であろう。

S N91!暁こと選議(第40図)

S KI00土坑、 SX62性格不明遺構と重複している。規模からみて相勺強い火熱または長期

にわたる使用によって形成されたと考えられるO 検出面はIV膳でSX62性格不明遺構より新し

く、 SKI00土坑より古い。

S N 112 (第77図)

調査区東側の急、な斜面の中腹にある。 NR51グリッドから NP48グリッドにかけて延びる 1::::1

然の大きな沢の埋土上に形成されていたものである。したがって、次が埋没しきった後のもの

である。

S N 129 (第77• 78 • 79図、図版 3) 

N F51グリッドを中心としてIV層上の広い範囲に焼土が形成されている。焼土の上や周囲に

は地山土のブロ yクが多量に混じる黒褐色土が再堆積している部分がある。焼土中及び、上面に

焼土層が形成された 4層中からは多量の遺物が出土した。土器は後期末~娩期初頭で、刻毘の

充填された人組文や玉抱き三叉文が施文されたものがある。

5 性格不明遺構

台地上の調査区中央部で 2箇所検出した。複数の土坑や竪穴状の遺構が重ー複しているようで

あるが、明確なプランはつかめなかった。埋ニヒ中には多量の遺物が合まれ、完形土器や復元

能な土器も多い。白地を捨て場として利用したものと思われる。

S X62 (第80""'88• 91図、図版 3)

B類土坑群の西側、台地縁辺の凸部の付け根部分にあり、東西約5.3m、南北7.4m以 tの範

囲で不整形の落ち込みが検出された。断面土層からは SKI05土坑も含め、少なくとも 4某の

土坑と 3基の竪穴状遺構の重複があるようにもみえるが、詳細は不明であるO 埋土中にはきわ

めて多量の造物が含まれており、主体をなす土器は晩期前葉(大相B式)である。南側の竪穴

状に一段低くなっている部分の底面からは中期末の土器片(第88図354"-'357)も出土したので、

S X62は、中期末の竪穴住居跡によってできた間部を利用した晩期の捨て場とも考えられる。

S X 107 (第81• 89 e 90菌、歯版 3) 

調査!R北端、 S195竪穴住居跡と SX62性格不明遺構の間にあり、地山面では東西3.6m以

上の浅い竪穴状の落ち込みが重複しているO 埠土中から多量の遺物が出土した。主体は晩期前

(大洞B式)であるG

の
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ハ
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第3節検出遺構と造物

SN112 

A/1  B 

沼、平鵠認す
1m 

S N03 

1 .暗褐色土(lOYR3/3)ややしまりあり、暗赤褐色焼土(5YR5/8)をきわめて多量に含む。
2 .黒褐色土(10YR2/3)ややしまりなし、焼土粒を少量含む。

3 "黒鴇色土(19YR3/2)ややしまりるり、焼土粒を徴量含む。地山崩壊土をやや多く含む0

4 . a音褐色土(lOYR3/3)ややしまりあり、焼土粒を微量合む。

6 .暗揺色土(10YR3/4)しまりあり、地山粒やや多く含む。(基本層住5層)
7. によい黄掲色土(10YR5/4)補移題。しまりあ~1) 、粘性やゃあり、地山崩壊土多量含む。(基本層断層)

S N 112 A 
1 .黒褐色土(10YR3/2)焼土粒多量含む。-

2.黒謁急土(10YR3/2)黄褐色中砂多量含む。
3 .貰褐色土(10YR5/6)貰褐色中砂層。
4.褐色土(lOYR4/4)焼土小~中粒やや多く

5 .褐色土(lOYR4/6)焼土を主体とした層。4層が混じる。

B 

SN129 

第77菌 SN03e 112. 

っυ
1
3
5
4
 

1
i
 



第4章調査の記録

¥Ld， ' 。 5cm 

10cm 

番号 出土地点 層 器形 分類 口径 底径 器局 文 様 糊排 回転腕 戸緬崎綴 11脊搬船 11着物(~)

279 SN129 焼土中 鉢 E 15.7 5.6 13.4 |阿突捺刷を鵡+銭鰍状にわつ1ω劫{渇る事醜鯵tt 下ヒナケデズリ スス

280 SN129 焼土中 鉢 E 8.0 ミガキ十メガネ状泣議文 ケズリ

281 SN129 ;焼土中 台付鉢 E (14.8) 6.0 1，3.8 波状口縁+ケズリ ナデ スス スス

282 SN129 ;焼土中 鉢 9.0 ナデ

283 SN129 焼土中 縄文 LR 横 ナデ

284 SN129 焼土中 鉢 5.4 ケズリ

285 SN129 焼土中 鉢 8.0 書官文 LR 横 ナデ

286 SN129 焼土中 宣'd ミガキ ヨコブテ

287 SN129 焼土中| 皿 | (18.6) ミガキ ミガキ

一
第78函 SN129焼土遺構出土土器(1) 

-114 
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主;ム弘正近年記~ ¥ ) 
m2217L磁川
定選轟鋲み忍観点型 I I 
鰐山令 291 LJ 

Sみ付

295 

第3節検出遺構と造物

293 

294 

i番号 出土地点、 層 器形 分類 口径 底径 器ぬ ぜλr、 様 事i出構 回転方向 内野嘉鐙 十j喜善(昇) H銭(内)
288 S子J129 :焼土中 鉢 発起+蛾紋÷入車眠、口雰φ舌F~こヰザミ民 ナデ

289 SN129 焼二七中 鉢 人組文状の帯状キザミ日文 ナデ

290 SN129 :焼土中 鉢 脚こキザ:自の人る恕+ボタン糊掬+キザミB措 ナデ

291 SN129 焼土中 鉢 キザミ同文帯

292 SN129 焼土中 鉢 M匹文文状のヰザ:i=l滞+ポタ哨崎機 ナデ

293 SN129 ;廃土中 鉢 ::t.抱三文文“トキザミ日文帯 ナデ スス

294 SN129 焼土中 鉢 ロ屡部に連続突起+縄文 LR 不撃 ナデ スス

295 SN129 焼土中 鉢 総文 LR 機 ヨコナデ

296 SN129 焼土下 鉢 ~古行沈線十日突起十縄文 LR 斜 ミガキ

297 SN129 焼土中 鉢 (13.8) 、、、 ー縦裂のB突起 ナデ

第79関 SN129焼土遺構出土土器(2)
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第 4章調査の記誌

=ヨ
i∞ 

調査i三外

S X62(A B) 14.去、福色ゴ二 (5YR4/6)

1 .黒褐王立土 (10YR2/め しまりあり、ベンガラを合む。

しまりあり、地IJJ崩壊土多量、炭化物少量含む。 15.黒地色十ー(lOYR3/2)

2 .黒褐色土 (10YR2/2) しまりあり、地山崩壊土多量に含む。

しまりあり、地LLI粒少量合む。 16. 黒尚色 I~ (10 Y R2/2) 

:3 .黒褐色土(lOYR2/お しまりあり、地lLJ粒少量含む。

しまりあり、地iJJ粒少量含む。 18.前色上 (10YR4/4)

4 .嬬色七(lOYR4/4) しまりあり、地山崩壊土きわめて多量合む、

きわめてしまりあり J也山私立徴呆合む。 粘性やゃあり。

5.黒褐色土(10YR3/2) 19.黒掲色七日OYR3/2)

しまりあり、地山粒少量、炭化物少量含む。 しまりあり、地山崩壊土やや多く合む 0

6.黒褐色士(lOYR2/2) 20.黄偶色上(lOYR5/G)

ややしまりあり、地ILJ粒微量、炭化物やや多く合む。 きわめてしまりあり、Il音褐色土やや多く含む 0

7 .黒褐色 tOOYR3/2) 21ーによい黄褐色!".(10Y R4/3) 

きわめてしまりあり。 きわめてしまりあり、地lli崩壊 1'.多量、

8.黒掲色土 (10YR2/3) 炭化物少量含む2

きわめてしまりあり、地iti粒少量含む。 22.黒褐色土(lOYR2/2)

9 .黒補色土 (10YR2/幻 しまりあり、地lLJ杭少畳、炭化物少量合む。

きわめてしまりあり、地山粒少量合む。 23.にぷい黄備位土(lOYR5/4)

10. 11音褐色一i二(10YR3/引 きわめてしまりあり、非褐色 1'.(5YI~4/的
きわめてしまりあり、地山牧やや多く含む。 のベンガラ合む。

11.1培褐色土(10YR3/3) 24. 黒色土(lOYR2/1)

きわめてしまりあり、地山崩壊士多量合む。 しまりあり、地山崩壊二i二やや多く含む 0

12. 褐色土(10YR4/4) 25.黄枇色土(10YR7/8)

きわめてしまりあり、地山崩壊土きわめて多量含むの しまりあり、地111士、黒色一七やや多く合むο

13.黒縞色二上(lOYR3/2) 26.黒補色土(lOYR3/2)
きわめてしまりあり、池山崩壊仁やや多く、炭化物少量 きわめてしまりあり、地iJJ崩壊士号多量に含む。
合む。

po 

τ
1
i
 

τ
1
i
 



C H =90.GOOm 
1-a 

H =90.7UUm 

2 S 12 A 竺-::L
ι 宅~l-::.L 11 ..o土7XVI
~ミ主謀長主主雲罰日
3-i-u←十 10

G H =90.300m 日

需品=考F
S X62 (E -F) 
1 .A-B 断面の6層。

第 3節按H:'J遺構と遺物

D 

S X62( C -D) 

1 .黒褐色土(10YR3/2Jしまりあり、地IlJ粒少量含む。
2.黒掲色土(lOYR2/3Jしまりあり、地IIJ粒少量含む。
3 .によい黄褐色士(10YR4/3)しまりあり、地山粒少量、炭化物少量含む。
4 .1こ.kい黄褐色土(10YR5/4)しまりあり、地山粒やや多く、炭化物少量含む。
5 .によい黄褐色土(10YR5/4)きわめてしまりあり、地山崩壊土多量含む。
6.掲色土(10YR4/引きわめてしまりあり、地山粒やや多く、炭化物少量含む。
7 .褐色土(lOYR4/4)きわめてしまりあり、地IlJ崩壊土きわめて多量含む。
8.黒褐色土(10YR3/2)しまりあり、地山粒少量、炭化物少量含む。
9 . s音掲色土(10YR3/3)きわめてしまりあり、地IlJ粒やや多く、炭化物少量含むo

to.碕褐色土(luYR3!4)きわめてしまりあり、池山崩壊土多量含む。
11.黒褐色土(lOYR2/2)しまりあり、地山粒少量、炭化物少量含む。
12.黄掲色土(10YR5!6)きわめてしまリあり、地山土をきわめて多量含む。

2 .11音掲色土(lOYR3/3)ややしまりあり、地UJ崩壊土炭化物、少量含む。
3 .黒掲色土(lOYR3/2)しまりあり、地IJI粒やや多く、炭化物少量含む。
4.黒持j色:t二(lOYR2/3)ややしまりあり、i也山崩壊土やや多く含む、やや砂状。
5.A-B断面の26層。
6.A-B断面の21層。
7盲;茶褐色土(10YR3/2)しまりあり、池山ブロックきわめて多量、炭化物微量含む。
8.によい葉樹色!二(lOYR4!3)しまりあり、地!lJ崩壊土きわめて
9 . f.品色上(lOYR4/4)しまりあり、地111崩壊土多量、炭化物微量含む。
10.暗掲色土(lOYR3/4)きわめてしまりあり、地山粒やや多く含む0

11.黒褐色 1-_(10 Y R2/2) しまりあり、地Illj~少量、炭化物微量含む。
12. U音掲色j二(lOYR3/引きわめてしまりあり、地山崩壊士をきわめて多量に合む。

S X62(G -H) 

1.A-B断面の16層
2 .黒褐色土(lOYR2/3)きわめてしまりあり、地山崩壊土やや多く、

炭化物微量含む。
3.暗掲色土(lOYR3/3)しまりあり、地山崩壊土多量含む0

4.褐色土(lOYR4!6)しまりあり
5 .A-B断面の18層。
6 .黒褐色一!JI0YR2/2)しまりあり、地山崩壊土やや多〈、炭化物小量含む。

7.!日掲色上(lOYR2/3Jしまリあ 1)、地111粒少量、炭化物微量合むo

A官 ¥_ー__...，.-<(ぐ¥1J一一一寸守口 H.黒褐色上(lOYR2i2)しまリあり仙粒やや多く
\~一一/ノj ルテグ グムL 9.A-B闘の191留守
~ミエ日長話/ミふ ぷ〆 10.黒掲色士(lOYR3/2)しまりあり、

¥¥ ./グノSX10711.fl音鵠色土(10YR3/3)しまりあり、地山崩壊土多量合む。
、ニ〆 12.黒掲色土(lOYR3/2)しまりあり、地山崩壊土やや多く含むo

A H = f)O. 100 m R 13 ，A B断面の201言。

第81留 SX62 o 107性格不明遺構
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第 4章調子i'の記録

299 

，，
 

J
f
 ，，， 

30:i 

|雲
出土ltlL点、 !霞 器形 分類 口径 底径 器品 文 様 事跡群 自転旅 F噛江主嘘 付着覇(社) It劫(i!l)

SX62 埋土下部 台f、I鉢 H3 16.8 7.3 18.7 波状口縁÷主抱き状三叉文; LR 横 1: ~ガキ・下ナテ スス 7、ス

299 SX62 GH菌面倒層 E (13.4) 11.3 Iニ叉文十変形文 [~方キ・トナデ

300 SX62 埋土下部 宝A豆J L 8.2 6.9 20.8 ijZ千丁「勝長内lこ短，¥t脱員充場÷総文 LR 繍 1:ミガキペナデ

301 SX62 |埋土下部 宜ムl! D 1 8.5 6.4 15.7 縄文 LR 不ま妥 ナヂ

302 SX62 草R-:l二下部 官官宜 F 2 5.0 4.0 7.0 口唇B突起H.員自am突起+縄文 上iガキ・下ナデ

303 SX62 思土下部 宜立廿宮 D2 6.7 ミガキ ナデ
--4 

304 SX62 I EF断面l層 宣士E L i 11.2 ケズリ iケスリ|

第82図 SX62性格不明遺構出土土器(1) 
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第3節 捻出逮捕ーとj毒物

307 

310 

ηυμ

一

信議

。 5cm 

l番号 出土Jtl!;お; j脅 器形 分類 ロ淫 底径 器高 :文~い技識を充壌様

縄文溺本 自転続 f噛崎被 棺韓(持) 村吉桁j)

305 SX62 AB邸調関 LR 横 ナデ スス スλ

306 SX62 AB腕商i15屑 横位条痕文ソ リ ナヂ スス スス

307 SX62 AB節商事層 入品E叉文t LR 横 ヨコナデ スス. 
308 i SX62 IAB腕欝5居 波状口縁+入』丑ミミ叉文 LR 横 ナテ' スス スス

309 SX62 AB続lil25層 鉢 縄文 LR 機 ナデ スス

310 SX62 EF柄頭1隠 13j医初勝おある鑓十三刀、+)¥*'ま;七 LR 横 ナデ スス

311 SX62 EF断面取層 鉢 (13.6) 玉抱人組云叉文 LR 繍 ナデ スス スス

312 SX62 AB腕liJ2!脅 斜伎のヰ弓子沈線 ミカーキ

313 SX62 床直 鉢 12.5 丸底 4.7 上部ナデ+下部ケズワ ナテ

314 SX62 AB断面ilR雪 土偶

第83臨 SX62性格不明遺構出土土器(2)
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第 4主主 調査の記録
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322 323 

o 5cm 

干3番1号51出s土:壬地62点、 Gll踊i醤l緩i
Ilii形 !分類|口淫 IIH手 器高 又 様 告fi立政{本 続方向 iJ扇概 討論 I11統制

条入手痕丘文二又文
ミ 7)弓二 スス スス

316 ~X62 GH断酪層 ナデ

317 SX62 GH航路層 玉抱き三叉文 LR 燐 ヨコナデ スス

318 SX62 GH断面10層 波紋口縁十人組三叉文 ナテ スス スス

319 SX62 81…i留酒11厨 血 斜位の、ド行沈線文 | ミ力キ

320 SX62 CD腕溜!語 服 入総二三叉;文+斜位の平行沈線文 ミカAキ

321 SX62 CD断臨!語 Iill 人事!と叉文 ガキ|

322 SX62 CD陣融濁 人組三叉文つ LR 不整 ナデ スス スス

323 SX62 CD続in10層 人組三叉文つ L R I横 ナデ

1
324 SX62 埋土下部 山Jf0お包÷人組三叉文ワ LR 犠 ヨコナデ スス スス

13判 SX62!埋土下部 突起+三叉文+縄文帯 LR I様| ミカキ| スス

第84鴎 SX62性格不明遺構出土土器(3)
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。 5cm 

第3節検lB遺構と造物

328 

アパグ
つ臼qJ
 

qベ
パ
リ

番号 出土地点 層 分類 口径 底径 器I誌 文 様 |総対称 自転方向 i噛構築 H論(持) H鵠(内j

326 SX62 埋土下部 :I抱き三叉文 LR 機 ナデ スス スス

327 SX62 1翠土下部 玉抱き三三叉文 LR 犠 ミガキ

328 SX62 埋土上部 条痕文

329 SX62 埋土下部 入総三叉文 LR 機 ナデ スス

330 SX62 j翠土下部 波状口縁十日醤郊に車l践 LR 議 ミガキ

331 SX62 思土中 人組三叉文÷弧線文 ナデ スス

332 SX62 埋土中 ロ援部日突起十速結若t;文 ミカ2キ スス スス

333 SX62 思土上部 入車配叉文? LR 機 ナデ スス

334 SX62 思二七上部 日開B実在十連結菱信文+平行間I:PJI:短¥¥ij;韓を充壊 ミカ'キ スス スス

第85毘 SK62性格不明遺構出土土器(ヰ)
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第 4章調査の記録

¥ 

裏 表

。
m
 

円
し

F
「
り

番号 出土地点、 層 ~形 分類 口径 }紐 L~品 文 権、 l棚田醐 I悩i必藤 H跡的 !倒的j

335 SX62 埋土上部 鉢 (19β) 人組三叉文 ミガキ スス

336 SX62 埋土中 鉢 (15.4) 入意見三叉文 LR 不整 ヨコナデ| スス | スス

337 SX62 捜ニLt部 鉢 ( 6.8) ロ庭部に車l炭: ナデ | 

338 SX62 埋土上部 鉢 ロ離日iこキザミ民十、'Hi抗議十内面沈料! 横 ミカキ ノ勺、 ノ勺、 スス

339 SX62 理土上部 耕三叉文十人*E叉文; ミガキ

340 SX62 思土上部 服 雲形文? LR 不繋 ミガキ

341 SX62 思土上部 m I ~口I芹鶴平抗自告噛自ムキ1jザ，n二ミ目守苅合粁i附緋 LR 横 ミガキ

342 SX62 出二中| 鉢 波紋ロ緩+人総三叉文 LR 横 |三空キ j

日
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ム
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第三節操ll'，ia構とift物

345 

Q
J
 

A
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q
J
 

む m
一c
 

c
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番号 出土地点 層 器jf~ 分類口径 門器同 文 様 総均株 盟主方向 Ir'醤α鰹 付著者[外) 付着普 (I~)

34:3 SX62 i~ニiニ下部 i主口 i人組二叉;文十三己叉文 l ミガキ

344 8X62 1ill土下郎 j主口 人組三叉文十三叉文 ミガキ

3451 8X62 主主土上部 住口
4 

菱形J主?十円形文 i入秘文 ミガキ

3461 8X62 埋土下部 査| 人組三叉文? LR 不獲 ミガキ 赤ウルシ 赤ウルシ

8X62 壌土上部 |雲形文 LR 機 ミガキ

348 8X62 埋ごと!て部 z二~i! 平行降線+突起貼付 LR 犠 ナデ

349 i SX62 思土 t部 宮古 4.0 、mノ7'f- ミガキ ベンガラ ベンガラ

第87臨
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第4章調査の記録

/ 

¥ 

¥ 

354 

; 
。 5cm 

番号 出土池点、 層 器形 分類 口径 底径 器防 文 様、 認淵本 回転方向 が画時運監 H鈎(件j 11鋭(内j

350 SX62 埋土下部 重量 10.2 J干行降線+ブ1)ッジ状の宛起 LR 横 ナデ

351 SX62 主主土上部 ぷ口品、 車拶gリ十無文帯十縄文帯 LR 横 ナデ

352 SX62 壊土下部 ケズリ ケズリ

353 SX62 埋土下部 5.2 ナデ

354 SX62 最下層 深鉢 沈線区間文内縄文 LR 縦 ナデ スス

355 SX62 最下層 深鉢 縄文 LR 縦 ナデ

356 SX62 最下層 深鉢 争蚊 LR 縦 ナデ スス

357 SX62 段下層 深鉢 (8.0j 鰍; LR 縦 ナデ

第88国 SX62性格不明遺構出土土器(7)
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第:3fi有 検出遺構とj立中旬

364 

~bi 

主主号 出土i也点、 層 Iiii罰5 分類 口径!底筏 Iiii:<i;言 メ、 様、 制融 面前向 同磁嘉義 討議(耳)I 討論的)
358 SX107 合付鉢 F 15.8 縄文様+入佐叉文+二三叉文 LR 横 ナデ スス

359 SXI07 台付鉢 G (7.0) 無文議+縄文帯+無文帯 LR 横 ナデ スス スス

360 SXI07 非結束羽状縄文(異種庭、体) LR.RL 機 ナデ スス スス

361 SXI07 深鉢 28.8 
縄縄文文

LR 
不機整

ナテ スス

362 SXI07 LR ナデ

363 SXI07 台付鉢 (3.9) 縄文 LR 横 ナデ

364 SXI07 台付鉢 6.2 一部縄文 LR 横 ナデ

365 SX107 鉢 (2.7) →E縄文 LR 斜 ナデ

366 SX107 鉢 (3.7) ナデ

SXI07 鉢 (4.3) ナデ

¥し主1s65

361 

に____hd

第89殴 SX107性格不明遺構出土土器(1) 
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第 4主主 調査の記録

:370 

369 

lp7 
一一一
一

J

主
主
一
宮
町
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i番号 出土壌点 長議 器71] 分類 口淫 !ほ径 苔山正1宵2司 文 様 策諸寺本 担取}J向 I}緬り離 賭場(丹) 儲昔(内)

368 SXI07 路日がと又になるω開誕+無文帯吟電文 LR 横 ミガキ スス スス

369 SXI07 ]瑚'0と又になるはOl焼皆川正叉文ワ LR 横 ナデ スス スス

370 SXI07 本総支コWI{ LR 横 ミカキ スス スス

371 SXI07 鉢 l波状ロ縁 1入拡文文 LR 横 ナデ スス

372 SXI07 口唇部に車l挟十人組三叉文 LR 横 ミガキ スス スス

373 SX107 百倍三叉文 LR 横 ミガキ スス スス

374 SXI07 宝z廿宜 平行抗議内車峡充填÷人組文 LR 横 ナデ

375 SXI07 深鉢 多恵蛸条体回転文、鱗住土器

376 SXI07 宜古E 三叉文+入絞三叉文 LR 横 ナテ

377 SXI07 鉢 口唇部車1民十平行沈総+B突起 横 ナデ スス スス

第90国 SX107性格不明遺構出土土器(2)
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第3節按出遺構と遺物

S'i4 

実三二三

形器

不定形石器

二次加工のある最11片

有孔石製品

石核

第91函 sx能性格不明遺構出土石器
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第4章調査の記録

第 4節遺構外出土遺物

遺構外からは土器 e土製品90‘094点、石器類5，155点が出土した。遺物は主に台地上と南側

の斜面下の沖麓地から出土した。斜面の遺物は台地上の平坦揺からやや下までと、斜面下部に

多く、最も領斜の急な中位では比較的少なし ¥0 また、台地縁辺は波状に凹凸があって、間部は

堆積土が厚く多量の遺物が包含されているが、凸部は表土産下に地山漸移層があり、遺物包含

層はほとんどな ~\o 特に ND ラインから NI ラインにかけての凹部と、 NM ラインから NT ラ

インにかけての凹部は、遺物が多く、逆にNIラインからNMラインの聞の凸部では、ほとん

ど遺物が出土しなかった-。この 2箇所の遺物集中出土地点は、台地縁辺の田部(沢目)に形成

された「捨て場」と考えられるO

「捨て場jの基本的な層位は、第6函に示した。大湯浮石層より下位に 2-----6層の縄文時

代の遺物包含層が形成されているO 層の番号は各地点毎につけたものであるo NFラインと N

Oラインの簡の凸部は表土下の堆積土が薄く、層の連続性が確認できなかった。 したがって、

NFラインの 4層、 5層は必ず、しも NOラインの 4層、 5層と伺一層ではなく、層相互の対応

関係は判然としない。 NOラインと NMラインは対応関係が明らかである O 地点別層位別遺物

出土数は第93，......，95図に示すとおりであるO

以下では、 NFラインを中心とする 4J語、 5J寵の遺物包含層の広がりを捨て場 1、NOライ

ンを中心とする 4-a層---6-c層の遺物包含層の広がりを捨て場 2として麗位毎に遺物を掲

載し、 1，.._. 2層(大湯浮石よち上位の層)及び2箇所の捨て場範間外から出土した遺物を一括

して表土及び捨て場以外出土遺物としてその後に掲載するO

NFラインを中心とし、台地縁辺部の凹部の急斜面に造物が集中するo 4属と 5属に多量の

遺物が包含されているo 5層、 4層とも遺物の集中する範囲はほぼ重なり、最も遺物の集中す

るのはNF51 e問、 NG51 e 52グリッドである口 4層より 5J蓄のほうが、やや広い範囲に比較

的多くの遺物が分布する。

( 1 )土器 a土製品

土器の出土塁は捨て場 2からすると圧倒的に少なし、完形@復元土器は深鉢@台付鉢@壷の

3額類が出土(101図387-----389) した。また、土器片は深鉢を主体とし鉢なども出土(第115，......，

121図)している O 土器の年代は、縄文後期末~晩期前半を中心としている。
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第 4率調査の記録

( 2 ) 

4表に示すように、 4層から436点、 5層から429点とほぼ同数のイゴ器類が出土した。石器

の組成もほとんど類似し、大きな達いはない。ただ、 5層で横型石匙のti-i士数が多いのがi1を

jlく。

@4層(第96• 97図)

手Ij片石器と争Ij片で全体の86%を占め、礎石器は少ない。

S84は幅広の円基鎌で、捨て場 2の5層と表土からも出土している(第151図S115、第166

図S165) 0 S 57は寸づまりの形態で、基部上端には剥離痕と敵打痕が著し~ '0 S 59は表裏両

面の外、側面も磨られているO

@5層(第98• 99図)

4層と同様に争Ij片石器、各IJ片の比率が高く、全体の86%を占める。争Ij片石器の中では横型石

匙が8点出土し、 4層及び捨て場 2の各層とは際立った違いをみせている。 S64は表裏両面に

丁寧な二次加工を施して整形している。これに対し S66、S67は周縁とつまみ部分にのみ二次

加工を施す。 S65はつまみの位置が、上辺の右側にかたよってつけられている。この形態の石

匙は、 S65の1点のみである。 S61はb類の石鍛である。 b類はこの 1点のみ出土した。 S71 

は完形の石剣であるO 断面形が六角形に面取りされているO 基部はやや細~ '0 J二端而と下端面

は磨られておらず、敵打痕が残っているo S 73は円礁の上部 3分の l程のところに横位に溝を

刻み、だるま形に成形しているO 裏面は全体が問んでいる。 正面観は第148図S100の石冠に類

似するが、裏面が大きく凹むこと、表面に溝をめぐらすことによって上下を区画すること、

泡の多く入る石質の素材を用いていることが、第148図S101、第157図S162と共通する O 稀に

晩期の遺跡から出土するようで、 f凹部のある石製品J (手代森遺跡)、 f有溝石製品J (九

年橋遺跡)等と報告されている例もある O

第172図S213は岩版の小破片であるが、捨て場 Iからは、この l点のみが出土した。

捨て場 2

NOラインを中心とし、段丘崖の縁辺部に形成された自然の深い沢田を含む斜面と台地下の

沖積田に 6枚の遺物包含層が重なるO この沢は台地上の調査区北端 (NR51グリッド)で幅約

7m、地表面からの深さ約2.8m、調査区斜面中腹 (NQ49グリッド)で幅約3.4m、深さ約2.5

m、調査区南端 (NP47グリッド)で*員約3.3m、深さ約l.lmである。断面形はほぼU字形で

底面の一部がV字形にえぐられている部分もある。台地上から斜面の罵にかけては二又に枝分

かれしており、台地上の流路が、 1本に集まって斜面を一筋に流れ下り、深く侵食したものと

考えられる。沢の埋土は、地山のシラスと炭化物を含む黒褐色土が不規則な互!習をなし、下部

では鉄分の沈着によって臨まった褐色の砂層及び小磯混じりの砂傑層が縞状に入る(図版11)。
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づ
コ二 円

打 み 次

定 争IJ 状 孔
主主

力日
~' 

ス
の

状 !~~ 型 員!~ 製 重2
偏

痕
工 盤I1生

痕 状 あ
J二 !彩 斗ド の 鈷 名宝 石 の 書リ 孔 繍

ce の
石 るス 十T あE 1諜

石 石 il:) 石 石 zls 
石 !状 4犬所

石 f製 製 るる 製
:日 l 泰IJ 石

る 製 最IJ

鍬 l槍 銀色 23 百tt仁百1 ごL 匙 匙 {ili 片 will 斧 斧 器 器 石 石 平7石 際 j現 実リ 棒 石 蝶 版 ロ口ロ ロ仁3ロ 冠 ロロロ 片 片 核 百十 楳 牒 醜 !礁 蝶

J会 4 1 1 2 1 1 3 1 1 32 55 つ 1 1 19 11 2 1 14 15 252 9 1 424 2 G 1 436 
て

トー 一
3 2 2 8 1 29 46 24 12 9 1 1 18 245 7 I 412 12 iJ 1 429 場 トーー ト一一一 ~ 

l 小計 2 I 2 3 :3 1 5 9 161 101 3 2 1 143 23 3 1 3 23 1 133 497 1G 83G 3 1G 10 865 

4 a 2 1 I 22 36 3 27 18 1 I 4 34 9 1145 10 31G 5 ¥ 6 327 
捨 一一一一ート一一ト一一 ト一一トーー

4 -c L I 3 1 133 27 3 1 1 3 2 145 31 3 114 2 4 49 1 I 3 17 140 13 39G 2 13 G 1 418 
ト一一一一一 トー ト一一

て 4 -b 2 1 3 ‘2 L 1 2 2 132 4a 1 1 21 1G 8 44 12 181 8 1 382 1 I 9 4 

日 1 1 2 1 I 51 7~) l 1 3 2 3 32 28 12 5 11 59 13 377 11 G95 1 1 9 4 I 711 
ト一一トー一一L号 6-a 19 30 1 1 3 3 I 1 31 25 2 I 3 2 I 1 2 31 1 I 7 124 7 I 297 5 1 12 314 

6 -c 5 I 5 3 2 1 I 6 2 I 4 2 31 ~:l 5 
2 

小言j- 5 I 5 5 I 9 5 11G2 220 2 11G 4 l2 2 1 3 156 118 G 1 41 10 1 118 1 1223 1 I 4 60 971 51 2，117 3 1 4 2 144 32 2，202 

捨表て土場及以外び 5 I 5 1[ I 2 9 1 5 141 200 3 1 9 1 1 18 2 1 5 204 113 1 147 9 1 I 2 2 1 1 135 77 914 57 1，979 12 5 G7 25 2.088 

メ仁:S- Ijj 9 I 9 12 7 I 1 12123 19 364 521 5 I 28 8 1 1 :i2 4 1 8 403 254 7 1 91 22 1 1 3 21 2 1381 1 1 5 170 2.382 124 4，G32 18 9 1 2 127 67 5，155 
」日叩仔ーー」一一一 一“一一一

司。。
」戸乙乙

j審位別器種別石器類出土数一覧表第4表



部
品
川
川

皆
同
3
凶
器

恥述竺 1~î 鍬 {:]槍 石室t 箆状石器 ピエス・
縦型石匙 不定型石器 潜製石斧エスキーユ

alblcldle 計 乱 bI c 計 lAaイAcイBaイBbウBcTIBdイ計 a I b 計 a I b I c I d 不明言十 alblcldlelflglh 計 a I ab I b I bc I I abc言|ー

捨 4 1 I 11 1 I 11 2 I 2 1 11 2 I 1 I I 3 6 I 4 I 3 I I 3 I 8 I 1 I 7 I 32 

て 5 1 I 11 1 I 11 I I 1 I 1 I 2 1 I 1 I 1 I I 2 5 I 8 I 4 I I 3 I 5 I I 4 I 29 1 I 11 
場

小計 2 I 1 2 I 3 3 1 I 2 I 3 1 I 3 I 2 5 I 11 12 I 7 6 I 13 1 I 11 61 1 I 3 

4 - a 2 2 1 I 5 4 I 3 2 I 6 2 I 22 I 1 1 I 3 

捨
4 - c l 1 I 2 3 I 4 7 I 7 3 I 9 1 I 2 33 2 I 1 3 

4 b 2 2 I 1 2 I 3 1 I 1 2 I 1 2 2 I 3 6 I 4 1 I 4 11 1 I 2 32 1 11 
て

2 5 2 1 I 3 1 j 1 11 2 I 11 7 I 8 5 I 5 12 3 51 3 
場

G --a 1 11 5 2 2 4 1 I 4 l日 1 11 3 
2 

G -c 1 I 2 1 I 1 5 I 1 I 1 1 I 3 

町三子 1 I 1 I 2 2 2 I 3 2 I 5 2 I 1 1 11 5 I 4 1 I 5 I 1 3 I 5 9 I 25 31 24 8 I 14 43 4 I 13 162 3 I 4 3 I 2 1 I 3 16 

表土及び捨て場以外 l 1 11 2 I 5 1 1 3 1 I 5 2 I 2 4 1 1 1 1 2 1 3 1 I 4 3 3 1 2 1 I 9 22 34 15 1 8 18 I 30 4 1 10 141 2 I 2 1 I i 2 1 1 9 

e 1 よ一一1一一Lー_L_____l_ _j____j___)_____L__l___l_4_j_12_j__1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 7 1 8 1 4 112 1 4 1 1 1 9 1 8 1 1 1 23 1 58 1 77 1 46 1
16 

1 38 1 86 1 9 1 34 13641 5 1 7 1 4 1 3 1 4 1 5 1 28 

医書 a I a' I b I b' I c I cl I e I f I g I ~.十 a ア a イ a ウ aカ bT 1 bエ bオ bカ c 計 alblcldlelflg 計 B-aIB-blB-cIB-dIB-eIS-aIS-bl S-c I K I R 計

捨 4 1. 1 1 2 1 1 1 1 2 1 I 6 5 1 15 1 1 3 1 2 1 11 I 1 9 

て
5 2 I 1 1 1 8 6 1 18 1 1 1 I 2 

場
2 

小百十 11111 3 1 1 3 3 2 I 14 11 33 2 1 3 3 1 2 2 I 1 1 I 2 16 

4 --a I 1 1 11 3 I 3 9 1 1 1 11 1 1 1 1 4 1 10 

捨
4 --c 7 円 1 11 1 1 3 14 I 1 1 11 1 I 4 1 1 2 1 3 7 I 4 17 I 1 1 11 1 I 3 1 1 2 1 3 13 

4 -b I 4 2 8 1 I 1 1 11 3 I 6 12 1 3 2 l 1 11 8 
て

5 7 I 1 I 1 1. I 2 12 I 4 3 I 1 I 1 1 11 11 I 3 2 4 I 4 13 I 1 2 I 1 1 11 3 1 I 1 11 
場 」一

G --a I 1 1 1 3 2 1 2 1 1 3 I 3 7 1 I 2 2 1 7 
ト一一一2 
G --c 1 2 l 2 

小計 20 I 2 3 3 1 2 2 1 8 1 141 5 1 3 1 I 2 2 1 1 1 1 3 1 18 7 1 3 7 1 2 21 20 1 60 6 I 2 8 1 1 4 1 7 8 1 2 7 I 6 51 

表土及び捨て場以外 4 1 2 3 I 1 5 1 15 5 1 12 47 2 2 1 13 2 I 4 4 I 1 29 24 1 77 9 1 2 10 1 5 3 1 7 8 1 3 6 I 4 57 

e 24 I 4 6 I 1 8 1 18 8 1 21 1 I 91 7 I 3 1 I 2 2 I 1 1 11 3 1 21 23 1 8 11 1 6 3 I 64 55 1170 17 I 7 21 1 8 7 I 16 17 I 6 15 I 10 124 

分類別石器出土数表第5表

ト4

己心
よふ



第 4節 i遺構外出土遺物

~-~ 
S49 

亡土〉

く〉 d 

S52 

ぷ~ S51 ぐミ二二三〉

亡フ

長
乙〉

思
苔号 出土i也点、 小区 属 ~形 分類 長さ 申議 厚さ 宝章さ

848 NH49 B 4 石銭 d 3.8 21 1.1 7.0 

849 NF50 C 4 不出!3石器 E 2.9 3.3 0.8 6.6 

850 NE51 D 4 不定形石器 f 3.0 3.9 1.0 6.7 

851 NP50 C 4 微小品IJ部躍のある革IJTi 5.6 3.7 1.1 19.7 

852 NG51 D 4 微小革11餅痕のある剥片 4.0 5.7 11 23.6 

853 子m50 B 4 二出1]1]工のある争IJ片 b 5.9 I 3.7 1.7 I 37.1 

854 NF50 A 4 二削紅のある革11片 f 4.6 4.0 1.5 25.8 

855 NG50 B 4 行核 8-b 3.9 5.7 2.0 45.9 

8561 NG50 1 B 4 石核 8-c 2.7 61 2.7 58.7 

第96図捨て場 1(4層)出土石器(1)

-135-



第 4主主 調査の記諒

亡コ
S57 

S58 

。制

第97図捨て場 1(4層)出土石器(2)

は斜面下の沖積面及びそれに連続する斜面最下部と、沢を中心とする斜面中腹か

5 6 -a ら台地縁辺部に形成されているO 上位から 4-a

6-c層で、そ

4 -a膳は斜面の下部から

C
 

A
斗ム 4-b 

公〉

のはN048グリッドで、 NL49グリッド付近でもややまとまって出土した。

4… C隠は斜面の下部から沖積而にかけての東西に広い範囲に広がり、遺物が最も集中する

のはNN'"'-'NQ48グリッドである。 NP48グリッドの西側と NQ48グリッドは沢の下部で、沖

積面への関口部にあたる。

4 -bJ欝は 5層とほぼ同じ範囲に広がり、遺物が最も集中するのはN048グリッドの北側半

2層と っている。

かけて に になるが、遺物が最も

分から N050グリッドの南側T分の範囲である。 4… a 4 -c層にくらべて集中部がやや

cり
)

つ
み
)

1
1
4
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S61 
〈こここ〉

。

SG3 

〈二〉

ι=一一一一二ブ

会了でさ二工コ

第4i君'j !立構外IHJ二造物

:)c口1 くここ〉
G 

ぜ三三ヱラ

S65 

S64 

。 r-Dcm 

番号 出土地点、 小区 !語 2苦}伝 分主li 長さ 幅 1岸さ 主設さ

861 NF51 B 5 石鉄 E 2.1 I 1.3 I 0.3 0.6 

862 トJF52 C 5 石鋒 呂 4.8 4.5 1.1 17.1 

1863 NE50 D 5 縦型石匙 b i 6.9 17.4 

1864 NF52 C 5 If黄.1i'l石匙 5.5 6.1 I 1.2 27.0 

865 NF52 D 5 横?X'l石匙 7.3 I 1.0 21.7 

866 NG52 c I 5 横~石匙 5.9 7.4 I 0.6 27.4 

867 2'JF52 B 5 横1白石匙 5.7 28.0 

第98図捨て場 1(5層)出土器器(1) 
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第41主調査の記録

ど~S68

乙ご〉

S70 

S73 

番号 出土地点、 小区 層 器jf; 分類 長さ $百田 !享さ 重さ

868 NE50 D 5 不定Ir~石器 日 10β 3.9 1.8 61.0 

869 :、~F52 A 5 不定形石'615 且 3.4 3.7 l.l 13.0 

S70 NF52 p 5 不定i診石器 b 4.0 6.5 2.1 47.8 

871 NE52 C 5 石貴IJ 17.4 3.0 2.1 236.1 

872 NF52 D 5 石核 B-b 4.7 5.7 2.9 70.3 

873 NG52 B 5 由みのある石製品 8.4 6.4 568.0 

第99図捨て場 1(5層)出土石器(2)
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第4節遺構外ILI'j士J造物

斜面中腹寄りにずれる。

5層は台地上から斜面全体にかけて広がる。 漬物はN047s48s49グリッドと、 NR51グリッ

ドから NQ48グリッドにかけての沢に最も集中する。集中地点が沢にかかる点では 4-b層と

共通するが、沢の埋土中から出土した造物は 5層が主である。

6-a層は、斜面下部に東西に広がり、遺物の最も集中するのはN047・錦、 NP47 • 48グ

リッドである。

6 c 層は地山漸移層に対応し、 NM47、 48 グ 1) ッドのトレンチ中に最も遺物が多 ~\o 6-

a層より上層にくらべて、遺物集中箇所がやや東側にかたよるO

( 1 )土器

捨て場 2からは多量の遺物が出土した。このうち、土器は直群土器が圧倒的に多い。第 6表

によって捨て場 2の層別の土器組成比率を上位からみると以下のようになるO

4-a層では28点中、査が 9点 (32.1%)を占めるo 4 -c膳では鉢@台付鉢@壷で73点中、

49点 (67.1%)で、そのうち査が23点 (31.5%)を占めるが、鉢@台付鉢も26点 (35.6%) と

高率である。 5層 .6-a層では、壷の比率が相変わらず高いが、 6-a層では、 51点中、 23

点 (45.1%) と非常に高率を示す。また、同じ 6 a層で、注口土器の比率が、 7点 (13.7%)

と高い。

以上をトータルでみると、査は34%、鉢@台付鉢は28.6%で、全体の62.6%を占める。 深鉢

は9.7%で、浅鉢 e 台付浅鉢 e 皿@注目は5.8%'"'-'7.8%と比較的似たような数字であるが、香炉@

ミニチュア土器は 1%と極めて少なく、特殊な器形であることがわかるO

次に層毎の主な土器について概観してみる。 4-a層からは香炉@ミニチュアを除く各種類

が出土している。このうち397(第102図)は高台付浅鉢で胸部上半~口縁部には沈線開に刻耳、

口縁部は 4単位の突起、台部には透かしが入るo 400、401は雲形文を施文した血であるo 397、

400、401とも内外面を了寧に仕上げている。この他、土偶(1024)oこと面(1030)・腕輪(1047)

が出土している。

4-c層でも 4-a層と同じように香炉 e ミニチュアを除く各種類の土器が出土している 0

696"-'703(第126.. 127図)むように胸部上半から口縁部が iSJ字状に外反し、帯状入組文が三

叉状に佼み合うものや、上記と同じ器形であるが、 410(第104図)のように「玉抱き三叉文」風

の文様を施文する土器もある O これらの土器は後期最終末~晩期初頭に位置付けられる土器で

あるO また416も似たような器形の台付鉢形土器 (H2類)であるが、口頭部は三文状入組文

を施文し、口縁部は iBJ突起と刻白が入る。さらに、雲形文を施文した盟(第105図429-D 

類) .短頚長胴蛍(第106図446-M類)なども散見される。この他、無文の台付浅鉢@血 e

注口土器なども出土しているO 台付浅鉢426(第105図…B類)は SK63で晩期前半の深鉢と共

Q
J
 

つり1
1
 



第 4章調査の記録

伴している台付浅鉢と同一器形であるが、 426の方の台が薄手で外に閃かず、真っすぐ立ち上

がる台であることから、やや時期的に古liかも知れない。 も多く大きさ e 器形ともパラ

ヱティがある。 433(D 1 事 447(L類)のような大型のもの、 438(F 2類)のような中

型のもの、 430(A 2類)、 436(E 2類)、 437(F 2類)のような小型のものなどがある 0

430、434(A 1類)は比較的長い口頭部がまっすぐ立ち上がるのが特徴的であり、胎土や焼成

からすれば¥これらの中でも古い段階に属すると思われるO は448(E類)、 449(A 

類)のように後期末~晩期前葉のものが出土しているO 以上のように 4-c層からは後期末葉

から晩期中葉の土器が出土しているO この他、土偶 2点(1021• 1027) ・土製品(1045)が出土

している。

4 b層からは、深鉢@鉢@台付浅鉢@議・ illl ・ミニチュアなど各種の土器が出土している

(第107図、第130'"'-'133)。完形@復原品では I類とした、短かくまっすぐ立ち上がる口縁部で、

口唇部に刻目を施した晩期中葉の深鉢 (450)や、口縁部に 4条の平行沈線、口唇部に刻目を

施文し、口縁部には iAJ突起が 4単位付く I類とした鉢 (451)や、玉抱き三叉文を施文し

た台付き浅鉢 (452 D類)があるO この他、血と思われる四足土器 (454-H類)やミニチュ

ア土器 (455) も出土している。破片資料では、帯状入組文を施文した深鉢(755'"'-'758)や、

形文を施文したilll(787) も出土している。以上のように 4 bJ脅からは後期末葉~晩期後葉

の土器が出土しているO

\属'~器、¥種¥ |注口
その他

深鉢 鉢 台付鉢 浅鉢 台付浅鉢 m 宝て乏豆= (呑炉・ミニ 合計
チュア)

1-a 2 (7.1) 3 (10.7) 3 (10.7) 3 (10.7) 3 (10.7) 3 (10.7) 9 (32.1) 1 (3.6) 1 (3.6) 28 

4-c 10(13.7) 16(21.9) 10(13.7) I 4 (5.5) 4 (5.5) 3 (4.1) 123(31.5) 3(4.1)10 73 

4 b 1 (10.0) 1 (10.0) 。 3 (30.0) 2 (20.0) 1 (10.0) 1 (10.0) 。 1 (10.0) 10 

5 5 (12.2) 6 (14.6) 7 (17.1) 1 (2.4) 2 (4.9) 4 (9.3) 13(31.7) 3 (7.3) 。 41 

6-a 2(3.9) 6 (11.8) 6 (11.8) 2 (3ι) 4 (7.8) 1 (2.0) 12 7 (1:3.7) 51 

ら-c 。 1 (33.3) 。 1 (33.3) 。 (33.3) 。
合計 20 32 27 14 

各器形毎|
の比率(%)

9.7 15.5 13.1 6.3 7.8 6.8 l.0 

※%以上に復原できた資料の集計(点数〉 ※( )内は闇毎の比率(%)

第6表 捨 て 場2 層別土器組成表

HO-
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叶，F' hi 379 

381 

第ι1i布 j針~j:タHL\土造物

o ~Ocm 

蓄号 出土i也点 小区 層 器形 分類 口径 底径 器局| 又 得、 !箆繍 @]~方向 内面の議整 付議智外) (議事的社)

378 N049 A l-b 深鉢 A 縄文 RLR 横 ミガキ スス スス

379 ユiO，j9 D 4-b 深鉢 8 氏側面圧君主→瓜Jf5文 RL 犠

380 N049 A l-b C 縄文→3~4条の三li.fií対車 R 横

381 N049 B I 5 浅鉢 D 日縁.~蹴単に沿う縄文のFE痕 RL 縦

382 NR51 D I 5 深鉢 E 地文縄文、illJf5と窓線の降続 LR 横 iガキ・ナデ|

383 NN49 A I 2 深鉢 F 地文無文、粘土守品付 l ミガキ

第100国出土II群土器

5 J醤からはミニチュア、香炉を除く各種の土器が出土しているが、壷が多くしかも赤色塗彩

血の中では470(第n08図

されたものがほとんどで、大・ /J刊のバラエティがあり、三叉状人組文を施文し

のように 4足のものも見られるO 注口土器は478"'480(第109

図)などがあり、それぞれD • E • F類に分類したもので晩期前葉~中葉という変遷が考えら

れるO この{也、土偶(1023).円盤状土製品(1031)・耳飾り(1037)0 腕輪(1053• 1054)が出土し

ている。

6-a屈では 4-c層と同じように多くの土器が出土し、器形もミニチュア e香炉を除く各

種があり、バラエティに

行沈線開に 4つの刻

(第1l0~113 • 138'--"144図) 0 488は鉢 (E類)で、口縁部の

し、そのうち 1つの刻目帯にボタン状貼付文を 2笛 i対施文する

1
1ム

イ
斗
ム

1
2ム



第 4章調査の記録

一J忠;;o))-.n.、唱弓i):工U~正也

し 394

「¥

d

、H
U
U

10cm 

番号1m土地点 1)区!脅 ~~l~ 分類 口径 底径|器I宍I 文 篠 滝嫡本 疏方向 Ir唖喝嘘 11撒(外) 付着ド新1'1)

387 l'u'52 D I 5 深鉢 C 1 18.5 5.1 20.8 縄文 LR 横・斜 ミカ、キ スス

スス388 NQ48 B I 5 台付鉢 J 15.3 6.6 12.5 縄文4一平行沈線+刻自 LR 横 スス

38自 NE53 C I 5 議: 日 丸底 8.3 2筒l対の丸起 ミガキ

390 N048 A 1 4-a 深鉢 D2 (11.2) 6.6 12.7 縄文 LR tt吉 iガキ・ナデ

391 子.JP48 B I I策鉢 J 19.2 x 、 C 8.6) 学酎大文、[]縮技IJ討'IBJ突起 横 ミカキ スス スス

:192 N048 D I 4-a 鉢 C 12.0 5.4 日1縄文いHfit*Jii十7JIJ点又 LR 横 | ミガキ

393 N048 B 14時a 台付鉢 C × 6.6 13.1 ミカPキ

394 i N例 9 D I 4-a 浅鉢 A 11.8 丸底 5.8 ミガキ

395 トW48 4-a 浅鉢 丸底 7.8 ミガキ

第101図捨て場1 5層，捨て場2 4-a層出土III群土器(1)

142 -



第 4iii'j .;fiWf外出1".造物

396 

399 

400 

。 10cm 

12喜号 出土地点!，J 高層 器形 分類口径 l 底筏 器高 x 様 事正抗u本 臨脱 内語ぽ離 H若者{持j !i若者[内j

1396 N0482 部樹 18.4 古‘Ll.!~J E 庁B、ケt実~'-I-主釘主ilglEム福1間41日対村~7B33宅雑l 十束!開1)+ LR 横 ミ力。キ

397 ‘N048 B 1 4-a 剤、l泌4 C 17.4 6.8 9.1 tl)自のある突起列11倍? ミカキ

398 ~ 14-a 制τ陪芸員」 E 18.8 ( 6.1) 歯状文 LR f長 ミカ‘キ

399 N048 臼 4-a 阻 iE 2 (137) x iC 3.0) 雲形文、口緩に五l旧 LR 
横儲

ミガキ

，100 Np.i8 日I4-a JJll I E 1 20.2 (11.4)1 4.9 形立 n緩に主11日 LR ミガキ

4011 NM49 A14-a 選 IG3 6.2 2.5 8.8 子行沈線文 ミガキ

402 トJ048I B 4-a 究~茸コ 日 X 4足 ( 7.4) |雌!→HIi梼 家間藤

403 !すP48I B 4-a 1m: K 〉ど 1.5 (5.7) ヰZfTi沈，~JJ! ミガキ 赤色営干2

404 NP48 4-a 脚C?) 透し部に赤色塗彩 ナデ

第102図捨て場2 4・8層出土III群土器(2)
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第 4章調査の記録

。

輸竜二三異説二;1量挙伊野

第103図捨て場2 4-c層出土III群土器(1)
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第104図捨て場2 4-c層出土III群土器(2)
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第 4章調査の記銑

425々 一ートJ づ426

。 lOcm 

番号 出土fj也，ri'/， /区 層 器種 分類 口径 底径 器高 又 様 線対京体 自転方向 !人厨伐離 付着物(持) 付着物(内)

418 .0JQ48 D I 4-c 台付鉢 K 1'1.3 I 5.6 [ 13.4 ロ樗部室11問、千行沈静~+)jjll突、合におl自と透し LR 不整 ミガキ スス スス

419 N048 1'1. I 4-c 浅鉢 G (13.0) 6.0 5.6 入総文Hi!JJ点文+判itt線 LR 縦 ミ力キ

420 i浅鉢 A 1(19.8) ( 67) 3/WN皮J状沈線日縁、SJL行沈綴+三叉状人組文 LR 不整 ミガキ

，121 子ml18I C II1ぐ 浅鉢 E 2 i 20.4 3.7 6.8 、ガヰザT丹)

422 N048 I C I 4-c 浅鉢 i F 116.3 2.4 7.2 車IJ突文十字歯状文 LR 不整

423 N048 。4-c 鮒謝 ID 24.8 7.8 11.3 ミガキ

424 ~W48 j¥ ! r1-c 鮒掛 E 5.5 ( 5.1 一円 HA.ff採寸屯入 LR 縦 ミガキ 1音g漆勺 一てr八7'} 

425 トH:J48 β 4-c 制'f，浅鉢 B 14.6 6.7 7.4 ミガキ

426 NP48 D I 4-c 皿 F 9.2 8.2 1.6 ミガキ ミガキ

，127 さJQ48 4ωC m B !C 丸氏 3.9 ミガキ ミカジキ

428 N048 C I 4-c 1m D [09.0) (4，r1) I 5.2 五Ilfj十判T府泉博形文 LR 不整 ミガキ 赤漆か 主主漆か

429 NP48 D I 4-c 旬二ニi日J A1 ( 5.0) 丸底 I8.2 ナデ

430 NP48 D I 4-c 重量 C 1 3.6 ( 8.1) 貼?萄

431 NQ48 日I4-c 牽 IDl 8.2 I 5.4 I 16.2 |縄文、内外 LR 不整 ナデ 組蛾 1j斑締

432 NP48 C I 4-c 宜工釘百 Dl ( 8.8) (21 2) lガキ(f妙心 y施掛5 赤在幌;

433 N048 査 1A 1 ( 6.4)1 6.6 112.3 I 

第105図捨て場2 4-c層出土III群土器(3)
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番号

434 

435 

436 

437 

438 

439 

440 

441 

f一一一¥

ゆ

出土地点 1)jX， !笥

NQ48 D I 4-c 

ト.J048 C I 4-c 

N048 。4-c

NQ48 υ 中位砂

N048 C I 4-c 

;、~P"18 il-c 

NP47 B I 4-c 

N048 C I 4-c 

4421 N048 D I 4-c 

4，.13 則自 IA I 4-c 

444 N048 A 14-む

445 NP47 B I 4-c 

;す048 C I 4-c 

器極

宜:s;yゴ

~ 

宝古吉

査

… 三五甘ι 

宜:s;y

宜E

耳ニm:

差量

官主

室主

宣~

1lli 

447 ?す048 C I 4-c I注口

448 N048 B I 4-c 注口

分類

E1 

E 2 

F 2 

F 2 

G 1 

G2 

G2 

G 

日

G 

H 

M 

L 

E 

A 

第 4節遺構外r1:'1土造物

口径 底径 器品 文 禄 縄刻原J本 自転方向 F噛翁醸 H着物(外) H善物(内)

(9.3) 5.7 16.4 縄文、口縁部に指の整形痕あり LR 縦 ミガキ

(5.1) 2.4 7.3 ロ縁部無文で把=p(貼嫡)'1+縄文 LR 不整 ナデ

(4.0) 丸践 5.1 ロ縁部内面lこl条の沈線

(8.7) (6.8) 13.1 'JI行沈線一，列点又

(9.3) 3.8 8.4 1'1ιii沈線、ミガキ ミカキ l赤色符3 上T半4紫弛色

7.2 3.3 9.9 !I !I ミカキ 組蛾|赤色調;

5.6 2.6 6.2 11 11 ミガキ 赤包季語3 赤色部

3.0 ( 6.9) ミガ牛、l線路 ミカキ

丸I底 ( 5.2) 部分的に争1)落 ナデ

4.1 ( 6.3) 結括1 アァ

8.0 丸底 9.4 ミカJキ ミガキ

5.6 ( 9.6) 妥jf;文 LR 横 ナデ

9.9 (25.8) 縄文 LR 不整 ミカキ

丸底 ( 77) 無文、注口部は三叉状人紛文 ミガキ | 

19 (10.3) ミガキ ナデ

第106図捨て場2 4圃 c層出土III群土器(4)
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469 

47:3 

品川
V

466て↓2

lOcm 

08思議て場2 5麗出土III群土器(2)
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第41;;: 調査の記詠

tL81 
区 482
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第 4li!: 調査の記録

第111毘 捨て場 2 6圃 a麗出土III群こと器(2)



第 4節造講外W.::i-.造物

I u  

番号 出土地点 '11区層 器形 分類口径 底径器局 文 様 縄文接持 腕方向 ド緬母艦 トi者物(外) 付着物(内)

503 ;す047 1'1. I 6-a 茸-:=.L-宜 B IC 5.4) 4.8 10.1 SFh沈線、判7線と6単位の把手 LR 横 ナデ

;¥'048 A I 6-a 宜=廿宜 51 10.8 ζ刀千 十ヂ

1505 NP'l7 A i 6-a 主二信主 F 1 5.6 I 3.8 11.7 Iミガヰ ミガキ | 

506 N048 P ふa ' 士弓E F I - 5.6 ! ( 9.1)ドガキ | ミ力、キ | 

507 おQ47 B I 6-a 策 ID 1 IC 7.5)1 6.1 I 19.0 無文+縄文 I L弐 不整 ミカキ

508 ト1048 C! 6-a 長 ID 1 I 9.7 I 8.8 28.5 ~文+有品文 LR 横|

509 N048 A I 6-a 音量 J Ic 1.9) 3.0 7.7 頭部にヰZ行沈線と歯状文 ミカ"キ 赤色揚3 赤色揮3

510 NQ47 B I G-a 宮古廷 G3 8.0 3.0 ミガキ

511 N1'47 B 16ω旦 若草 G1 7.5 3.7 (10.0) 頭部に沈線、ミガキ ナテ 菰盟3

512 NQ48 D I 6-a 宜'illI 丸E主 ( 8.4) ナデ ナデ | 

513 :、JP48 D I 6-a 官官E G 4.4 ( 8.3) ミガキ ミガキ 赤色探5

514 NQ47-49 B I 6-a 議 J 6.0時;ζi守山ト三叉状人組文 LR 検 赤漆? 赤漆?

NQ47 日 6-a I 雪量 L I 器具す LR 不獲 ナデ

|516i N04810 6-a 1 lIll 1 1 1(12ml (9.0) Ic 3.7) カ¥ ガキ

第112a1 捨て場2 6 出
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第 4主主 調査の記録

て
。 lOcm 

干苦号 出土地点、 4 !筒 早τZ早ìm~ 分類 i 口径 E菱;芸 器I埼 Jウ¥ー 様 総幻関本!腕1j[~] が掛4ヰ月曜 (;t鞠(外) H耕(f~)

517 NN48 A I 6-a 住臼 B ( 8.4) 1.6 1 15.4 離陸こ桁掛J隣7，こレンザル .-!tt7，...r.山 ~l 横 ミカーキ スス;;'¥...............1....-... 11出

518 NN48 A ふa 筏ロ A 1.6 (15.8.) ミガキ ナデ

519 ヌ048 B I 6-a 注口 A つω つω (12.4) ミガキ ナデ

520 N047 B 16“a バ:ロ A 1.3 (12.1) 

521 N047 B I 6-a 設口 A 2.2 (13.4) ミガキ(アスフアルトでヒビの採H修) ナデ

522 NQ48 D I 6-a j主口 A 1.9 (11.6) 弧状争平行沈線→充填縄文 LR 告書縦

523 NM47・48D 16-B 台付麟 B 17.4 9.4 ミガキ ミ力キ

524 捨場 2 4-C m J 6.9 4.6 2.5 ミガキ(成沼精好氏採集約 ミガキ

525 捨;場 2 4-C 殺 L 4.3 4.1 11.6 頚部にさ手話立状文(成田精好氏採集品) I 

13f1fl 2 6・a麗(ヰ)， 6 出土III群土器
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c:てい

530 

番号 出土地点、 IJ13: !霞 器形 分類

526 NF50 ICA l;~ 深鉢 D 

NN49 I-b 鉢 D2 

528 N048 C I 2 浅鉢 E2 

529 I不明(台風のため) 浅鉢 E 1 

530 NC52 D I 2 血 C 

531 NF51 D I 2 m G 

532 N049 D I 2 i全日 F 

533 州 91Dl2i f耕 i

出も司斗L

，'5-戸f

口径 成筏

21.2 

9，8 3.4 

14，6 4.0 

21.2 5，6 

5，2 

丸疲

器，¥'1J 文 様

(8，3) 縄文、口唇部に刻臼

7，0 波状口縁、波]頁部にp]形文?

5A 2箆l対のIBJ突払平行出泉

7.9 口縁gW!e行沈線十五11自・腕・1}1底面髪形文

(2.1 ) 口縁刻目、外密雲形文

2.0 漁献の滋腕明帯とf政和くり返し

(4，0) 学関縄文と入納文

114.2 I 6，0 I (6.l) 体部上半は芸IJEjと日箇]士、jの大内孔

時間

第 4節遺構外出土J:fl:物

o 10cm 
し一一一一→一一一一一一一_J

総郊淋 回転方向 i噛ぽ鰹 付着物(外)I 糊(内)

LR 不整 ナデ

ナデ

ミガキ 雌社? イ険?士ワ

LR 不整 ミガキ

LR 横 ナデ

後期後半の土器である。 499は台付浅鉢 (A類)で、 488と同じく、口縁部に平行沈線で区画す

る主刻1]目目i認帯:

施文される己 487(鉢一 C額)、 491(台付鉢一 L類)tはま地文が縄文で、口縁部に 3条の平行沈

線が施文される平口縁の土器である。 493は台付鉢 (H1類〉で、口頭部が、大きく屈曲して

外反し、三叉状入組文が施文されるO 胸部に泥が摩く塗られ、表面には煤が付着している。 494

495は浅鉢で雲形文を施文する丁寧な作りの土器である。この属中でも壷の出土比率が高く、

赤色塗彩の土器も多い。 4-c層でも出土したが、 500、502のように口頭部がほぼ真っすぐ立

ち上がり、古い方に属すると思われる壷も している。 517'"'-'522は佳日土器で、丸底風の底

部に小さな台が付くもので、いずれも後期後葉に属するものあるo 521は嗣部の割れ目をアス

155 
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第 4節遺構外iH土遺物

546 

547 

て:-、a

-~:;.:'瓶卒論在原誠Z離~:.'=喧お;:.{~~~，.

に
U

に
υ

に
d

番号 出土地点 小区 層 器形 分類 ロ径 底筏 器高 文 様 縄対琳 自転方向 噸陥離 付着韓併) 付着物(内)

545 ND50 A 4 深鉢 縄文 LR 議 ナデ スス

叫 1¥jG51 C 4 深鉢 i 山形突起一寸[文 LR 主主 スス スス

1547 NG50 A 1 /j I深鉢 IlJ限起ム縄文+平fi沈線 RL 機 ナデ スス

548 ト;G52 D I 4 深鉢 ミガキ

549 NF51 C 4 深鉢 縄文 RL !横e斜 ナデ i 

550 NG51 C I 4 深鉢 li袷校門袋線す LR 機 ナデ スス

551 NG51 D 4 鉢 iBJ突拡刻民+列点去ト羊治状文 LR 右主 ミガキ スス スス

552 ト~F50 C I 4 鉢 口患部に沈線+主1)み、無文÷平行沈線T 終j文 LR 横一 l ミカーキ i スス

553 NF50 D I <1 鉢 口唇部[こ室料、列点二文+SJ!行よむ線 LR 犠 ミガキ

554 NF51 i D 4 吉本 i 主1)自帯

555 NG51 C I 4 鉢 口震に刻割、口縁に平行社主泉 LR 機 ナデ | スス | 

556 1¥'G52 D 鉢 71)点又+l阿部課+室I)El ナテf スス

557 NG52 C I 4 鉢 L_____I 平行抗議十人組文・貼按1 LR 横 ミガキ | 

16図捨て場1 4騒出土III群土器(2)
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第4主主 調査の記録

丸C活安す苧認可否詞

ρ
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Rud-

や
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川
町
崎
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附

雄
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1

J

)

一広

丸一一け日

570 

番号 出土地点、 小区 j脅 器形 分類 口径 i底径 器:ぬ 文 犠 総嚇 |自転方向 ド画崎綾 付鋭(外) H鞠(内)
558 NC51 C司A 4 鉢 三叉抗入組文+'HfiX線、 LR 横 スス スス

559 NF50 CI4 鉢 IBJ宛包羊歯状文+列点じ主 LR 議 ミカJキ スス スス

560 NF52 D 1 4 浅鉢'llll ;f口B緩」突主IJ拡主縄縄文文十十平平行行沈法線線H入霊i組f;文文
LR 不整 ミカ♂キ

561 NF51 B I 4 i主主鉢'llll LR 縦 アY ア-__ 

562 i-.JF52 l_; 浅鉢.nrr ミガキ ミカ川キ

563 :、m51 CI4 |浅鉢咽
小茶話波1状'"ゴロ縁、tf午

ミイプ1'4-

564 子~G51 D 1 4 浅鉢舎Jm ミカ。キ

565 NG51 D 1 4 議・注口 列点文 IBJ突起 スス

566 NC51 C-A 4 音量・7長口 入手且?叉文 | ミガキ

567 NC51 A-A 4 滋.n:口 入t旦J乙叉文7 i ミガキ

568 t 主 道・注iユ

7 
五1)日帯+無文(ミガキj ! ナデ

569 NF51 A 4 宣主・在日 山勝、起咋宝文↓ミガキ i L R|横 ミガキ

570 NH50 八 4 壷鴎注口 i 口頭部に料j-lJ純~}j付→橋状把手

571 ;、JF51 C 1 4 蛮・筏口

572 NF51 BI4 議・注口 日 戸2志レ ー無文 | ミガキ i
t 4 

。。
に
U

1
5
i
 



第 4節遺構外出土造物

575 

答号|出土地点、 小限 暦 i器形 i分類口髭 i底径 i器高 Jく、 篠 剰融阪方向 rJ郡離 付着脅(井) 討詩的)

573! NF51 。5 深鉢 i i縄文 LR 横 ミガキ スス

5741 I¥YF52 C 5 
深深鉢鉢

縄文 LR ?黄

5751 NF52 む 条痕え;

576 NH51 5 深鉢 ミガキ+ナデ ミガキ

577 C-I: 5 ! 深鉢 縄文 LR 横

1578 NF51 I D 5 I 深鉢 | 縄文 I LR 機 ミガキ

579 NG52 お 5 深鉢 縄文 LR 議 ナデ スス | 

i 580 NF52 I 5 深鉢 i 縄文 LR 横 ナデ スス

15811 NG50 

T 下|縄五文キ
LR 横 | ナデ スス

15821 A ! 5 深鉢 ミガキ l スス i 

時間 b 
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奇~} 4 J*-f: ，~IIJ 1tの百己主ifr.
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第 4章調査の記鈷

番号 出土地点 1)1箆 層 器形 分類 ロ箆 政径 器高 文 議 組凶琳 阪方向 i櫨3誤差室 討論(持j 十Hl脅(内j

639 NO 4司丘 鉢 IBJ突払羊歯状文+縄文 LR 横 ミカポキ スス スス

640 子，J048 C i 4-a 鉢 学歯状文十縄文 RL 犠 ミガキ

641 NO 4同a 鉢 列点」文、IBJ突起 ミガキ スス

642 NN49 A 14-a 鉢 平行it線に主IJ日+縄文 LR 横

643 ごす048 C 14佃丘 鉢 学制U;文+縄文 LR ~主 スス

644 ヌ0 14-a 鉢 2手樹氏文-j-縄文 I LR I i黄 | ミ ガ キ スス

645 ト~48 i 4-a I 鉢 !三叉状入純文(?)山縄文 LR 議 ミガキ

646 N048 I 4-旦 鉢 二三叉状人組文十縄文 R 宅設 ミカキ

647 NK48 B 14血a 深鉢 三文状人組文+縄文 LR 横 ミガ'キ

648 N048 B 14-a 深鉢| 三文状人組文+縄文 LR 機 ミガキ

649 子m 4-旦 1 深鉢 !羊歯状文平行it線縄文 機 ミガキ i 

650 N049 心 4-a 深鉢 乙三叉状入組文 F斗r

16511 N048 [ B 4-a I深鉢 i三叉状入来日文(フ)

1652 Kl'-J48 A 4“丘 深鉢 !三叉状入銀文

653 N048 B 14崎丘 深鉢 五1]臼幣+人組帯状文 R 1議
654 N049 D ! 1-a 深鉢 山形ロ縁ム三叉ijj彫去、平行沈綴 スス | スス

655 N048 B 14-a 深鉢 入組帯状文 LR 横 ! ミガキ| スス | 

第123関捨て場2 4 出土III群土器(3)
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第 4節遺構外rt'，十遺物

660 

665 

議諮盤議持

y過酷7J'-諸問閣情富田臨_"."，拙=~ / r 

噛続報{/
667 669 670 

671 
672 

o 5cm 

番号 出土地点 小反 層 i'l1i形 分類 口径 )氏径 器品 文 機 線刻琳 蹴7i向 ド古語iTjJ藤 付着物(持J 儲鉱山

656 ごすO .1-a 宣告.i主口
「IR5間一l紋一指一一刈紋一…文ー一五IJ日

ナデ

657 :、1048 D 14-a 査・注口 ミガキ

658 NL49 B 小a至宝・注口 |主IJEl+r仁線十無文+列点又 LR 横 ナデ

659 NO 4-a 査・注口 ミガキ スス

660 NO 4-a 支を・注口 |雲形文 LR す長 ミガキ

661 Nl'¥49 4-a 者，'(主口 三叉紋入車Its之、黒色研磨 ミガキ

1662 :すP'18 B i 'l-a 宣告'l全日 列点ぷ+平行tt線文 ミガキ スス

ND48 iコ守f 口h 査 E注口 列点二主+司弓全線文 ナデ

664 .¥i048 i五 4-旦 後 1・注日 無文+綴状把手 ナデ

665 N048 日!4-a 長・注口 ナデ

666 NN48 A 14-a 長官・注口 弧状沈線文十無文

6671 N048 D ! 4-a!浅鉢'001 年三鍋i状文 LR イfトj出上

6681 NOrj8 I D 4何日 浅鉢・JTIlI
寸

トl引沈綴知書紋 LR 検 ミカキ 赤E子f霊3 赤色~;

16691 ;¥)K48 I A 4-a 浅鉢'llll i平行沈線えト吉正文; ミガキ 赤色調~i 赤色調3

6701 NK49 I A 4-R浅鉢.JTIl !平行指紋4無文 ミカーキ 務謹雪~ 赤色rrol'_5
6711 NN49 I D 4-a 1浅鉢.llll 1'"悼式十都文 LR }黄 ナテ 赤色鶴

6721 N048 お 4-a浅鉢.JTIl 雲形文 LR 横 ミliキ

6731 NM49 1 C 4ωal浅鉢.llll 唐草l重[入総文 ミガキ

第124関捨て場2 4 出土i亘書宇土器(ヰ)
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第4節遺構外il'lLi:Mi物

707 

708 

709 

番号 出土地点、 小阪 層 器形 分類 口径 底径 器I胃I 文 様 総郊淋 回転方向 F噛崎離 付着物(外) 付着物(内)

704 N048 14-c 鉢 学的状文十妥j[;;文 LR 横 ミカキ スス スス

705 NM47 B 14-c 鉢 利子融車十車峡文十羽状縄文 LR.RLの詰東 横 ミガキ

706 NM47 D I 'l-c 鉢 |平行沈線轍 LR 横 ') スス スス

1707 ，'JP48 C 14-c 鉢 伊悼式 LR 横 ミガキ スス ;;;: 、，→a 、

! 708 NP48 i、戸司 4-c 
鉢鉢

!手掛式文 LR 主主 つ '7、'7、

709 :、，YQ48 4切れ ヲf盤状文十三叉文 ミガキ

710 子;048 C.14-c 鉢

自信 LR 1詰 ミガムキ

711 NP48 C 14-c 鉢 LR 
t鴇詰索 、ガキ

スス スス

712 ;'JP48 B -1-c 鉢 三手数状文 LR ガキ スス スス

713 iおP'!8 L 円 'l-c I 鉢 i三又W.. JJl文 1 L ザーγ スス スス

171.11 お 4-c 鉢 三文がし入車E文+'p.1J滋長 L 横

7151 NO'18 I B い-c 鉢 l 平行沈線文+列点え I L I横 ナテ'

7161 NQ48 i¥ I 4閉じ 鉢 又jX入車H文 LR 機 ミガキ スス スス

7171 1¥}048 14句C 鉢 ヨE抱き三叉文 L f黄 ミガキ スス

718 ，';048 14-c 鉢 1寸て作1);:ミー克y. LR 
横横

ミガキ -'、/.、

719 N048 B 14-c 鉢 !丘~-r..liri淵 1 主円ケ

第128図捨て場2 4-c層出土III

-169 



第 4章調査の記録

-
j
uザ
725 726 

番号出土地点、 IJ程

4層-c 
器種 分類 口経法径器I~J 文 様 制原J本!回転旅 iド菰叫強 首長韓併) 111着物(内j

720 I N048 B 浅鉢咽| 平行iめ線十ミガキ ミカキ !赤色甥|ま慨

7211 NP48 D 14-c 浅鉢ー皿| よ JiIJ点文+定形文 LR 横 i ミカキ i

1722 N048 C 14-c i浅鉢'lIll (五Ils+人紛帯状文('!) LR 横 ミカキ

723 NP48 B 14-c i浅鉢・皿 五IJtl+S:P.行沈線 LR 不1さ ミガキ

724 NP47 臼 4-c浅鉢・皿 列点J主 LR 横 ミカJキ スス スス

725 N048 日 4-c 浅鉢・皿 五IJ日+妥形文 LR イ¥整 ミプ~-キ

726 N048 β4-c 浅鉢.lIll

l巳妥!当i豆喜目荻部十雲J羽I，，*.ll形目ベ文沈恕

つ r、

ミガキ

727 おり4 C '1-c R 不撃 ミガキ

728 No.18 (~ 4-c 三 司令

729 子JOtl7 B 14-c i浅鉢'lIll 口密部主i旧 I LR 凶 ミプJコト

730 ι)48 B 14-c 浅鉢'lIll ミガキ ミガキ

731 N048 I D 4司C 浅鉢'll!l jミガキ ミカ伊キ

732 NP48 4-c |浅鉢.lIIl ilEff沈線十縄文 横 ミ7ワキ

第129関 2 4 出土rn
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第 4i予: 調究の記銘
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第 4節遺構外出上造物

827 

文犠

三叉状人組文

羊歯状文

特了地球+妥]移文

口唇部に刻討、ヰi.fj沈線十粘土紛i占付

11J点文

スス | スス

L R I横 j ミガキ iスス | スス

ナデ | スス

第136閤
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第 4 ぷeJfどの記持

に
dつd

Q
O
 

837 

843 

o 5cm 

番号出土地点 IJ怪 j畜 器形 分類 口径 !定径 器国J 文 様 事副首J本 型転方向 内陸d仏艦 付言物(外) 目的(I~ì

8321 NQ48 1 D 5 浅鉢
三平手行商状t仁文科.

LR す黄 ミガキ スス スス

8331 N049 1八 5 I浅鉢 LR 1黄 スス A、で:z、

834 NR50 D I 5 表・注ロ LR 不主主 ミガキ

835 NR50 1¥ I 5 量:g6浅口 羊歯状文 ミガキ 赤色明5

836 トJM52 A I 5 至宝・注口 ナデ スス

837 >m50 B I 5 宣をe役:口
吉1l!1日J帯Lん1

LR 縦| ナデ

838 お0481 1 5 送ー注口 LR fレiIそdて ナデ

839 NQ49 I i 5 I豪・注円 LR 横 ー?ミ ームiヨ

840 ! 5 表・注口 出器 :引去人組支

l 主主 ミ“キ

8，11 沢氏51 c 1 5 1軒注ロi

842 ;すN56 A I 5 宣言・1主口 LRつ 不整つ

843 子~P50 B 5 i牽・注口 LR 不主主 ナデ

丹'141 ミfiO J3 i和注口 LR 不整 ミガキ

845 NC}18 A I 5 l帝注口 LR 被 ナデ 7、，てy、

8，16 了 ち 5 !塗H主ロ ミガキ

847 I'，H50 人 5 |吾注口 !n!え割宮ill=L-:VH.λ芸t1'1 ミガキ

R4R N049 人 5 号表・注ロ iナテ

γ 長官省注口 カキ ミ ニヒ

8501 N049 1 1 5 査・注口| ガ 総文 お完

2 5 

。ハ〉τ
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4節遺構外出土造物

-uuん

861 

O F  ;)cm 

2寺号 出j:地点 1)吹 J高 器形 分類 口筏 1 底径 器高 3仁 後 者以溺本 回筋肉 戸画ぽ雄 付着昔(外j H劫(内〕

851 :¥I048 B 16-a 深鉢 ミガキ ミガキ fヲ、 fヲ、

852 N047 I B I 深鉢 |医者以
LR  嶺 77  

J索鉢 LR  不整853 子，(メ8 D ふa ナテr スス

1
854 l¥iP47 I I 6-a! i祭鉢 縄文 LR  議

855 NP47 I臼 16-aI 深鉢: 縄文 LR  横 ! スス

856 N048 B 16-a 深鉢 縄文 L 横

NR47 I ふ且 深鉢 縄文 RL  償 ミガキ i
8581 N048 お 6-a 深鉢 縄文 RL  不整 iミ力 ノ寸、 寸〈

859 N048 心 6ωa 
深深鉢鉢

IJ波状口総 L 議 ナデ iスス Jマ、，τ、

860 子W47 B 6-a RL  主↓ ナデ スス

861 災048 A 6ωa j架鉢
LR  ヨ下E ナデ

862 N048 ム 6且 深鉢 !日開に五Ij日 LR  I t'~ I ミガキ| スス | スス

863 NM47 D 6-a 深鉢 IJ¥波状口縁、主IJ目諮問に三叉;文)認の沈線区闘 しR ナデ スス スス

2 6 
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第4節遺構外出土造物

d主事缶百時

4鶏E翠:鷲誤

o 5cm 

番号 出土地点 小区 層 器形 分類 口径 底径 器I号1 文 様 縄文震J本 E制。l崎母艦 付着物(外) 付着物(内)

876 N047 D 16-a 深鉢 利子沈線十三叉状入総文 RL 横 ミガキ スス スス

877 N048 D 16-a 深鉢 5向子社溺1+三叉状入組文 ミカ府キ スス

878 NK47 1コ6-a 深鉢 ワ ワ ナデ スス

A 横879 NP47 6-a 深鉢 LR ナデ スス

880 NP48 D 6-a 深鉢 i列紋 LR 議 スス

881 N048 D 16-a 深鉢 91J)点ぷ LR 犠 スス

882 N048 B 16-a 深鉢 外面にススが厚さ 3ミリほど付着 ワ つ ミガキ スス スス

883 N048 C ふa 深鉢 人組帯状文 LR 横 ワ スス

884 NQ48 B 16-a 深鉢 人組帯状文 LR 横

885 NK47 D 16-a 深鉢 UJI帯状文 L 横ー ナデ

1886 N048 D 16-a 深鉢 }..j組待状文 ミガキ スス スス

887 NP48 A 16-a 深鉢 入組帯状文 RL 横 スス スス

888 N048 D 16-a 深鉢 |入総帯状文 RL 横

889 N048 D 16-a 深鉢 人組帯状文 R? 横? ミガキ スス

第140図 捨て場2 6剛 a麗出土III毒事土器(3)

-181 
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第 4主主 調査の記誌

番号 出土地点、 小区 層 器形

916 NK47 D 16-a 浅鉢・皿

91 i NP48 D 16-a 浅鉢'llIl

918 N048 C 16-a 議・注口

919 N048 6-a 至宝・浅口

920 N047 B 16-a 議・注口

921 N017 D ふa至宝・浅口

922 lす048 B 16-a 表・注口

923 ND48 D 16-且 宜主・注口

924 NM47 D 16-a 壷・注口

925 N047 B 16-a 壷・注口

926 N048 B 16-a 議・注口

927 N048 C 16-a 鐙，注口

928 NP48 D 6-a 主筆・注ロ

929 NP48 D 6同且 査g.設口

930 N048 C 16-a 査・注口

931 NQ47 A 6-且

壷壷壷・・・技注ii口ロ口932 NK47 B 6-a 

933 N048 C 6-a 

934 子JP47 !色 6-b 査ー注口

分類 口径 底径 器雨 文 様 織対韓

平行沈線+ミガキ

把手(つ)、透し (llJ羽心、三叉状~去、三叉文 L 

ナデ÷縄文 L 

ミガキ

ミガキ

ナデ+縄文 LR 

ナデ

ドガキ

ミ汀キ

ナデ

ミガキ

と三叉文+縄文 LR 

三叉文

三叉文 LR 

人組帯状文、下端にアスフアルト付者 LR 

:=E.泡きど三叉文(?) LR 

列点J主 LR 

列点J文

i列点文 I LR 

第143図捨て場2 6-a屠出土III群土器(6)

-184-

o 5cm 

自転方向 {噛低鰹 付着物(外) トi鞠(内)

ナデ 赤態態 赤趨彰

告告 ミガキ

横 ナデ

ミガキ

ミガキ

横

ナデ

ナデ

アデ

アア

ミガキ

横 ミガキ

スス

す黄 ミガキ

犠 スス

横 ミガキ スス スス

横 ミガキ

ナデ

機 ナデ スス スス



第 4節遺構外出土造物

yん一?一一
U

949 

946 
o 5cm 

番号 出土地点、 小区 層 器形 分類 口径 底後 器商 又 議 島振寺本 回転倒l内融醸 持者韓(持) H識(内)

935 NP48 D 16-a 査・注目 IBJ突私学歯状文+縄文 LR 横 ミガキ

936 NP48 D 16-a 表・浅口 IBJ突払羊歯状文 ナデ

937 NP47 A 16-a 議・注口 「日」突払羊歯状文+S尚子目線+縄文十事IJEI LR 横 ミガキ

938 I NO 6叩a査を・注口 人組三叉文 ミガキ

940 NM48 D 16-c 鉢 ナデ ナデ スス

941 子¥fM47 D 16・a 鉢 ロ縁部に刻み、ナデ十放線 ナデ

942 NM48 D 6-c 重量・注口 ナデ ナデ

943 NM48 D 16-c 深鉢 山形突起lこ刻み、繍文+沈線十ミガキ L 横 ナデ スス

944 NM48 D 16-c 鉢? 縄文 L 機 ミガキ スス・

945 NM48 D 16-a 省./全日 三叉状入総文+ヰ弓す抗議+総文 LR 総 ミガキ スス スス

946 :、Jiv148 D 16-c 深鉢 縄文 RL 横 ナテf スス

947 NM48 D 6“C 深鉢 子IJ点ぷ+ナデ ナデ

948 NM18 D 16-c 鉢? 列点二文+平行沈線、+縄文 L 横

949 NM48 D 6-c 鉢? 平行社線+縄文 LR 横 ミガキ

950 トJiv148 D 6-c 深鉢 波状ロ縁、特抽線十三叉状入組文+縄文 LR 横 ミガキ スス

951 NM48 D 6-c 深鉢 さ手街状文 ミガキ

第144臨捨て場2 6幽 a(7)、6-c麗出土III群土器

-185-



第 4主主 調査の記録

フアルトで補修しているO

523は台付鉢 (B類)で、同一器形の土器は SK63から、晩期初めの深鉢とともに、出土して

いる。以上のように 6-a層からは後期後半~晩期中葉までの土器が出土している。この{也、

土偶(1022e 1026) .円盤状土製品(1032e 1033) e腕輪(1051• 1052)が出土している。

(2)石器

各層毎の器撞別出土数は第4表に示した。調査区内から出土した石器類の39%(2，202点)

がこの捨て場に集中する。

層別の出土数では、 5層が最も多く、次いで 4 C層と 4 b層、さらに 4 a層と続き、

6 C層はわずかに31点であるO 礁をi徐いた石器2.117点のうち46%は和!片で、石器と石核は

1，146)点である。

捨て場 lと比べて、横型石匙、徴小孝Ij離痕のある暴IJ片、 2次加工のある剥片、最1]片の比率は

低く、四五、石盟、岩版、円盤状石製品の比率が高い。また、出土量は少ないが、石錘、打製

石斧、砥石、敵打痕のある磯などは捨て場 1では出土せず、捨て場 2でのみ出土しているO す

なわち、捨て場 1出土石器は孝IJ片石器、恭IJ片が多く、捨て場 2では、機石器類が比較的多く出

したといえるO 特に岩版や円盤状石製品がきわだって多し1。このような、石器の出土状況は、

2つの捨て場が形成されるに至る背景が異なることに由来するものと考えられる。

捨て場2の中でも器種別、層位別の出土状況には多少の偏りが認められるO 以下に各層毎の

石器の特徴と層別に比較した特徴を記す。

。4-a属(第145図)

S74は錐部の先端が欠落している。表裏面ともにつまみ部から錐部までアスフアルトが付着

しているO アスフアルトの付着した石錐はこの 1点のみである。

この層からは打製石斧、機器、砥石、擦石が 1点も出土せず捨て場2の他の層と異なるO

血も 4点、で特に多いわけではなし1o S81は、盤状の大醸のごく一部のみを使用しているO

S78は棒状の円擦の全面に縦方向の刻線があるO 刻線傑は捨て場 2ではこの 1点のみ出土し

fこO

@4 -cJ層(第146'"'-'148図)

磨石、問石、石田、岩版、円盤状石製品の比率が高い。徴小若1]離痕のある争Ij片、主Ij片の比率

は低し 1。この層は捨て場2の石器組成の特徴が顕著であるO

石血は14点出土したが、半数が明瞭な土手のある a類である O 完形品はない。 S90の表面中

央部は、平滑に研磨されているo S 92は表裏両面に山部があるo S94は、主に側面にベンガラ

が付着しているO ベンガラを磨りつぶす際に用いられたものであろう。岩版は、図示した 4

が出土した。いずれも小片で、泥岩製であるo S 101は外形が三角形に近く、厚みがやや薄い。
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第4節遺構外111.1:遺物

捨て場 lの5層出土の第99図S73よりも捨て場 2の6-a層出土の第157図S162に近い形態で

ある。

@4-b層(第149• 150図)

5層とともに、捨て場 2 の中では争Ij片石器、争1]片の比率が比較的高 ~ìo 石血と円盤状

石製品も多い。 S105はつまみ部が長く、この部分にアスフアルトが付着している。不定形石

器は f類が最も多し ¥0 S 107はh類で、表面右側に c類、末端側に b類の刃部が作出されてい

るO 磨製石斧は 1点 (S108)のみ出土した。刃部から基部まで縦に欠損部分がある。刃部も

使用による争Ij離痕が著しし ¥0 S 112は土手をっくり出さず、中央部のみが凹む形態で、 4 c 

層出土の S91などと同類であるo S 114は4-b層から他の造物と共に出土した。自然石であ

るが特異な形態で、他にこのような礁はなく、縄文時代の人々が採集し、使用したものと考え

られるので造物として掲載した。

。5層(第151，.....，155図)

4-b層と同様に争I}片石器、最I}片が捨て場 2の中では比較的多く出土した。また、石皿、石

剣、岩版、円盤状石製品も多く、特に岩版は、全出土数の半数が 5層出土である。不定形石器

は、 a類と f類が多し、。 S120は図の下側に、 S122は上側に刃部があるO 他の側縁にも二次加

工が施されているo S 131はパチ形の打製石斧で、基部のくびれ部は両側とも磨滅している。

柄に装着して使用したものであろう。 S133は大型の石血で本来は土手が全周するものであろ

う。裏面の一部も整形のためか平滑に磨られている。岩版は S141が砂岩製の他はすべて軟質

の泥岩製である。 S141、S142、S143は完形である。 S144、S145、S146は同一個体と思わ

れるが、接合しない。 S141は側面を面取りし、楕円形に仕上げられている。表裏両面とも刻

線のみである。 S143は左右非対称で、下部になるほど厚く、出土した岩版の中では、特異で

あるo S 145の表面は上部の中心坑から垂下する中心線を軸として左右対称に渦巻文様が描か

れていたものと推測される。 S137、S139、S140も渦巻文が主モチーフと足、われる。 S147も

は中心線を軸として左右対称に近い文様構成であるが、人組文の組み合わせ方向が左右と

も同一で、完全な対称とはなっていない。裏面は中心を軸とする点対称の文様構成である。入

菱形文は晩期初頭む精製土器の文様と共通するo S 136は、石英の自然礁である。 4

bJ露出土の S114と同様に特異なー形態で、縄文時代の人々に採集されたものであろう。

@6-a層(第156• 157図)

剥片石器、孝I}片が比較的少なく、磨石、凹石、円盤状石製品が多いのは、 4 c層とやや共

通する。しかし、石皿は 3点、しか出土せず、 4-c層、 4-b層、 5層とは大きく異なってい

る。岩版は 2点とも刻線による文禄がない。

S 156は中高石皿である O 周閣の土手は一部のみ残存し、それから推測すれば、上面は長さ
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番号 出土地点 小包 J~ ~ij形 分類 長さ 中高 淳さ 彊さ

874 N048 B 4-a ぶ錐 a 41 2.0 0.8 6.3 

875 N048 B 4-a ピエス・エスキーユ b 2.5 2.8 0.7 5.5 

876 トJ048 B 4悶呂 縦型石匙 C 6.3 12 Ll 16.0 

877 N048 t: 4叩a躍~~誕石斧 bc 00.9) 6.1 (3.6~ (400守2)

878 トJQ48 tう 4-a 事l鯨重軽 ( 7.2) L5 (22.0) 

N048 B 4-a 円盤状E製品 4.4 5.4 (1.6) 712 0 
880 ヌ048 A 4“E 石m d 34.8 (41.2) (9.6) ( 1525. 

881 N048 8 4時a石皿 b (29.3) (17.9) 5.5 (2538) 

882 NP48 お 4-a 石阻 1 a 1 (2ω21.5 1 7.8 1(3319) 

第 41害調査の記録
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第 4主主 調査の記鉢
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[皐 4節遺構外出J=造物

if 

S97 
S98 

S96 

出-m.づ口 出土地点、 小区 局 ~~形 分類 長さ 総 厚さ 獲さ

894 I苛048 Iι 磨石 5.5 (5.7) 4.1 (197.1) 

895 子W48 D 14-c 岩li!j bア ( 28) (3.4) (0.5) ( 3.4) 

896 N048 CI 宕}復 ( 52) (4.4) 1.1 (15.6) 

897 N.N48 A 1'1-c 右自足 丘 J '1.0、 (3.2) 。7 ( 9.8) 

8981 NQ48 4.c 石剣 ( 6.6) 2.9 (1.3) (33.7) 

899 N048 U 4-c お絞 p ( 4.1) (4.5) 1.1 (21.5) 

8100 NP48 C 4-れ 石冠 8.3 7.1 9.4 1040.1 

181011 NP48 1 i 4-c 百iみのある石製品 I 10.2 9.1 2.6 512.0 

2(ヰ四C麗)出土器器(3)
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調査の記録第 4章
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第 4iむ遺構外出土造物
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第4-]~i: 調査の記鉢
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第4主主調査の記録
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奇}4 U!i 遺構外出土造物
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